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序

当
歴
史
資
料
館
に
お
け
る
事
業
は
、
資
料
の
収
集
と
整
理
・
保
存
、
資
料
の
展
示
公
開
、
及
ぴ
資
料
の
専
門
的
な
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
そ
の
基
礎
と
な
る
の
が
調
査
研
究
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
成

果
を
公
表
す
る
の
が
研
究
報
告
で
あ
り
ま
す
。

開
館
以
来
、
研
究
報
告
も
関
係
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
、
第
一
四
集
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
は
福
岡
市
博
物
館
が
開
館
す
る
に
伴
い
、
当
歴
史
資
料
館
は
、
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
閉
館
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
研
究
報
告
も
最
終
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
一
集
以
降
の
目
次
も
併
せ
て
掲
載
し
、
研
究
の

便
宜
に
供
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
歴
史
資
料
館
の
建
物
は
、
重
要
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
活
用
が
図
ら
れ
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
資
料
館
協
議
会
委
員
、
及
ぴ
関
係
機
関
の
方
々
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
御
指
導
と
御
援
助

に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
年
三
月
三
十
一
日

館

長

i賓

地

政
右
衛
門
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目
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月
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学
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-
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発
見
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|
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岡
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学
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福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告

第
一
四
集

一
九
九
O
年
三
月

浦
庄
屋
資
料
と
し
て
の
柴
田
文
書

西
浦
に
つ
い
て

西
浦
(
福
岡
市
西
区
)
は
糸
島
半
島
の
北
端
の
西
側
に
位
置
す
る
。
農
村
部

と
漁
村
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
近
世
に
お
い
て
は
郡
奉
行
の
支
配
下
に
あ
る
西

浦
村
と
浦
奉
行
の
支
配
下
に
あ
る
西
浦
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
初
頭
に
村

と
捕
が
合
併
し
て
西
浦
村
と
な
り
、
明
治
二
二
年
に
は
宮
浦
村
・
小
田
村
・
草

場
村
・
玄
界
島
・
小
呂
島
と
合
併
し
て
小
田
村
(
同
二
九
年
に
北
崎
村
と
村
名

変
更
)
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
六
年
に
福
岡
市
と
合
併
す
る
。

漁
村
と
し
て
の
西
浦
が
い
つ
の
こ
ろ
成
立
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

慶
長
十
年
ご
六

O
五
)
に
黒
田
長
政
が
浦
々
に
出
し
た
提
に
は
す
で
に
そ
の

名
が
揚
げ
ら
れ
て
お
り
、
中
世
後
期
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

高

茂

虞

田

「
唐
泊
よ
り
山
路
一
塁
西
北
に
あ
り
。
海
上
は
一
旦
半
あ
り
。
当
初
は
愛
に
民
居

な
し
。
い
つ
の
時
に
か
あ
り
け
む
、
対
局
の
宗
氏
な
り
し
人
の
子
嫡
庶
を
あ
ら
そ

ひ
て
戦
を
発
し
け
る
か
、
討
勝
し
者
、
打
負
た
る
者
を
殺
さ
ん
と
せ
し
故
逃
去
ぬ
。

漁
人
左
近
四
郎
と
云
し
者
の
舟
を
装
て
是
に
乗
せ
筑
前
に
来
れ
り
。
(
中
略
)
終

に
西
浦
に
行
き
室
を
築
き
て
住
せ
り
。
其
所
を
木
末
と
云
。
其
逮
孫
今
も
あ
り
。

宗
氏
を
称
す
。
左
近
四
郎
も
又
西
浦
に
家
居
し
て
漁
人
と
な
れ
り
。
其
子
孫
今
に

有
。
是
西
浦
民
居
の
初
な
り
と
云
。
(
後
略
)
」

1 

近
世
に
お
け
る
筑
前
の
浦
は
、
そ
の
大
半
が
海
運
業
中
心
の
浦
で
あ
っ
た
。

古
代
か
ら
外
国
に
接
し
、
中
世
に
お
い
て
は
元
冠
な
ど
の
外
敵
に
も
対
峠
し
、

松
浦
党
や
宗
像
水
軍
の
伝
統
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
西
浦
は

漁
業
に
よ
っ
て
の
み
生
計
を
立
て
た
浦
で
あ
っ
た
。

浦
と
し
て
良
い
港
に
も
恵
ま
れ
ず
、
外
海
に
直
按
面
し
た
西
浦
は
廻
船
な
ど

の
船
を
持
つ
こ
と
は
無
理
で
あ
っ
た
が
漁
場
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
決
し
て
豊
か
な
浦
で
は
な
か
っ
た
が
旧
志
摩
郡
に
お
い
て
は
最
大
の
漁
村
と



な
り
、
漁
船
の
数
も
最
大
を
誇
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
西
浦
の
実
態
を
示
す
の
が

柴
田
文
書
で
あ
る
。

柴
田
文
書
に
つ
い
て

西
浦
に
お
い
て
幕
末
の
一
時
期
を
除
い
て
代
々
浦
庄
屋
を
勤
め
た
柴
田
家
は

「
表
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
、
現
在
で
も
漁
業
を
営
ん
で
い
る
家
で
あ
る
。

こ
の
家
に
残
さ
れ
た
文
書
は
九
七
点
で
あ
り
、
そ
の
総
て
が
近
世
文
書
で
あ

る
。
そ
の
内
容
を
示
す
目
録
は
『
福
岡
市
歴
史
資
料
所
在
確
認
調
査
報
告
書
』

(
一
九
八
二
年
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
)
に
載
せ
て
い
る
が
、
漁
村
資
料
と

し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
か
ら
数
点
を
選
ん
で
次
に
載
せ
る
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
柴
田
家
に

保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ピ
ー
は
福
岡
県
立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
。

※
次
の
各
資
料
の
番
号
は
整
理
番
号
で
あ
る
。

-
「
船
法
度
巻
物
之
事
」

中
世
以
降
、
全
国
的
に
流
布
さ
れ
た
寸
廻
船
式
目
」
や
「
舟
法
度
」
の
ひ
と

つ
。
筑
前
で
も
数
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
『
日
本
海
法
史
』
(
住
田
正
一
、

昭
和
五
六
年
、
五
月
書
房
一
)
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
の
で
載
せ
る
。

2

「
平
岩
右
膳
様
御
週
浦
前
御
調
子
之
口
上
書
上
帳
」

福
岡
藩
内
に
お
け
る
俵
物
の
生
産
を
調
査
す
る
た
め
に
巡
検
し
た
と
き
の
資

料
で
あ
る
。

3

「
仕
上
り
書
物
之
事
」

西
浦
に
お
け
る
商
船
の
存
在
を
証
明
す
る
唯
一
の
文
書
で
あ
る
。
同
時
に
商

船
の
福
岡
港
入
港
の
手
続
き
や
積
荷
の
内
容
等
も
判
か
る
。

5

「
諸
上
納
増
減
書
上
控
」

弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
当
時
の
浦
の
税
制
と
西
浦
の
納
税
実
態
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

6

「
流
鯨
一
件
諸
控
」

筑
前
で
は
近
世
初
頭
以
来
、
各
地
に
鯨
が
流
れ
寄
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
慮
理
方
法
を
示
す
。

7

「
志
摩
郡
西
浦
人
払
帳
」

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
に
お
け
る
西
浦
の
人
口
動
態
を
知
る
事
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
文
書
と
対
応
す
る
も
の
と
し
て
明
治
四
年
の
『
西
浦
宗
旨
改

帳
』
(
山
坂
文
書
)
が
あ
る
。

8

「
御
用
状
野
北
浦
開
通
」

2 

嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
一
月
十
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
十
日
ま
で
一
年
間

の
西
浦
・
野
北
(
糸
島
郡
志
摩
町
)
聞
の
通
帳
で
あ
る
。
当
時
の
通
達
や
情

報
の
伝
達
方
法
、
社
会
情
勢
、
浦
庄
屋
の
勤
務
の
実
態
を
デ
l
タ
ー
と
し
て

示
す
資
料
で
あ
る
。

叩
「
口
口
上
ル
書
物
之
事
」

表
題
及
び
最
初
の
行
の
一
部
が
欠
落
し
て
い
る
が
宝
永
六
年
(
一
七
O
九
)

の
文
書
で
あ
り
、
柴
田
文
書
の
中
で
は
最
も
古
い
。

浦
に
お
け
る
火
災
の
慮
理
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
近
世
初
頭
に
浦
庄
屋

の
名
称
で
あ
っ
た
「
弁
指
」
の
語
が
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
か
を
一
不
す

資
料
で
あ
る
。

日
「
乍
恐
西
浦

奉
願
口
状
之
覚
」



西
浦
・
唐
泊
両
浦
間
で
は
度
々
漁
場
に
関
す
る
紛
争
が
あ
っ
た
が
、
元
文
二

年
(
一
七
三
七
)
の
こ
の
文
章
は
そ
の
最
も
古
い
資
料
で
あ
る
。

日
「
乍
恐
再
応
御
願
申
上
ル
口
上
之
覚
」

小
呂
島
の
浦
の
発
生
を
証
明
す
る
文
書
で
あ
る
。

幻
「
乍
恐
申
上
口
上
之
覚
」

筑
前
の
浦
で
は
毎
年
の
よ
う
に
水
夫
役
を
差
出
し
て
い
た
が
、
水
夫
の
実
態

の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

日
「
西
浦
頭
取
中
百
姓
中
御
受
合
申
上
ル
事
」

近
世
の
浦
や
村
で
行
わ
れ
て
い
た
講
の
実
態
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

担
・
沼
・
お
「
請
合
申
一
札
之
事
」
外
二
点

近
隣
の
村
や
浦
と
の
金
銭
貸
借
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
金
額
的
に
も
大
き
く
、

当
時
の
西
浦
の
経
済
活
動
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

資

料

1 

「
寛
延
元
年
辰
十
二
月

船
法
度
巻
物
控

柴
田
」

船
法
度
巻
物
之
事

一
寄
船
流
舟
者
其
在
所
之
神
社
側
寺
可
為
修
理
事
、

若
其
船
珍
有
乗
物
筋
船
主
可
為
進
退
事

一
一
勝
湊
繋
船
損
た
る
時
者
従
其
所
湿
た
る
物
を
ほ
し

船
頭
可
渡
也
、
為
其
ニ
帆
別
碇
役
仕
湊
を
買
た
る

上
者
国
主
と
し
て
不
有
遠
乱
事

一
繋
船
数
多
有
之
大
風
な
ら
ハ
従
其
村
加
勢
を
せ
は

先
風
上
な
る
船
ニ
い
か
に
風
下
え
船
綱
碇
有
と
い

ふ
共
風
上
之
船
流
れ
か
主
ら
は
諸
乃
船
繋
と
む
へ

か
ら
す
、
若
風
上
之
船
お
の
れ
と
綱
を
き
り
風
下

之
船
な
か
れ
か
、
り
二
般
と
も
に
損
す
る
な
ら
は

風
下
よ
り
風
上
之
船
別
而
存
分
可
有
之
事

一
漢
走
時
、
風
下
の
船
ニ
乗
懸
り
っ
き
沈
る
時
者
風

上
に
壱
人
成
共
損
た
る
船
よ
り
乗
移
た
ら
ハ
風
上

之
船
け
か
可
為
事

一
本
船
枝
船
之
時
、
本
船
之
荷
物
を
捨
、
枝
船
之
荷

っ
、
か
な
き
時
は
配
当
可
有
之
事
、
校
船
之
荷
捨
、

本
船
無
慈
時
者
枝
船
の
配
当
本
ニ
か
も
る
ま
し
き

事
、
故
ハ
親
の
お
ろ
か
ハ
子
に
懸
り
、
子
の
お
ろ

か
ハ
親
の
掛
ヲ
畠
孟
山
之
故
也

但
、
最
前
枝
船
本
船
積
合
之
時
、
互
乗
衆
約
束
之

上
ヲ
以
可
有
沙
汰
事

一
船
を
盗
ま
れ
或
賊
船
ニ
と
ら
れ
北
国
の
船
は
西
国

ニ
有
西
国
之
船
は
北
国
ニ
雄
有
之
此
船
を
買
取
廻

船
す
へ
か
ら
す
事
、
若
荷
ヲ
積
廻
船
H
U
有
之
時
ハ

船
主
見
合
に
此
船
を
取
返
シ
船
頭
可
為
迷
惑
事
、

か
わ
り
に
付
た
る
沙
汰
ハ
仮
親
子
の
間
に
で
も
ふ

か
く
た
る
へ
き
山
メ

一
借
リ
船
を
し
て
若
船
損
た
り
と
い
ふ
と
も
か
り
て

弁
さ
る
へ
き
事
、
但
船
賃
を
す
め
す
船
主
之
分
別

な
き
所
を
押
え
出
船
仕
、
其
指
摘
士
る
時
ハ
借
手

の
弁
さ
る
へ
き
立
、
但
船
賃
と
澄
、
其
船
損
た
る

時
者
船
主
違
乱
有
間
鋪
事

一
借
リ
船
を
し
其
船
虫
の
く
う
た
る
時
者
借
手
可
弁

事
、
若
船
付
珍
有
之
ハ
借
手
不
及
弁
事
、
但
船
付

の
者
塩
時
に
立
か
へ
と
理
ル
所
と
珍
油
断
ハ
弁
た

る
へ
き
山
X

一
揖
柱
損
た
る
時
者
借
手
可
弁
事
、

但
棒
柱
に
庇
あ
ら
ハ
借
請
時
船
主
ニ
理
リ
た
る
時

ハ
不
及
弁
事

一
綱
を
き
ら
し
た
る
時
は
不
及
弁

wx
、

但
、
取
は
つ
し
て
お
と
し
た
ら
は
可
弁
山
一
へ
碇
を

お
と
し
た
ら
は
可
弁
事

一
諸
道
具
請
取
申
、
又
返
す
時
、
前
之
注
文
引
合
返

可
渡
立
、
若
其
内
不
足
の
時
者
勿
論
弁
へ
き
支

一
湊
に
て
乗
衆
出
船
を
す
冶
ま
さ
る
而
出
船
を
し
て

若
其
船
難
儀
ニ
及
ハ
、
船
頭
の
け
か
た
る
へ
き
ト
川
又

一
荷
物
湿
た
る
時
者
可
弁
事

但
シ
沖
ニ
而
大
風
一
一
あ
ひ
大
浪
大
雨
之
時
湿
た
る

物
は
弁
ニ
な
る
へ
か
ら
す
文
一
、
湊
の
内
に
て
悶
あ

か
杯
ニ
湿
た
る
物
ハ
船
頭
可
為
弁
立

一
船
中
而
過
分
ニ
荷
物
を
捨
た
る
時
者
水
主
の
私
物

に
も
配
当
懸
ル
、
小
分
之
時
者
水
主
可
宥
免
千
日
比

一
荷
を
捨
た
る
時
者
其
船
に
も
配
当
を
懸
ル
ト
父
、
故
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ハ
荷
を
捨
た
る
故
に
船
助
か
る
時
ハ
配
当
か
‘
る

ま
し
き
に
も
あ
ら
す

一
荷
を
捨
、
行
所
へ
不
行
乗
戻
り
配
当
有
時
者
在
所

之
翼
所
之
債
を
引
合
配
当
す
へ
き
支

一
荷
を
捨
、
行
所
へ
不
行
跡
ニ
も
不
戻
、
中
途
に
も

配
当
せ
は
其
所
之
買
手
た
る
へ
き
事

一
船
に
荷
を
積
、
船
頭
ニ
積
日
記
ヲ
以
不
渡
物
ハ
仮

金
銀
捨
た
る
と
い
ふ
と
も
惣
の
配
当
ニ
不
可
入
事

一
積
日
記
船
頭
波
時
者
乗
衆
何
も
加
判
有
之
立
、
是

に
は
つ
れ
た
る
物
ハ
柳
配
当
に
不
入
候
、
但
、
船

中
て
ん
け
ん
の
上
ヲ
以
残
た
る
時
積
日
記
に
不
入

と
い
ふ
と
も
配
当
ニ
可
入
事
、
捨
た
る
時
者
曽
テ

不
入
事

一
船
を
借
り
弐
戻
す
に
も
、
又
荷
物
ヲ
積
運
賃
を
取

た
る
時
に
可
船
主
三
ケ
一
進
退
た
る
へ
き
山
英
但

船
借
り
候
時
、
戻
の
荷
物
迄
も
積
可
申
と
約
束
之

時
者
船
主
異
儀
有
閑
敷
事

一
一
船
を
借
り
船
頭
行
先
ニ
而
公
吏
有
て
船
を
尚
ら
る

芯
時
ハ
船
頭
弁
た
る
へ
き
事

一
一
船
ヲ
損
サ
し
て
命
助
か
り
て
縦
其
内
壱
人
か
し
こ

く
て
金
銀
た
は
さ
み
た
り
と
い
ふ
共
、
惣
中
広
い

ろ
ひ
不
可
有
之
ト
又

一
籾
米
を
積
、
又
唐
物
を
積
A
ロ
た
る
時
、
荷
を
捨
時

若
唐
物
積
た
る
荷
主
我
唐
物
ヲ
捨
た
く
ハ
籾
米
に

配
当
不
可
掛
立
一
~
あ
わ
て
了
籾
米
を
積
た
る
主
、

或
ハ
船
頭
或
ハ
水
主
彼
唐
物
を
捨
た
る
時
者
勿
論

配
当
に
可
人
事
、
唐
物
積
た
る
時
籾
米
を
捨
す
し

て
我
唐
物
を
捨
た
る
時
者
何
を
内
に
包
て
唐
物
と

申
共
不
知
と
云
沙
汰
有
之
故
也

一
一
船
を
借
リ
、
す
へ
て
た
つ
る
時
、
船
を
焼
破
た
る

時
者
借
主
弁
可
申
立

一
荷
を
積
テ
沖
ニ
而
或
ハ
湊
な
と
に
懸
り
て
船
に
火

を
出
し
た
る
時
ハ
沖
ニ
而
大
風
ニ
船
を
捨
た
る
に

同
沙
汰
た
る
へ
し
、
但
火
を
出
し
た
る
ハ
可
為
越

度
事

一
船
に
荷
を
積
テ
水
主
取
逃
仕
た
る
時
ハ
船
頭
弁
へ

き
立
、
但
、
其
水
主
を
捕
へ
荷
を
荷
主
波
た
る
時

者
縦
取
逃
の
荷
物
が
ん
ハ

γた
り
と
も
船
頭
の
弁

ニ
不
及
事

一
一
船
を
か
り
、
借
手
に
よ
り
相
違
怜
者
船
賃
約
束
の

こ
と
く
相
渡
ス
者
也
、
其
時
ハ
右
之
船
上
下
仕
戻

閲
ほ
と
其
船
を
す
へ
置
也
、
但
本
の
船
主
内
談
ニ

而
少
し
の
乱
物
を
以
相
讃
ニ
て
右
之
船
行
方
成
と

も
指
廻
物
也

一
船
を
借
り
師
時
、
借
シ
手
よ
り
相
違
M
H
者
右
之
船

ほ
と
な
る
を
借
替
相
波
、
我
船
ヲ
可
請
取
者
也
、

船
を
か
り
で
約
束
之
所
よ
り
又
其
さ
き
へ
ゆ
き
乗

た
し
の
船
賃
可
立
事
、
船
損
し
て
縦
在
所
-
一
而
船

賃
す
ま
し
怜
と
も
船
弁
た
る
へ
き
事

右
三
拾
壱
ケ
僚
之
儀
、
貞
応
弐
年
亥
未
三
月
十
六

日
ニ
兵
庫
辻
村
新
兵
衛
、
土
佐
浦
戸
篠
原
孫
左
衛

門
、
瞳
摩
坊
津
飯
田
備
前
、
天
下
ニ
被
召
出
M
W
而

船
法
御
尋
之
時
申
上
ル
即
御
袖
判
被
成
同
者
也
、

四
日
}
る
法
ハ
あ
れ
共
法
を
ま
く
る
理
不
可
有
、
此

三
拾
一
ケ
粂
之
沙
汰
引
A
ロ
ヲ
以
其
沙
汰
可
有
者
也

寛
延
元
年
辰
ノ
十
二
月
四
日
写
ス

2

「
寛
政
十
年
午
十
月

平
岩
右
膳
様
御
廻
浦
前
御
調
子
之
口
上
書
上
帳

西
浦
」

一

御

用

俵

物

銭

鰭

当

浦

仕

上

申

門

事

但
、
五
月
頃
ぷ
取
上
ケ
仕
立
翌
三
月
頃
相
納

M

門
事

一
御
制
札
所
壱
ケ
所
、
当
浦
江
御
座
外
事

一
人
家
数
百
七
拾
弐
軒

一

漁

人

百

弐

拾

人

但
漁
業
専
仕
怜
分

此
外
ハ
商
売
井
家
職
農
業
本
仕
M
H

一

漁

船

五

拾

八

綬

但
櫓
立
三
挺

一
当
浦
止
見
渡
鳴
々
左
之
通
り
御
座
候
事

鳥小
帽流昌
子嶋

壱
州
壱
岐
鳴

d小、
川宮
嶋嶺

当
浦

h
凡
十
三
里

当
浦

b
凡
七
里
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当
浦
ム
均
九
十
八
里

当
浦
み
凡
十
三
里

ム
同
断か
、
ら
嶋
当
浦
'hh
凡
十
四
里

同
断
呼
子
浦

一
海
境
東
岬
火
床
切

一
・
当
浦
抱
海
之
内
、
左
之
通
瀬
御
座
作
事

当
浦
，
S
凡
三
里

但
出
居
申
件

当
浦
岬
地
方

8
壱
町
程

但
出
居
申
M
H

長
間
瀬

い
か
ん
瀬

当
浦
'pn
凡
十
四
里



当
浦
永
崎
地
方

b
三
丁
程

但
出
居
申
件

当
浦
先
ノ
浜
地
方
々
弐
丁
程

当
浦
野
北
浦
両
浦
抱

燈
台
瀬

|

|

|

但

出

居

申

怜

O

但
海
込
ニ
御
座
作

一
当
浦
ぷ
上
ミ
唐
泊
浦
江
海
路
凡
壱
豆
半
程

O
陸
路
十
五
丁
程
御
座
師
事

但
岡
通
り
ニ
外
へ
は
通
り
筋
ニ
西
浦
村
・
宮
浦

村
・
宮
浦
御
座
師
事

一
当
浦
冷
下
モ
野
北
浦
江
海
路
凡
弐
里
程
、
陸
路
弐

里
程
御
座
凶
事

但
岡
通
り
ニ
件
へ
は
通
。
筋
ニ
桜
井
村
・
野
北

村
御
座
件
事

一
当
浦
江
左
之
通
り
寺
社
御
座
川
門
事

氏

神

御

神

田

方

白

木

大

明

神

社

五

十

猛

命

御
神
号
蛭
子
命

首
瀬

産
嶋

恵
比
須
ノ
社

真
宗西
照
寺
O
寺
社
無
之
浦
ハ
其
段
本
文
ニ
書
記
門
事

一
御
通
り
筋
ニ
有
之
岡
分
寺
社
左
之
通
り
ニ
師
事

紙
園
社
野
北
村
分

西
宮
社
桜
井
村
分

何
宗
O
何
々
寺

禅
宗
徳
門
寺

三
所
宮
社

何
村
分

宮
浦
村
分

宮
浦
分

O
 

一
御
休
泊
所
ニ
相
成
門
家
居
、
当
浦
何
か
し
何
か
し

何
か
し
方
ニ
仮
成
ニ
相
調
可
申
哉
口
口
ヲ
口
候
事

一
御
休
泊
所
ニ
相
成
M
門
家
居
、
当
浦
江
無
御
座
師
事

一
御
休
泊
所
ニ
相
成
M

門
家
居
、
当
浦
江
無
御
座
川
問

問
分
ニ
御
手
当
被
仰
付
可
成
下

Mn

O
岡
分
江
御
宿
家
有
之
所
ハ
此
通
ニ
御
書
調
可
被

成
M
H

右
之
通
相
調
子
書
上
申
怜
慮
相
違
無
御
座
川

以
上

西
浦
庄
屋
勘
三
郎

午
十
月

大
庄
屋
貞
六
殿

御
勘
定
平
岩
右
謄
様
、
煎
海
副
爪
干
飽
出
方
為
御
調

子
、
近
々
御
廻
浦
之
筈
ニ
一
件
、
此
節
ハ
灘
辺
海
上

之
模
様
公
儀
御
見
分
御
座
仲
間
、
長
崎
会
所
役
人

付
添
有
之
件
、
御
廻
浦
中
御
奉
行
御
出
方
被
成
Mn

御
付
廻
り
ハ
許
山
御
氏
、
尚
又
御
無
足
方
み
御
付

添
も
有
申
候
、
右
御
休
泊
ニ
相
成
候
家
居
御
調
子

可
被
成
件
、
数
軒
御
入
用
ニ
作
条
英
御
心
得
可
被

候
、
右
之
外
日
々
前
御
調
子
之
儀
ハ
別
紙
書
上
帳

案
文
之
ケ
僚
之
通
件
、
夫
々
御
口
儀
有
之
御
書
出

可
被
成
件
、
急
々
御
入
込
之
儀
も
可
有
御
座
ニ
付
、

早
々
致
吟
味
申
出
同
様
被
仰
付
師
、
依
之
右
書
上

帳
控
御
添
、
来
ル
廿
五
日
切
掛
り
大
庄
屋
方
江
無

延
引
御
差
越
可
被
成
川

一
煎
海
鼠
・
干
飽
・
鎌
鰭
付
数
御
調
子
も
申
来
候
へ

共
是
ハ
此
方
手
元
江
相
知
居
内
条
、
浦
々
分
一
同

ニ
書
出
可
申
怜

一
一
緩
鰭
只
今
出
来
立
分
有
之
M
H
者
、
来
ル
廿
五
日
切

掛
り
大
庄
屋
方
江
御
納
可
被
成
件
、
無
是
浦
ハ
其

在
ま
rw
書
ヲ
以
御
申
出
可
被
成
川
己
上

巴

刻

出

ル

大

庄

屋

十

月

廿

一

日

貞

六

廿
二
日
寅
上
刻
か
つ
ら
大
庄
屋

廿

三

日

寅

刻

箱

崎

秋

枝

助

次

郎

廿

四

日

寅

刻

か

ら

泊

大

庄

屋金
内
新
左
衛
門

十
月
廿
四
日
朝
寅
刻
付
ニ
而
唐
泊

d
送
来

邦
刻
野
北
浦
へ
送
リ
出
ス

3 

「
仕
上
門
会
田
物
之
事
」
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一
今
般
公
義
被
仰
出
川
之
唐
紅
毛
相
波
荷
物
抜
荷
御
改
之

儀
、
承
知
奉
畏
師
、
然
者
私
共
浦
，
S
福
岡
・
博
多

当
用
之
口
問
々
為
買
物
、
永
々
罷
越
船
世
帯
仕
宿
付

本
不
仕
、
相
仕
廻
次
第
直
ニ
引
取
申
儀
ニ
御
座
件
、

尤
右
之
船
抜
荷
ネ
紛
敷
不
正
之
荷
物
積
上
川
儀
ハ

勿
論
、
帰
船
之
節
漣
も
右
綜
の
儀
仮
初
ニ
も
携
不

申
様
船
頭
中
へ
厳
敷
申
問
、
出
船
帰
着
共
船
改
仕

怜
上
口
口
口
之
儀
無
御
座
怜
様
可
仕
件
、
何
之
庄

屋
手
元
'
S差
出
会
田
ヲ
以
御
届
可
申
怜
条
、
若
紛
敷

儀
州
政
有
之
ハ
私
共
知
何
勝
之
越
度
被
仰
付
怜
共
一

品
一
一
口
之
御
断
ケ
間
敷
儀
申
上
聞
敷
師
、
何
口
為
後
日

讃
書
物
知
件

文
化
三
年
八
月

姪
浜
ム
々
西
浦
迄



波
戸
場
御
改
御
役
所

庄
屋
中

差

出

代

物

油

混

魚

博
多

一
当
浦
何
之
船
何
人
乗
江
何
回
聞
買
物
ニ
罷
越
申

福
岡

高川
月以
何上
日

波
戸
場
御
改
御
役
所

何
浦
庄
屋
何
か
し

入買油当
参物・浦
りニ木勘
申罷綿右差
り越類衛出
申・門
以外紙船
上、類四
尤・人
右燈乗
ft .r.' 
物・博
之付多
内木江
小ネ j由
麦之・
四類甘酢
俵手臼.
積控願響

寅
九
月
十
九
日

波
戸
場
御
改
御
役
所

西
浦
庄
屋
逸
八

差
出

一
当
浦
勘
右
衛
門
船
四
人
乗
、
博
多
江
油
・
酢
・
醤

油
・
木
綿
・
紙
類
・
米
買
調
ニ
罷
越
申
件
・
尤
右

代
物
之
内
糖
弐
拾
俵
、
酒
ノ
か
す
拾
四
俵
積
入
参

申

怜

巳

上四
日

寅
五
月
十
九
日

西
浦
庄
屋

逸
八

波
戸
場
御
改
御
役
所

4 

「
弘
化
三
年

諸
上
納
増
減
量
目
上
控

午
九
月

西
浦
」

西
浦
当
午
十
一
月
、

仕
事

一
銀
弐
百
四
拾
自

内銀
百
弐
拾
目

同
百
弐
拾
目

〆
右
之
通
増
減
無
御
座
候

午
九
月

大
庄
屋
伝
四
郎
殿

西
浦
当
午
十
一
月
御
銀
倉
諸
上
納
銀
銭
増
減
書
上

仕
事

一
銀
六
拾
八
匁
弐
分
ハ
軒
別
用
心
除

一

同

百

弐

拾

目

ハ

船

々

御

菜

銀

一
同
五
拾
壱
匁
六
分
九
度
ハ
籾
囲
米
代
拝
借
年
賦

一
同
五
拾
三
匁
壱
分
ハ
御
浦
救
銀
右
同
断

一

同

五

匁

弐

分

ハ

蛋

浦

三

ケ

所

助

会

右

同

断千
四
一
日
商
半
高
右
同

断寸
志
夫
賃
銭

E

御
免
引
水
夫
銀
悩
銭

船
々
御
菜
銀
上
納
増
減
室
田
上

漁
船
四
拾
八
綾

当
午
十
一
月
納

来
未
四
月
納

以
上

武
右
衛
門

一
金
弐
雨

同銭

一
同
三
拾
六
匁
ハ

一
同
弐
匁
三
分
ハ

唐
津
上
使
立
年
賦

御
遊
漁
立
拝
借
年
賦
浦

、話

一
同
弐
拾
七
匁
弐
分
ハ

菜
種
赤
子
錫
両
日
年
賦

右
同

〆右
之
通
増
減
相
調
子
申
件
処
相
違
無
御
座
件
以
上

武
右
衛
門

午
九
月

大
庄
屋
伝
四
郎
殿

西
浦
当
午
十
一
月
御
浦
溜
上
納
銀
増
減
書
上
仕
事

巳
年
，
S
寅
年
迄
拾
ヶ
年
賦

一
銀
七
百
六
拾
壱
匁
弐
分
ハ
当
冬
納

右
之
通
増
減
無
御
座
件
以
上
武
右
衛
門

-6-

午
九
月

大
庄
屋
伝
四
郎
殿

6 

「
文
政
九
年

流
鯨
一
件
諸
控

成
二
月
十
二
日
」

一
)
西
浦
ゐ
御
註
進
申
上
ケ
師
事

一
当
浦
抱
海
ニ
鯨
流
居
怜
ヲ
漁
人
共
見
出
川
而
私
手

元
江
相
届
怜
問
、
早
速
三
浦
船
数
般
漕
寄
ニ
差
出

申
置
件
、
此
段
御
届
ケ
申
上
件
以
上

西
浦
庄
屋長
三

成
二
月
十
二
日

fOfJ 



大
庄
屋
与
次
平
様

西
ケ付昨 i帝
申、十み
上 j甫二御
り船〈日註
数自当進
以差出甫申
上出抱上
1田浩f)レ
寄三事
申鯨
置流
けり
を
此見
段出
智竹
山ー

成
二
月
十
三
日

早
良
志
摩
恰
土

御
郡
代
御
役
所

西
浦
庄
屋長

lOn 

半
切
紙
ニ
認
メ

従
西
浦
申
遺
件
、
昨
十
二
日
当
浦
抱
海
ニ
鯨
流
居

怖
を
た
ば
ち
と
申
所
江
漕
寄
居
・
申
内
問
、
一
一
刻
も

急
ギ
入
札
梯
ニ
仕
筈
ニ
門
閥
、
其
浦
々
商
人
中
印

判
為
致
弁
別
紙
案
文
之
通
差
出
室
田
御
添
、
明
後
十

五
日
五
ツ
時
限
御
差
出
可
被
成
件
、
刻
限
過
候
得

ハ
致
開
札
件
問
、
急
キ
罷
出
M
H
様
御
申
付
可
被
成

円

以

上

大
庄
屋
代

唐
泊
浦
庄
屋
佐
市

lOn 

寅
二
月
十
三
日
〆

宕
之
通
文
段
ニ
而
唐
泊
み
御
崎
迄

野
北
，
S
辺
国
迄

両
方
ニ
廻
文
差
廻
シ
門
事

追
而
申
述
内
、
此
廻
文
刻
付
ヲ
以
御
急
達

尚
り
み
御
返
ニ
可
被
成
件
、
出
方
商
人
鯨
見

改
入
札
致
内
様
御
申
付
可
被
成
件
以
上

立
紙
ニ
而

西
浦
寄
鯨
入
札
商
人
差
出
申
候
名
附
之
事

一

何

人

ハ

何

か

し

何
か
し

何
か
し

何
か
し

何
か
し

右
之
者
入
札
被
仰
付
可
被
下
件
、
落
札
ニ
相
成
件

ハ
、
代
銭
御
極
日
限
之
通
無
遅
滞
上
納
為
仕
可
申

円

以

上

年
号
月
日

大
庄
屋
代
江
当
ル

何
浦
庄
屋何
か
し

O

入
礼
儀
定
之
事

一
相
談
札
決
而
相
成
不
申
M

門
事

一
落
札
前
不
相
応
ニ
下
直
川
得
ハ
相
渡
不
申
門
事

一
相
札
有
之
候
ハ
、
双
方
入
札
主
江
相
波
川
事

一
高
札
ゐ
何
程
上
ケ
と
申
札
相
成
間
敷
門
事

一
入
札
ハ
何
浦
何
某
と
名
元
書
記
印
形
い
た
し
可
指

出
件
事

一
入
札
ハ
一
浦
み
弐
枚
宛
ニ
而
限
師
事

一
入
札
場
所
ニ
而
喧
嘩
口
論
い
た
し
関
敷
事

一
鯨
ハ
流
寄
場
所
ニ
而
落
札
之
者
江
相
波
川
門
事

但
当
浦
，
S
之
番
人
ハ
其
座
切
ニ
引
取
申
門
事

一
落
札
代
銭
ハ
当
月
廿
五
日
切
上
納
可
仕
門
事

但
正
銭
ヲ
以
可
相
梯
け
事

一
銭
直
段
ハ
壱
匁
-
一
付
百
五
文
替
江

一
金
相
場
壱
両
ニ
付
百
拾
六
匁
替
江

一
商
人
宿
賄
銭
ネ
之
義
ハ
銘
々
払
之
事

一
落
札
之
面
々
5
代
銭
上
納
之
日
切
受
A
墨
田
物
、
其

浦
庄
屋
受
合
之
奥
判
取
差
出
可
申
け
事

〆

大

庄

屋

代

戊

二

月

十

五

日

唐

泊

浦

圧

屋

佐

市

仕
上
ル
差
出
之
事

一
西
浦
抱
た
ば
ち
と
申
所
へ
鯨
漕
寄
居
申
外
段
申
出

怜
ニ
付
、
大
庄
屋
代
勤
被
申
付
、
早
速
罷
出
見
分

仕
怜
慮
、
誠
二
縫
之
皮
身
臓
髭
骨
計
り
ニ
相
成
居

申
け
而
何
鯨
と
申
義
相
分
不
申
候
、
御
定
法
之
通

浦
々
之
商
人
共
召
寄
、
早
々
入
札
申
附
怜
様
可
仕

候
、
此
段
御
達
申
上
件
、
以
上

大
庄
屋
代

唐
泊
浦
圧
屋佐
市
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成
二
月
十
五
日

早
良
志
摩
恰
土

御
郡
代
御
役
所

ム
此
差
出
、
当
浦
久
吉

飛
脚
ニ
差
立
門
事

西
浦
庄
屋
組
頭
申
上
昨
日
上
之
覚

一
当
月
十
二
日
、
御
用
状
持
廻
り
ニ
小
呂
鳴
江
飛
脚

船
差
立
件
慮
、
同
日
帰
帆
之
節
旅
船
出
合
鯨
流
居

申
候
由
相
知
せ
怜
段
、
方
角
本
も
教
江
候
由
ニ
川
、

罷
帰
手
許
迄
申
出
仲
間
、
同
日
七
ツ
時
比
伝
道
数

般
差
出
、
方
々
相
尋
怜
得
ハ
漸
ニ
鯨
ニ
出
A
再

得

共
、
最
早
切
取
誠
ニ
裸
鯨
ニ
相
成
居
候
問
、
沖
中

ニ
寄
合
、
評
義
之
上
捨
帰
り
可
申
旨
及
決
談
ニ
ハ

件
、
乍
然
銘
々
切
取
罷
帰
り
M
W
様
相
成
M
H
而
者
論



外
之
義
ニ
付
疑
イ
無
之
様
先
漕
付
見
分
之
受
免
も

角
茂
可
致
と
の
義
ニ
付
、
漸
々
漕
付
来
り
件
、
依

之
私
共
遂
見
分
件
処
、
誠
ニ
骨
計
全
ク
有
之
、
其

余
ハ
皮
身
臓
髭
ハ
少
々
宛
相
残
り
居
申
件
、
尚
又

私
共
・
8
船
々
致
詮
義
怜
処
、
申
出
ニ
相
違
無
御
座

件
、
十
一
日
十
二
日
海
上
も
長
閑
ニ
付
、
往
来
之

旅
船
追
々
存
分
-
一
切
取
M
H
旨
相
見
へ
は
円
、
漕
船
之

者
共
少
も
手
差
不
申
師
、
然
ル
処
大
庄
屋
代
と
〆

唐
泊
浦
庄
屋
佐
市
殿
御
出
動
之
上
、
尚
又
厳
重
ニ

御
才
判
有
之
、
近
村
浦
之
見
物
之
諸
人
及
見
居
申

件
義
ニ
付
、
疑
敷
義
無
御
座
件
、
然
ル
処
綾
残
り

分
之
口
問
、
只
根
腐
り
仲
間
、
芥
屋
村
・
8
魚
伐
四
人

雇
入
取
捌
を
半
日
ニ
相
仕
廻
、
厳
重
囲
ひ
附
而
番

人
付
置
申
件
、
若
又
当
浦
切
盗
を
隠
置
、
後
日
相

知
レ
円
節
ハ
私
共
迄
如
何
鉢
ニ
茂
可
被
仰
付
件
、

依
之
為
後
日
書
物
仕
上
件
処
知
件

西
浦
組
頭利
七

同

弥

七

同
浦
匝
屋長
三

成
二
日

大
庄
屋
代

唐
泊
浦
庄
屋
佐
市
殿

口
上
之
覚

一
西
浦
江
流
寄
怜
鯨
最
前
申
上
内
通
皮
身
臓
髭
骨
相

残
分
続
ニ
付
、
重
畳
吟
味
仕
同
処
、
潜
寄
M
H
後
紛

敷
義
無
御
座
円
ニ
付
、
去
ル
十
五
日
新
町
浦
触
商

人
中
呼
出
シ
入
札
仕
件
処
、
別
紙
帳
之
通
高
札
前

西
浦
喜
平
・
加
六
・
市
蔵
・
善
吉
・
五
三
郎
・
又

五
郎
江
相
渡
申
件
、
以
上

右
之
通
御
逮
申
上
件
、
以
上
大
庄
屋
代

唐
泊
浦
庄
屋
佐
市

成
二
月

早
良
志
摩
恰
土

御
郡
代
御
役
所

別
紙
帳
面
上
書
左
ニ

手
号

西
浦
江
流
寄
鯨
一
件
諸
事
控
帳

月

商

浦

江

当

戊

二

月

十

一

鯨

惣

長

凡

五

尋

二

日

流

寄

附

鯨

代

銭

、

右
ハ
上
臆
，
S
握
迄
下
臆
無
当
浦
喜
平
・
加
六
・

之

内

市

蔵

・

善

吉

・

五

三

但
皮
身
凡
壱
歩
通
郎
落
札
前
銭
高
之
内
、

臓

凡

三

歩

通

三

分

弐

御

浦

尚

江

上

髭

凡

四

歩

通

納

仕

事

骨

ハ

相

揃

一

丁

銭

弐

拾

八

貫

六

右

入

札

之

事

百

六

文

也右
ハ
銭
高
四
拾
弐
糞

九
百
九
文
之
内
三
分

弐
・
銭
四
百
七
拾
六

匁
七
分
七
厘
之
分

西
浦
庄
屋長
三

一
六
銭
四
百
拾
七
匁
八
分
八

厘

姪

浜

浦

三

四

郎

武
助

(
以
下
人
名
略
)

一
同
四
百
拾
三
匁
弐
分
五
厘

同
浦
(
二
名
)

浜
崎
浦
(
三
名
)

一
同
四
百
五
拾
五
匁
五
分
五

文
政
九
年
戊

月

厘
今
津
浦
(
八
名
)

一
銭
七
百
八
匁
五
分

宮
浦
(
四
名
)

一
同
六
百
八
拾
五
匁
弐
分
五

厘

唐

泊

(

三

名

)

一
同
七
百
拾
五
匁
壱
分
五
厘

西
浦
(
六
名
)

一
同
五
百
五
拾
目
五
厘

同
浦
(
四
名
)

〆
銭
七
百
拾
五
匁
壱
分
五
厘

内
銭
四
百
七
拾
六
匁
七
分
七
厘

右
ハ
三
歩
弐

御
浦
溜
江
上
納
仕
ル
分

司
H
J

残
而
弐
百
三
拾
八
匁
三
分
五
座

右
ハ
所
中
相
渡
ル
分

右
之
通
相
違
無
御
座
川
以
上

西
浦
庄
屋
長
三

大
庄
屋
与
次
平
殿
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成
二
月

大
庄
屋
代

唐
泊
浦
圧
屋
佐
市

7 

「
文
政
六
年

志
摩
郡
西
浦
人
挽
帳

三
月

浦
ヒ
カ
ヱ
」

一
人
数
七
百
弐
拾
四
人
内

男
三
百
八
拾
八
人



女
三
百
三
拾
六
人

去
春
宗
旨
御
改
之
時
、
当
浦
宗
旨
帳
ニ
書
載
申
人

数
也
内
梯

梯
捨
書
上
申
事

一

男

壱

人

貞

蔵

男

子

喜

助

文
政
元
年
寅
十
月
ゐ
居
浦
罷
出
行
方
相
知
不
申
ニ

付
御
願
申
上
払
捨
-
一
仕

一

男

壱

人

七

次

甥

伊

助

文
政
元
年
寅
十
一
月
冷
居
浦
罷
出
行
方
相
知
不
申

ニ
付
御
願
申
上
払
捨
-
一
仕

合
一
男
弐
人
御
郡
代
御
鐙
拠
取
上

死
人
之
事

一
女
壱
人
去
二
月
廿
七
日
果

(
他
に
二
八
人
分
略
)

、
男
拾
三
人

，
女
拾
六
人

好
右
衛
門
女
せ
っ

銘
々
且
那
寺
結
縁
鐙
拠
取
上

男
拾
五
人

惣
合
人
払
三
拾
壱
人
女
拾
六
人

男
三
百
七
拾
三
人

残
而
人
数
六
百
九
拾
三
人
女
三
百
弐
拾
人

産
子
之
事

一
女
壱
人
去
四
月
生

(
他
に
十
二
人
分
略
)

、
口
一
男
八
人

d

女
五
人

追
而
帳
ニ
書
載
不
申
分
入
人
帰
参
入
井
産
子
共

九
助
女
子
く
ら

男
八
人

合
人
数
拾
三
人
内
女
五
人男

三
百
八
拾
壱
人

都
合
人
数
七
百
六
人
内

女
三
百
弐
拾
五
人

文
政
六
年
未
三
月
宗
旨
御
改
ニ
付
、
当
浦
宗
旨
帳

ニ
書
載
申
人
数
也

右
帳
面
少
茂
相
違
無
御
座
件
、
此
外
壱
人
茂
隠
置

不
申
候
、
若
相
違
之
儀
珍
有
之
ハ
、
私
共
曲
事
可

被
仰
付
円
、
為
後
日
奥
書
仕
上
処
知
件

西
浦
庄
屋
間
次

野
北
浦
庄
屋
与
三
郎

文
政
六
年
三
月

西
浦
庄
屋

同商
j甫
組
頭

長
三
郎

弥
助
九
平

8

「
嘉
永
二
年
西
浦

御
用
状
野
北
浦
開
通

酉
正
月

」

一
御
聞
次
触
文
壱
通

一
受
所
水
夫
口
銭
取
立
帳
一
冊

一
諸
割
銭
取
立
帳
壱
冊

〆
三
通
正
月
十
一
日

外
ニ

玄
界
御
定
番
み
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
下
浦
急
触
壱
通

正
月
十
二
日

一
玄
界
両
御
定
番
必
姫
嶋
両
御
定
番
江
弐
通

〆
三
通
正
月
十
三
日

一
下
浦
触
弐
通

一
大
庄
屋
間
次
冷
触
文
三
通

〆
五
通
正
月
十
四
日
酉
刻

一
御
用
帳
弐
通

一
大
庄
屋
殿
触
文
壱
通

一
小
使

A
岐
志
向
役
へ
壱
通

〆
四
日
正
月
廿
一
日

一
御
関
次
冷
触
文
弐
通

一
御
同
人
々
船
越
同
役
井
来
助
殿
へ
弐
通

一
御
同
人

d
岐
志
向
役
・
新
町
同
役
へ
壱
通

一
玄
界
御
定
番
必
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

〆
六
通
正
月
廿
四
日

一
流
人
糠
米
箱
、
御
改
所
ム
均
一
ツ

一
演
回
五
郎
左
衛
門
様
へ
、
演
田
勘
兵
衛
・
漬
岡
市

太
夫
様
へ
弐
通

一
野
村
才
之
佐
様
々
桑
野
喜
右
衛
門
様
へ
壱
通

一
山
下
弥
兵
太
様
み
姫
嶋
御
加
子
甚
市
へ
壱
通

一
古
川
武
蔵
様
，
S
野
北
定
平
へ
壱
通

一
養
育
方

d
野
北
同
役
へ
壱
通

〆
七
日
正
月
廿
五
日

一
下
浦
漂
流
船
触
壱
通

一
清
竜
院
み
桑
野
喜
右
衛
門
様
へ
壱
通

一
占
部
文
六
様
，
S
漬
田
五
郎
左
衛
門
様
へ
壱
通

一
横
浜
同
役
ゐ
岐
志
向
役
へ
壱
通

一
手
元
々
船
越
同
役
へ
壱
通

〆
五
通
二
月
四
日
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一
大
庄
屋
聞
次
冷
触
文
壱
通

一
御
同
人

d
御
手
元
江
壱
通

〆
弐
通
二
月
六
日

一
大
庄
屋
聞
次
d
取
立
帳
弐
通
触
文
共

一
大
庄
屋
御
聞
次
冷
触
文
五
通

一
御
同
人
，
5
姫
鳴
同
役
へ
壱
通

〆
八
通
二
月
十
日

一
玄
界
御
定
番
江
姫
嶋
御
定
番
み
壱
通
、

，S
同
嶋
同
役
へ
壱
通

〆
弐
通
二
月
十
日
野
北
d
送

一
下
浦
触
弐
通

一
御
聞
次

A
久
家
同
役
へ
壱
通

〆
三
通
二
月
十
三
日
未
刻

一
大
庄
屋
間
次
，
S
急
触
文
壱
通

一
同
人
，
S
岐
志
市
次
郎
へ
壱
通

〆
弐
通
二
月
十
四
日

一
玄
界
両
御
定
番

A
姫
嶋
両
御
定
番
へ
弐
通

〆
二
月
十
五
日

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

一
関
次
冷
触
文
壱
通

一
玄
界
御
定
番
d
姫
嶋
御
定
番
江
壱
通

一
漬
崎
同
役
ぷ
触
文
壱
通

一
閥
次
d
岐
志
向
役
へ
壱
通

〆
五
通
二
月
廿
六
日
巳
刻

一
養
育
方
局
新
町
同
役
へ
壱
通

〆
二
月
廿
六
日

一
下
浦
漂
流
船
前
触
弐
通

一
唐
泊
・
西
浦
，
S
人
梯
入
弐
冊

〆
四
通
三
月
四
日

一
御
浦
役
所

8
下
浦
触
壱
通

壱
次
郎

一
小
田
様
ゑ
姫
鳴
御
定
番
江
壱
通

〆
弐
通
三
月
十
二
日

御
受
取
申
候
、
同
十
二
日

一
大
庄
屋
御
聞
次
ぷ
触
文
壱
通

一
玄
界
両
御
定
番
必
姫
嶋
爾
御
定
番
へ
壱
通

一
御
役
所
必
来
助
殿
へ
壱
通

一
同
所

d
姫
鳴
同
役
へ
壱
通

〆
四
通
三
月
十
七
日

一
水
夫
触
四
通

一
聞
次
冷
姫
嶋
同
役
へ
壱
通

一
喜
多
村
佐
市
殿

d
漬
回
氏
へ
壱
通

一
漬
岡
市
太
夫
様

d
右
御
同
人
へ
壱
通

〆
七
通
三
月
十
九
日

一
大
庄
屋
開
次
冷
触
文
壱
通

一
玄
界
御
定
番
必
姫
鳴
御
定
番
江
御
状
壱
通

一
養
育
方

d
姫
嶋
へ
壱
通

一
御
同
人
珍
御
手
元
へ
壱
通

一
御
問
次
，
S
御
手
元
へ
壱
通

一
御
同
人
，
S
岐
志
へ
壱
通

〆
六
通
三
月
廿
二
日

一
御
触
達
壱
通

一
一
触
文
弐
通

一
廻
文
壱
通

一
願
書
壱
通

〆
五
通
三
月
廿
五
日

一
下
浦
急
水
夫
触
壱
通

一
間
次
触
文
弐
通

一
玄
界
御
定
番
，
S
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
御
閥
次
冷
岐
志
向
役
へ
壱
通

一
残
嶋
，
S
岐
志
へ
壱
通

一
久
保
屋
儀
三
郎
后
久
家
組
頭
へ
壱
通

〆
七
通
三
月
廿
六
日

受
取

一
下
浦
触
壱
通

一
御
役
所

8
岐
志
へ
壱
通

A

占

H
M

一
漬
悶
五
郎
左
衛
門
様
へ
原
久
之
進
・
堀
尾
宗
十
郎
・

国
松
才
兵
衛
御
三
人

d
四
通

〆
六
通
三
月
廿
八
日

野
北
江
送
ル

一
小
田
正
左
衛
門
様
ゑ
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
玄
界
御
定
番
必
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

一
横
浜
同
役

d
岐
志
向
役
へ
壱
通

一
姪
浜
長
平
彦
七
A
n
御
手
元
へ
壱
通

〆
四
通
三
月
廿
九
日

外
ニ
弐
通
受
取

一
小
田
正
左
衛
門
様
泣
浜
田
様
へ
壱
通
、
同
壱
通
、

壱
通

一
御
郡
御
役
所

d
中
原
因
作
様
へ
壱
通

〆
四
遜
四
月
朔
日

一
下
浦
急
水
夫
触
壱
通

〆
四
月
三
日

一
養
育
方

d
触
文
壱
通

〆
四
月
四
日

一
大
庄
屋
聞
次
冷
触
文
四
通

一
抜
荷
書
物
壱
通

一
姪
浜
白
垣
友
次
郎
ぷ
漬
閏
五
郎
左
衛
門
様
へ
壱
通

〆
六
通
四
月
五
日

一
下
浦
触
壱
通

一
岡
本
権
之
丞
様

d
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

一
小
地
氏

d
久
家
組
頭
へ
壱
通

-10-



一
間
次
b
触
文
壱
通

一
御
同
人
'
"
の
姫
鳴
へ
壱
通

〆
五
通
四
月
七
日

一
手
元
b
養
育
方
へ
壱
通
井
開
次
江
弐
通
御
序
御

送
可
被
下
候
以
上
、
の
北

一
大
庄
屋
御
聞
次
冷
触
文
弐
通

一
御
同
人
ぷ
久
家
組
頭
江
壱
通

〆
三
通
四
月
九
日

一
下
浦
触
弐
通

一
御
問
次
生
御
手
元
へ
壱
通

《
車
血
}

一
御
同
人

S
岐
同
役
へ
壱
通

〆
四
通
四
月
九
日

外
ニ
急
水
夫
触
壱
通

一
玄
界
御
定
番
b
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

〆
四
月
十
日
申
刻

一
下
滞
水
夫
触
壱
通

〆
四
月
十
日
子
ノ
刻

一
水
夫
触
壱
通

一
下
浦
触
壱
通

一
間
次
6
岐
志
向
役
へ
壱
通

〆
三
通
四
月
十
一
日
未
ノ
刻

一
養
育
方
ゑ
新
町
久
家
へ
壱
通

一
御
同
人
8
姫
鳴
へ
壱
通

一
御
聞
次
冷
岐
志
江
壱
通

〆
三
通
四
月
十
二
日

一
御
開
次
・
5
触
文
壱
通

〆
四
月
h
h一日

一
下
浦
触
壱
通

一
郡
代
御
役
所

d
漬
回
五
郎
左
衛
門
様
へ

一
修
賢
院
8
桑
野
喜
右
衛
門
様
へ
壱
通

一
養
育
方
ゐ
御
手
元
へ
壱
通

〆
四
通
四
月
十
四
日

一
御
聞
次
，
S
触
文
弐
通

一
是
松
利
平
様
b
御
手
元
へ
壱
通

〆
三
通
四
月
十
七
日

一
下
浦
触
壱
通

一
御
聞
次
触
文
壱
通

一
同
人

A
御
手
元
・
姫
嶋
・
舟
越
へ
三
通

一
漬
回
成
之
進
み
同
嶋
五
郎
左
衛
門
様
へ
壱
通

〆
六
通
四
月
十
九
日

一
下
浦
急
触
壱
通

一
御
下
国
ニ
付
御
渡
海
立
水
夫
触
壱
通

一
娘
嶋
御
定
番
へ
小
国
庄
左
衛
門
様

8
壱
通

一
疋
田
様
d
演
回
様
へ
壱
通

一
御
郡
役
所
S
漬
田
様
へ
壱
通

一
御
郡
代
役
所
S
演
回
様
へ
壱
通

一
舟
越
庄
屋
利
左
衛
門
殿
へ
御
浦
役
所
小
使
栄
次
殿

ゑ
壱
通

一
新
町
角
蔵
殿
へ
本
鳴
次
郎
左
衛
門
様
b
壱
通

〆
八
通
四
月
廿
三
日

一
下
浦
蝕
宇
野
通
，、

一
小
使
栄
次
冷
久
家
同
役
へ
壱
通

一
古
川
武
蔵
殿
み
野
北
浦
定
番
へ
壱
通

〆
五
通
廿
五
日

一
久
家
同
役
江
閥
次
冷
壱
通

一
御
同
人
d
御
手
元
江
壱
通

一
玄
界
御
役

d
岐
志
江
壱
通

〆
三
通
四
月
廿
七
日

一
御
開
次
冷
久
家
同
役
へ
壱
通

一
御
同
人
ゐ
御
手
元
へ
壱
通

一
玄
界
，
S
岐
志
へ
壱
通

〆
三
通
四
月
廿
七
日
(
前
と
同
文
)

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

四
月
廿
八
日

一
下
浦
水
夫
触
三
通

一
下
浦
触
弐
通

〆
五
通
閏
四
月
朔
日

一
急
触
文
壱
通

一
閥
次
冷
新
町
同
役
井
船
越
同
役
へ
弐
通

〆
三
通
関
四
月
三
日

一
水
夫
触
壱
通

一
疋
同
様
d
姫
嶋
両
御
番
へ
壱
通

一
養
育
方
治
久
家
同
役
へ
壱
通

一
白
垣
友
次
郎
様
d
漬
岡
様
へ
壱
通

一
玄
界

b
岐
志
へ
壱
通

〆
六
通
関
四
月
五
日

一
玄
界
御
定
番
様

b
姫
嶋
御
定
番
様
江

〆
壱
通
四
月
七
日

一
大
庄
屋
聞
次
必
触
文
弐
通

〆
閏
四
月
八
日

一
一
船
越

8
月
掛
壱
通

〆
野
北
右
送

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

一
水
野
貞
之
進
様
冷
姫
嶋
御
定
番
様
江
壱
通

〆
弐
通
閏
四
月
九
日

一
下
浦
触
壱
通

〆
間
四
月
十
日

一
関
次
冷
触
文
壱
通

〆
間
四
月
十
三
日

一
御
聞
次
b
御
手
元
へ
壱
通

唱
E
A

唱
E
A



〆
閏
四
月
十
三
日

一
今
津

d
去
秋
口
口
所
割
合
取
立
帳
廻
文
共

一
弘

2
茜
浦
迄
割
合
銭
七
封

一
御
役
所
，
S
久
家
へ
壱
通

〆
九
通
間
四
月
十
六
日

一
大
庄
屋
間
次
触
A

マ
}

〆
壱
通
四
月
十
八
日

一
大
産
屋
井
聞
次
ゑ
触
文
三
通

一
水
野
貞
之
進
様
，
S
姫
鳴
御
定
番
江
壱
通

一
浦
野
権
之
助
様
み
桑
野
喜
右
衛
門
様
へ
壱
通

一
養
育
方
，
S
御
手
元
へ
壱
通

〆
六
通
関
四
月
廿
一
日

一
御
閥
次
d
触
文
壱
通

一
演
崎

d
取
立
帳
壱
冊

一
御
役
所
々
御
手
元
へ
壱
通

一
弐
封
宮
浦
・
西
浦
，
S
口
口
取
代

〆
五
通
関
四
月
廿
三
日

一
下
浦
触
壱
通

一
御
役
所
，
S
岐
志
同
役
へ
壱
通

一
水
野
貞
之
進
様
ぷ
姫
嶋
両
御
定
番
様
へ
壱
通

一
御
聞
次

d
御
手
元
井
来
助
殿
へ
弐
通

〆
五
通
四
月
廿
四
回

一
大
庄
屋
聞
次
冷
触
文
壱
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
A
A
姫
嶋
両
御
定
番
様
江
壱
通

一
永
井
吉
蔵
殿

d
姫
鳴
同
役
へ
壱
通

一
養
育
方
寸
岐
志
へ
壱
通

〆
四
通
関
四
月
廿
五
日
酉
上
ノ
刻

一
松
尾
儀
兵
太
様
ぷ
新
要
助
様
へ
壱
通

一
間
次
廻
文
壱
通

〆
弐
通
閏
四
月
廿
七
日

一
小
池
氏

d
秋
山
氏
へ
壱
通

〆
右
同
日

一
秋
山
・
久
野
両
氏

d
松
尾
左
御
氏
江
壱
通

〆
右
同
日
野
北
，
S
送

一
御
聞
次
，
S
触
文
壱
通

閏
四
月
廿
八
日

一
松
尾
御
氏
ゐ
秋
山
御
氏
へ
一
通

一
御
同
人
，
S
御
手
元
へ
壱
通

〆
二
通
閏
四
月
廿
八
日
成
ノ
刻

一
下
浦
漂
流
船
触
弐
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
ぷ
姫
嶋
両
御
定
番
へ
壱
通

一
仁
七
，
S
姫
嶋
庄
屋
へ
壱
通

〆
四
通
五
月
四
日

一
関
次
触
弐
通

一
養
育
方
ぷ
姫
嶋
へ
壱
通

〆

三

通

五

月

六

日

{

マ

マ

)

一
小
田
正
左
衛
門
様
，
S
漬
田
五
郎
右
衛
門
様
へ
壱
通

一
御
役
所
，
S
進
藤
知
八
様
へ
壱
通

一
関
次
，
S
版
文
壱
通

〆
三
通
五
月
八
日
巳
ノ
刻

途
中
ニ
而
丈
助
受
取
申
件
、
以
上

一
関
次
，
S
触
壱
通

一
同
人
み
岐
志
へ
壱
通

一
松
尾
御
氏
ゑ
秋
山
御
氏
へ
壱
通

〆
三
通
五
月
十
日

一
大
庄
屋
開
次
，
Z
触
文
壱
通

一
同
人

d
来
助
へ
壱
通

〆
弐
通
五
月
十
一
日

一
間
次

d
触
文
壱
通
、
同
人
々
岐
志
・
新
町
へ
二
通

〆
三
通
五
月
十
二
日

一
御
役
所
々
半
口
へ
壱
通

一
養
育
方
，
S
久
家
へ
壱
通

一
聞
次

d
新
町
へ
壱
通

〆
三
通
五
月
十
五
日

一
関
次
ぷ
触
文
壱
通

〆
五
月
廿
二
日

一
御
浦
役
所
，
S
非
常
立
前
触
壱
通

一
姫
嶋
御
定
番
様
江
玄
界
御
定
番
様
み
壱
通

〆
弐
通
五
月
廿
五
日
午
刻

外
き
し
役
場
江
口
口
方
，
S
壱
通

一
下
浦
急
触
壱
通

一
御
浦
役
所
A
h

野
北
同
役
江
壱
通

一
一
船
越
浦
同
役
江
御
浦
方
小
使
栄
次
殿
，
S
壱
通

一
嶋
津
村
庄
屋
次
右
衛
門
殿
ぷ
姫
嶋
同
役
江
壱
通

〆
四
通
五
月
廿
六
日

一
急
触
壱
通
，

n間
次
・
8

一
姫
鳴
御
定
番
様
江
玄
界
御
定
番
様
，
S
壱
通

一
舟
越
同
役
江
宮
浦
々
壱
通

一
御
手
元
江
受
所
手
一
冗
Ln
弐
通

〆
五
通
五
月
廿
ガ
ド

一
下
浦
触
壱
通

一
今
津
ぷ
廻
文
壱
通

一
浜
崎
み
大
庄
屋
元
へ
壱
通

一
桑
野
喜
左
衛
門
様
み
浜
田
五
郎
左
衛
門
様
へ
壱
通

〆
四
通
五
月
廿
八
日

一
下
浦
漂
流
触
弐
通

一
宮
浦
問
次
冷
き
し
・
姫
嶋
江
弐
通

一
桑
の
喜
右
衛
門
様
b
漬
同
様
江
壱
通

一
漬
田
様
江
疋
田
様
d
壱
通

一
演
田
様
江
秋
山
・
進
藤
様
み
壱
通
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一
喜
太
夫
様
ぷ
御
同
人
様
江
壱
通

一
玄
界
d
姫
鳴
弥
七
江
切
手
入
壱
通

〆
九
通
五
月
晦
日

一
間
次
ゑ
岐
志
向
役
へ
壱
通

〆
六
月
口
日
子
ノ
刻

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

一
聞
次
，
S
岐
志
へ
普
通

〆
三
通
六
月
四
日

一
御
役
所
ゑ
御
手
元
へ
壱
通

一
西
浦
村
嘉
蔵
社
船
越
同
役
へ
一
通

御
使
イ
口
ク
可
被
下
候

〆
弐
通
六
月
九
日

一
間
次
冷
触
文
壱
通

一
御
同
人
ふ
岐
志
・
新
町
江
壱
通

〆
弐
通
六
月
廿
一
日

一
水
野
様
A
A
姫
嶋
御
定
番
様
江
壱
通

一
間
次

d
取
立
ち
↓
一
冊

〆
二
口
六
月
十
一
日

一
関
次
ぷ
触
文
壱
通

〆
六
月
十
四
日

一
大
庄
屋
安
十
郎
殿
ぷ
聞
次
定
右
衛
門
殿
へ
壱
通

〆
六
月
十
八
日

一
大
座
屋
安
十
郎
殿
冷
同
次
定
右
衛
門
殿
へ
壱
通

〆
六
月
十
九
日
申
刻

一
姫
嶋
御
定
番
江
玄
界
御
定
番
，
S
壱
通

〆
六
月
十
九
日

一
聞
次
冷
触
文
壱
通

一
御
同
人
み
触
文
壱
通

一
御
同
人
，
S
御
手
元
へ
壱
通

〆
三
通
六
月
廿
八
日

一
御
越
座
立
触
文
壱
通

一
弐
番
立
触
壱
通

一
下
浦
触
壱
通

一
下
浦
漂
流
船
触
壱
通

〆
四
通
六
月
廿
九
日

一
御
越
座
立
甚
急
水
夫
触
壱
通

一
御
達
壱
通

一
市
次
郎
殿

d
組
頭
口
次
へ
壱
通

一
疋
田
御
氏
，
S
姫
嶋
御
定
番
へ
一
通

〆
四
通
七
月
二
日

一
間
次
触
壱
通

七
月
六
日

一
下
浦
触
壱
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
ゑ
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

〆
弐
通
七
月
十
四
日

一
御
役
所
ゐ
御
手
元
へ
壱
通

一
御
開
次
冷
岐
志
向
役
へ
壱
通

一
御
同
人
，
S
触
文
壱
通

〆
三
通
七
月
口
日

牟
内

一
下
浦
漂
流
船
触
壱
通

一
玄
界
ゐ
岐
志
へ
壱
通

〆
三
通
八
月
三
日

一
御
開
次
冷
触
文
三
通

一
御
同
人
ゑ
舟
越
へ
壱
通
弁
岐
志
へ
壱
通

一
玄
界
民
平
，
S
岐
志
江
壱
通

〆
六
通
(
日
付
な
し
)

一
下
浦
急
触
壱
通

一
徳
安
順
平
様
・
8
来
助
へ
壱
通

〆
弐
通
八
月
十
五
日
成
刻

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

〆
八
月
十
七
日

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

一
聞
次
触
文
壱
通

〆
二
通
八
月
廿
二
日

一
下
浦
触
弐
通

一
御
聞
次
触
文
壱
通

一
御
同
人
み
岐
志
向
役
江
一
通

〆
四
通
八
月
廿
四
日

一
下
浦
水
夫
触
壱
通

一
養
育
方
h
久
家
同
役
へ
壱
通

〆
三
通
八
月
廿
六
日

一
下
浦
触
三
通

一
小
池
忠
蔵
様
ゐ
御
手
元
へ
一
通

〆
四
通
九
月
二
日

一
玄
海
御
定
番
，
S
姫
島
御
定
番
へ
壱
通

A
H肱
)

〆
九
月
四
午
刻

一
間
次
冷
の
北
・
き
し
・
新
町
江
三
通

一
御
郡
役
所
，
S
姫
鳴
御
定
番
様
江
壱
通

一
漬
回
様
ゐ
溝
部
殿
い
れ
千
通

〆
五
日
九
月
八
日
申
下
刻

一
間
次
触
文
壱
通

〆
九
月
十
日

一
姫
嶋
御
定
番
様
ぷ
御
郡
御
役
所
へ
御
状
壱
通

〆
右
同
日
巳
刻
野
北
み
送

一
下
浦
触
二
通

一
玄
界
御
定
番
ぷ
姫
嶋
御
同
勤
へ
一
通

一
演
目
五
郎
左
衛
門
様
々
辛
烏
喜
太
夫
様
江
壱
通

一
白
指
一
助
士
ロ
，
S
演
五
郎
左
衛
門
様
江
壱
通

一
横
漬
同
役

d
岐
志
向
役
へ
三
通

〆
六
通
九
月
十
三
日
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一
御
聞
次
み
触
壱
通

一
御
役
所
8
姫
鳴
流
入
額
米
箱
壱
ツ

〆
弐
口
九
月
十
五
日
巳
刻

一
下
浦
触
壱
通

一
古
川
源
七
様
み
姫
鳴
御
定
番
江
壱
通

〆
弐
通
九
月
十
八
日

一
間
次
触
文
壱
通

〆
九
月
廿
三
日
申
上
刻

一
御
聞
次
冷
廻
文
壱
通
、
葬
触
達
一
札

一
玄
界
御
定
番
5
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

〆
三
通
九
月
廿
六
日

一
下
浦
漂
流
船
触
弐
通

一
下
浦
触
壱
通

一
間
次
触
壱
通

一
御
役
所
A
A
船
越
来
助
へ
壱
通

一
伊
崎
庄
屋

d
姫
鳴
へ
岐
志
向
役
へ
壱
通

一
玄
界
同
役

d
岐
志
向
役
へ
壱
通

一
東
口
弥
平
，
S
姫
嶋
熊
蔵
へ
壱
通

〆
八
通
十
月
朔
日
卯
ノ
刻

一
御
郡
役
所
，
S
姫
鳴
御
定
番
様
へ
壱
通

一
養
育
方

b
触
文
壱
通

〆
弐
通
十
月
三
日

一
玄
界
御
定
番
ゐ
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
同
鳴
同
役
8
岐
志
・
久
家
へ
壱
通

〆
弐
通

合
四
通
叶
月
五
日

一
聞
次
触
文
壱
通

一
御
同
人

h
新
町
同
役
へ
壱
通

一
御
同
人
み
来
助
殿
へ
壱
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
，
S
漬
田
五
郎
左
衛
門
様
へ
壱
通

〆
五
通
十
月
六
日

一
漬
田
様
ぷ
疋
田
様
へ
壱
通

〆

野

北

h
送
ル

同
日

一
御
浦
役
所
，
S
岐
志
向
役
江
壱
通

一
間
次
冷
触
文
壱
通

一
御
浦
役
所

d
姫
嶋
同
役
江
壱
通

〆
三
通
十
月
七
日

一
玄
界
御
定
寄
5
姫
嶋
御
定
番
江
壱
通

〆
十
月
十
日

一
御
開
次
触
文
弐
通

一
御
同
人
み
岐
志
向
役
へ
壱
通

〆
三
通
十
月
十
一
日

一
小
田
様
・
水
野
様
江
姫
嶋
御
定
番
b
壱
通

〆
十
月
十
一
日

一
御
開
次
触
文
弐
通

一
御
同
人
'
S
姫
嶋
へ
壱
通

一
御
役
所
ぷ
船
越
来
助
殿
へ
壱
通

〆
四
通
十
月
十
九
日

一
御
聞
次

8
触
文
壱
通

一
御
郡
御
役
所
・
8
桑
野
様
へ
一
通

一
玄
界
御
定
番
ム
h
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
小
池
忠
蔵
様
々
御
手
元
へ
壱
通

〆
四
通
十
月
廿
三
日
申
刻

一
御
開
次
触
文
壱
通
弁
取
立
帳
一
冊

〆
二
口
十
月
廿
五
日

一
下
浦
触
弐
通

一
水
野
様
8
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

〆
三
通
十
月
廿
七
日

一
一
御
開
次
触
文
壱
通

〆
十
月
廿
八
日

一
下
浦
壱
通

〆
十
月
廿
九
日
巳
刻

一
下
浦
触
六
通

一
御
役
所
，
S
岐
士
山
へ
二
通

一
御
役
所
姫
嶋
へ
壱
通

一
玄
界
御
定
番
，
S
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

〆
拾
通
十
一
月
三
日
成
刻

一
水
野
様
・
小
田
様
江
姫
し
ま
御
定
番
后
御
状
壱
通

〆

野

北

b
送

一
聞
次
触
文
壱
通

一
御
郡
役
所

b
桑
野
様
壱
通

一
修
賢
院
み
御
同
口
へ
壱
通

〆
三
通
十
一
月
十
一
日
未
ノ
下
刻

一
下
浦
触
壱
通

一
養
育
方

d
触
文
壱
通

二
否
日
役
所
，
S
御
手
元
へ
壱
通

一
民
平
ぷ
茂
十
へ
壱
通

〆
四
通
十
一
月
十
二
日

一
下
浦
触
壱
通

一
聞
次
触
弐
通

一
御
役
所
み
久
家
へ
壱
通

一
玄
界
御
定
番

d
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

一
白
垣

A
積
田
氏
へ
壱
通

〆
六
通
十
一
月
十
九
日

一
下
浦
触
壱
通

一
御
開
次
文
壱
通

一
藤
田
弥
三
郎
・
千
代
平
右
衛
門
殿
ぷ
弐
通

〆
四
通
十
一
月
廿
二
日

一
下
浦
触
壱
通
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一
水
野
貞
之
進
様
d
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
御
役
所
，
S
岐
志
向
役
江
壱
通

一
い
き
ゑ
1
8
き
し
へ
壱
通

一
御
聞
次
・
唐
泊
み
御
手
元
江
二
通

一
御
聞
次
d
新
町
へ
壱
通

一
玄
界
ゑ
岐
志
へ
壱
通

〆
八
通

一
姫
嶋
御
定
番
冷
水
野
様
へ
御
状
壱
通

〆
十
一
月
廿
五
日

一
間
次
冷
触
文
弐
通

一
御
同
人
ゑ
御
手
元
へ
壱
通
井
岐
志
へ
壱
通
弁
辺
国

へ
壱
通

〆
五
通

十
二
月
朔
日

大
助
受
取
申
候

一
浜
田
様
5
玄
界
御
定
番
へ
壱
通
、

へ
壱
通
、
手
元
治
問
次
へ
壱
通

〆
三
通
十
二
月
一
日
野
北
d
送

一
下
浦
触
弐
通

一
御
開
次
触
文
壱
通

一
御
郡
役
所
ゐ
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

一
溝
部
勘
助
様
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
上
回
鎌
蔵
様
み
岐
士
山
へ
壱
通

一
九
品
院
御
守
井
廻
文
添

〆
七
日
十
二
月
五
日

一
下
浦
触
弐
通

一
養
育
方
冷
岐
志
へ
弐
通

一
御
開
次

A
岐
志
・
新
町
へ
弐
通

〆
六
通
十
二
月
六
日

七
通
受
取

一
急
触
文
弐
通

き
し
ゑ
民
平
殿

一
御
達
書
壱
通

一
御
役
所
4
御
手
元
へ
弐
通

一
玄
界
御
定
番
，
S
姫
鳴
御
定
番
へ
壱
通

一
御
郡
役
所
，
S
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
御
役
所
d
姫
鳴
へ
壱
通

〆
八
通
十
二
月
九
日

外
ニ

一
玄
界
ゐ
浜
田
五
郎
左
衛
門
様
へ
平
袋
壱
ツ
井
新
町
・

船
越
へ
壱
通

一
大
庄
屋
聞
次
触
文
三
通

一
御
役
所
ぷ
岐
志
へ
壱
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
d
姫
嶋
御
定
番
江
壱
通

一
詰
庄
屋
藤
蔵
殿
ゐ
廻
文
壱
通

一
姪
浜
庄
屋
み
辺
国
江
壱
通

〆
五
通
十
二
月
十
二
日

一
御
聞
次
d
御
手
元
へ
壱
通

一
浜
崎
d
御
手
元
へ
壱
通

一
新
町

A
野
北
へ
壱
通

〆
三
通
十
二
月
十
四
日

一
大
庄
屋
間
次
触
文
四
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
d
姫
鳴
御
定
番
所
江
壱
通

一
玄
界
御
定
番
み
姫
嶋
御
定
番
江
壱
通

一
詰
庄
屋
来
助
殿
み
姫
鳴
同
役
江
壱
通

一
詰
方
甚
作
殿
An
野
北
同
役
江
壱
通

一
詰
庄
屋
来
助
殿

d
野
北
同
役
江
壱
通

〆
九
通
十
二
月
十
五
日

一
浜
田
様
d
玄
界
御
定
番
へ
御
状
壱
通
、
右
同
日
野

北
ぷ
送

外
ニ
手
元

b
貴
所
へ
壱
通
、
右
ハ
御
役
所
状
入

一
小
田
正
左
衛
門
様

A
姫
嶋
御
定
番
様
へ
壱
通

〆
十
二
月
十
七
日

一
御
聞
次
触
文
弐
通

一
小
田
正
左
衛
門
様
，
S
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
御
同
人
ゐ
姫
嶋
同
役
へ
壱
通

〆
四
通
十
二
月
十
八
日

一
小
田
正
左
衛
門
様
ゑ
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
玄
界
御
定
雫
議
鳴
御
同
勤
様
へ
壱
通

一
御
聞
次
冷
御
手
元
へ
壱
通

一
御
役
所
d
流
入
痕
米
箱
一
ツ

〆
四
通
十
二
月
廿
二
日

一
長
崎
四
番
水
夫
触
弐
通

一
間
次
触
文
壱
通

一
玄
界
御
定
番
衆
，
S
姫
嶋
御
定
番
様
江
壱
通

〆
四
通

A
ロ
八
通
十
二
月
廿
二
日

一
間
次
急
触
壱
通

一
下
浦
触
壱
通

〆
弐
通
十
二
月
廿
二
日

一
下
浦
触
壱
通

〆
十
二
月
廿
四
日

一
下
繍
漂
船
触
弐
通

一
壱
州
吉
富
養
恵
・
8
庄
屋
元
右
衛
門
へ
壱
通

〆
三
通
十
二
月
世
日

一
御
聞
次
急
触
文
弐
通

一
玄
界
御
定
番

A
姫
嶋
御
定
番
へ
壱
通

一
嶋
津
村
庄
屋
次
右
衛
門
，
S
姫
鳴
同
役
へ
壱
通

〆
四
通
正
月
二
日

一
大
庄
屋
商
人
b
急
触
文
壱
通

zu 
唱・・・



〆
正
月
三
日
成
刻

一
大
庄
屋
殿

d
急
触
文
壱
通

〆
正
月
四
日
未
刻

一
大
庄
屋
刻
付
触
文
壱
通

正
月
五
日

一
御
聞
次
触
文
壱
通

〆
正
月
十
日

一
姫
鳴
御
定
番
8
小
田
様
・
水
野
様
江
御
状
壱
通

〆
正
月
十
日

《
虫
〈
い
-

M
「
口
口
上
ル
書
物
之
事
」

【
問
門
山
】
私
火
元
ニ
付
、
類
火
之
百
姓
衆
中
丘
四
儀
之

段
、
為
私
と
何
共
申
分
ケ
可
仕
申
上
様
無
御
座
師
、

就
夫
、
今
度
御
公
儀
様
An
御
追
放
被
為
仰
付
筈
ニ

相
究
居
申
件
ー
処
ニ
、
各
様
逮
而
御
理
り
被
仰
上
M
W

ニ
付
、
御
聞
届
被
為
遊
M

仰
而
当
浦
へ
御
帰
シ
被
下

怜
段
、
別
而
難
有
奉
存
上
件
事

一
此
巳
後
、
御
公
用
一
切
弁
指
元

8
何
事
申
来
件
共

違
背
不
申
、
早
速
御
勤
可
申
上
件
、
尤
浦
中
不
依

何
事
公
私
之
御
相
談
之
節
、
指
出
一
言
之
儀
申
閑

敷
凶
事

一
此
以
後
、
百
姓
中
江
対
シ
口
論
ケ
閑
敷
儀
仕
外
者

即
刻
御
浦
奉
行
様
被
仰
申
上
、
私
儀
ハ
不
及
申
ニ

親
兄
弟
迄
い
ケ
鉢
之
曲
事
ニ
茂
可
被
仰
付
門
事

西
浦
孫
次
郎

宝
永
六
年
八
月
十
六
日
弁
指

武
右
衛
門
殿

惣
吉
殿

新
五
郎
殿

庄
五
郎
殿

右
孫
次
郎
儀
、
今
度
御
追
放
被
為
仰
付
筈
ニ
御
座

M
H
処
-
一
、
私
共
段
々
御
理
り
申
上
仲
通
御
聞
届
被

為
遊
付
、
偏
難
有
奉
存
上
件
、
此
以
後
孫
次
郎
儀

出
入
ケ
間
鋪
儀
仕
出
シ
申
件
者
、
彼
者
之
儀
ハ
不

申
上
ル
ニ
私
共
越
度
ニ
可
被
仰
付
件
、
為
後
日
知

件同
年
同
日

西
浦
弁
指武
右
衛
門

同
浦
頭
百
姓
惣
吉

同

新
五
郎

山
崎
新
六
様

谷
坂
兵
蔵
様

同

庄
五
郎

~Il 

日
「
乍
恐
西
浦
ゐ
奉
願
口
状
之
覚
」

此
閑
唐
泊
浦
鯛
網
西
浦
前
江
押
出
、
法
外
成
網
之

漕
様
仕
件
ニ
付
、
唐
泊
庄
屋
太
郎
次
方
へ
其
浦
鯛

あ
ミ
引
下
ケ
網
漕
せ
申
外
様
ニ
度
々
申
出
川
慮
、

唐
泊
抱
之
網
代
美
浦

b
相
障
り
口
申
口
得
其
上
不

申
坐
返
答
被
致
怜
ニ
付
、
綱
引
揚
さ
せ
申
件
、
唐

泊
浦
ぷ
即
刻
御
役
所
へ
申
出
川
ニ
付
私
共
被
召
出

網
引
揚
M
H
申
分
仕
怜
様
ニ
被
仰
付
件
、
西
浦
大
切

成
目
当
之
網
代
之
儀
ニ
御
座
師
、
以
前
も
唐
泊
網

水
崎
d
沖
へ
漕
せ
申
儀
相
成
不
申
怜
慮
宮
浦
先
触

口
五
次
郎
二
三
月
之
間
引
せ
申
様
ニ
と
達
而
手
ヲ

入
被
申
ニ
付
、
触
ロ
ニ
対
シ
引
せ
置
は
刊
慮
ニ
、
只

今
ニ
至
唐
泊
抱
之
網
代
と
申
ニ
付
網
引
せ
不
申
川

西
浦
右
之
場
所
ヲ
以
渡
世
仕
、
万
端
御
公
用
相
勤

申
儀
ニ
御
座
件
、
此
節
当
浦
網
代
御
霊
文
之
写
指

上
申
件
、
御
詮
儀
被
為
遂
可
被
下
件
、
偏
ニ
奉
願

上
件
、
以
上

元
文
弐
年
二
月

御
浦
方
御
役
所

西
浦
庄
屋

同
頭
百
姓

同同

武
三
郎

市
五
郎

弥
右
衛
門

次
平
太

日
「
乍
恐
再
応
御
願
申
上
ル
口
上
之
覚
」

一
連
々
当
鳴
d
御
願
申
上
川
鰯
網
之
儀
、
惣
浦
中
江

被
加
御
詮
儀
件
処
、
小
呂
嶋
江
鰯
網
願
之
通
被
仰

付
被
下
仲
而
は
脇
浦
之
渡
世
ニ
相
障
件
問
、
同
所

江
鰯
網
御
免
不
被
為
下
様
ニ
と
惣
浦
連
判
ヲ
以
御

願
申
上
怜
通
、
右
願
書
御
波
被
成
作
ニ
付
J

当
嶋

人
中
江
読
聞
セ
怜
処
、
脇
浦
之
願
之
趣
茂
口
志
次

第
ニ
奉
存
怜
ニ
付
、
鰯
網
再
三
御
願
申
上
件
儀
恐

多
奉
存
上
M
H
得
共
、
小
呂
嶋
江
古
来
ゐ
被
仰
付
置

M
H
訳
乍
樟
左
ニ
一
通
り
申
上
川

一
正
保
元
年
、
小
呂
鳴
江
住
居
百
性
御
差
波
被
成
ニ

付
、
方
角
之
儀
故
西
浦
百
性
之
内
ゐ
罷
越
開
仕
件

様
ニ
美
作
様
御
先
祖
三
左
衛
門
様
御
屋
鋪
ニ
而
被

仰
付
御
座
へ
共
、
至
而
小
目
鳴
遠
海
芳
住
居
無

覚
束
、
何
分
御
請
申
上
ル
者
決
而
鉱
山
御
座
、
御
下

知
相
背
外
様
ニ
而
其
節
西
浦
庄
屋
組
頭
甚
奉
恐
入
、

無
余
儀
庄
屋
一
族
申
合
、
百
性
株
庄
屋
共
ニ
五
軒

小
呂
鳴
ニ
相
波
、
住
居
可
仕
旨
、
追
而
御
請
申
上

-16一



件
処
、
早
速
御
浦
奉
行
様
被
召
連
三
左
衛
門
様
御

屋
敷
江
罷
出
、
右
御
請
申
上
件
、
其
後
御
呼
出
之

上
、
百
性
五
人
住
居
甚
難
渋
成
所
柄
ニ
円
得
共
、

御
下
知
相
背
、
彼
嶋
江
引
越
居
住
可
仕
上
る
御
請

申
上
川
設
神
妙
ニ
被
思
召
上
件
、
同
嶋
ハ
遠
海
之

上
波
湊
第
一
之
所
柄
と
兼
而
被
聞
召
上
川
ニ
付
、

水
夫
其
外
浦
並
之
公
役
を
も
永
々
御
免
被
仰
付
井

五
里
四
方
之
海
自
由
ニ
被
仰
付
内
問
、
相
渡
り
勝

手
次
第
ニ
魚
漁
仕
、
何
卒
渡
世
有
付
取
統
帥
様
ニ

若
難
渋
之
儀
有
之
M

門
戸
小
唱
十
速
申
上
川
様
ニ
と
一
一
一

左
衛
門
様
御
屋
敷
於
為
口
御
家
老
中
様
御
浦
奉
行

様
御
同
座
-
一
而
三
左
衛
門
様
被
仰
渡
難
有
奉
畏
、

右
翌
年
正
保
二
年
五
月
初
ニ
妻
子
ネ
召
し
速
、
百

性
五
軒
罷
渡
り
、
追
々
可
成
渡
世
取
統
居
申
件
、

然
処
鰯
網
之
儀
脇
浦
々

d
相
陣
内
而
ハ
当
嶋
古
来

ぷ
結
構
被
仰
付
置
M
H
訳
、
此
節
惣
浦
ム
々
被
担
崩
凶

歎
之
様
ニ
而
、
先
規
之
次
第
隠
失
ニ
相
成
可
申
段

、
嶋
中
甚
難
儀
至
極
之
仕
合
奉
存
上
川
、
乍
惇
此

段
被
聞
召
合
、
右
錫
網
之
儀
脇
浦
'
"
の
不
相
構
様
ニ

被
仰
付
被
為
下
怜
ハ
‘
難
有
奉
存
上
件
、
右
重
畳

奉

願

上

件

以

上

寛
政
三
年
亥
六
月

小
呂
嶋
庄
屋新
吉

組
頭喜
兵
衛

組
頭伝
吉

百
性
中

同同同

姪
浜
浦
大
庄
屋
貞
六
殿

日
「
西
浦
頭
取
中
百
姓
中
御
受
合
申
上
ル
事
」

一
下
浦
中
仕
組
講
当
冬
会
坐
之
分
、
当
浦
庄
屋
武
三

郎
殿
江
御
貰
受
被
下
恭
奉
存
師
、
只
今
迄
浦
中
止

月
算
用
帳
ニ
加
江
切
立
ヲ
以
当
九
番
坐
迄
掛
出
作

銭
高
〆
壱
百
七
拾
五
匁
七
分
六
厘
御
座
川
分
ハ
浦

中
江
請
取
、
宮
浦
定
右
衛
門
殿
冷
去
ル
子
年
北
国

米
借
受
被
下
川
代
銭
之
内
ニ
梯
込
申
度
川
、
相
残

ル
分
ハ
庄
屋
武
三
郎
殿
取
当
り
ニ
而
来
酉
ノ
春
当

り，
S
講
終
迄
一
ヶ
年
ニ
銭
三
百
目
宛
り
両
度
ニ
同

人
手
元
ぷ
掛
出
可
申
円
、
左
門
得
者
只
今
迄
浦
中

掛
出
前
之
銭
高
請
取
差
引
相
済
件
而
月
算
用
銭
ニ

も
除
り
安
心
仕
ル
儀
ニ
御
座
件
、
去
冬
ぷ
不
幸
続

キ
之
上
当
八
月
ぷ
大
病
ニ
而
家
内
取
統
難
渋
之
趣

被
関
召
、
右
之
講
此
節
同
人
江
取
当
リ
ニ
被
仰
付

件
儀
、
御
心
配
之
頭
取
中
ハ
不
申
及
、
百
姓
中
ニ

到
迄
難
有
奉
存
件
、
自
然
同
人
，
S
此
先
掛
出
難
相

成
節
ハ
浦
中
ぷ
急
度
掛
出
門
様
可
仕
件
、
為
後
年

仰
而
請
合
讃
文
知
件

西
浦
頭
取

寛

政

十

二

年

申

十

一

月

市

五

郎

印

同

博

右

衛

門

印

同

篠

十

印

同

利

左

衛

門

印

岡

市

平

印

阿

弥

助

印
百

姓

中

印

右
下
浦
中
仕
組
議
、
当
浦
圧
屋
武
三
郎
殿
取
当
り

ニ
付
、
来
酉
ノ
春
，
S
掛
戻
シ
之
儀
、
頭
取
中
百
姓

中

d
前
書
之
通
相
違
無
御
座
川
己
上

同
浦
組
頭次
三
太

~n 

同

文

印

閏
年
十
一
月

姪
浜
浦
大
庄
屋
貞
六
殿

幻
「
乍
恐
申
上
口
上
之
覚
」

一
当
浦
助
七
と
申
者
、
此
節
弐
番
々
立
押
戻
水
夫
、

当
月
廿
八
日
差
出
け
慮
、
御
船
方
へ
御
引
波
之
節

言
語
ニ
酪
町
い
た
し
円
ニ
付
、
水
夫
才
料
井
請
所

ム
刀
も
段
々
御
申
間
せ
ニ
相
成
件
得
共
一
国
不
相
用

御
梶
取
衆
ニ
対
し
り
而
も
過
言
等
申
、
其
上
御
役

所
ニ
御
々
呼
出
シ
ニ
相
成
り
而
御
詮
儀
被
仰
付
師

段
、
御
遠
被
仰
付
、
甚
以
奉
恐
入
門
仕
合
ニ
御
座

件
、
右
ニ
付
、
助
七
不
玲
之
儀
段
々
相
札
怜
慮
、

其
日
ニ
相
か
ぎ
り
御
酒
ネ
呑
過
シ
前
後
不
相
覚
、

右
綜
之
過
言
申
け
儀
、
今
程
後
悔
仕
、
只
々
宜
敷

様
御
取
計
被
下
仲
様
呉
々
申
出
件
、
私
ニ
お
ゐ
て

も
是
迄
水
夫
役
ニ
差
出
シ
来
居
申
外
人
柄
ニ
御
座

件
得
者
、
此
節
も
差
出
申
M
H
慮
、
不
縛
相
は
た
ら

き
、
重
々
奉
恐
入
件
儀
ニ
御
座
件
、
右
助
七
不
蒋

之
儀
相
札
同
事
ニ
御
座
川
得
者
、
今
日
迄
延
引
仕

件
、
併
全
酪
町
之
儀
ニ
御
座
川
得
者
、
宜
敷
御
聞

済

被

為

下

け

様

、

偏

奉

願

上

円

以

上

西
浦
庄
屋
武
右
衛
門
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御
役
所

幻
「
請
A
ロ
申
一
札
之
事
」

一
貴
浦
市
助
殿
儀
江
是
迄
商
売
入
用
銭
取
替
用
達
居

件
、
然
者
此
節
仕
組
ニ
而
売
船
壱
般
仕
立
申
何
処

近
年
不
廻
り
ニ
付
、
字
出
銭
俵
差
支
、
御
拝
借
同

人
b
願
出
申
仲
間
、
自
然
返
上
納
之
節
ハ
下
拙
儀

弁
上
納
受
合
申
怜
慮
相
違
無
御
座
件
、
願
銀
高
御

定
法
之
通
り
五
ヶ
年
賦
ヲ
以
返
上
納
請
A
口
一
札
如

件
一
銭
三
貫
目
ハ頭
壱
割
利
加

〆
銀
三
貫
目

天
保
五
年
午
十
二
月

西
浦
座
屋
武
右
衛
門
殿

桜
井
村

商
浦
庄
屋

武
右
衛
門
殿

利
左
衛
門

新
町
浦
庄
屋
十
五
郎

犯
「
競
合
讃
札
之
古
又
」

一
金
五
拾
両
也
印

右
之
金
子
憶
ニ
受
取
申
件
、
然
上
ハ
岐
志
浦
源
次

郎
大
酒
造
免
札
鑑
札
共
三
枚
井
貴
殿
網
早
佑
詑
庖

共
明
晦
日
限
無
相
違
私
共
手
元
へ
引
戻
相
波
可
申

師
、
依
而
一
札
如
件

簾
五

~p 

成
十
二
月
晦
日

担
「
受
A
ロ
手
形
之
事
」

一
金
三
拾
両

右
ハ
岐
志
浦
庄
屋
市
次
郎
殿
借
用
金
指
支
ニ
相
成

申
怜
慮
相
違
無
御
座
師
、
右
金
引
当
急
場
相
調
不

申
怜
-
一
付
、
当
月
中
下
拙
手
元
ゐ
一
札
指
出
置
申

件
、
市
次
郎
殿
帰
宅
之
上
右
金
借
用
為
致
、
貴
殿

御
手
元
へ
無
間
違
此
手
形
引
替
ニ
相
渡
可
申
川
、

仮
而
一
札
如
件

久
家
浦
庄
屋
新
七

船
越
浦
庄
屋

西
浦
庄
屋武
右
衛
門
殿

~p 

久
家
浦
組
頭
文
五
郎

同
浦
庄
屋新
七

船
越
浦
庄
屋
利
左
衛
門
印

新
町
浦
庄
屋
十
五
郎

岐
志
浦
吟
味
役

半
次

印

-18-
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福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告

第
一
四
集

流
金
金
銅
印
小
考

一
九
九

O
年

三
月

ー
漢
貌
晋
代
官
印
の
材
質
を
め
ぐ
っ
て
|

て
は
じ
め
に

天
明
四

年
に
、
現
在
の
福
岡
市
東
区
志
賀
島
か
ら
出
土
し
た

「
漢
委
奴
圃
王
」
蛇
鉦
金
印
は
、
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
中
元
二
年
の
粂

「
春
正
月
東
夷
倭
奴
園
王
遺
使
奉
献
」
、
同
書
東
夷
伝
「
建
武
中
元
二
年
倭
奴
園

奉
貢
朝
賀
、
使
人
自
称
大
夫
、
倭
国
之
極
南
界
也
、
光
武
賜
以
印
綬
」
、
さ
ら
に

『
翰
苑
』
巻
三
十
の
倭
国
の
粂
「
中
元
之
際
、
紫
綬
之
栄
」
な
ど
の
記
事
か
ら
、

西
暦
五
七
年
に
後
漢
光
武
帝
か
ら
賜
与
さ
れ
た
金
印
紫
綬
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
『
貌
志
倭
人
伝
』
に
は
、
景
初
一
ニ
(
二
三
九
)
年
に

倭
の
女
王
卑
弥
呼
が
「
親
貌
倭
王
」
金
印
紫
綬
、
使
者
の
大
夫
難
升
米
が
「
率

善
中
郎
将
」
銀
印
青
綬
、
次
使
の
都
市
牛
利
が
「
率
善
枝
尉
」
銀
印
青
綬
を
仮

綬
さ
れ
、
さ
ら
に
正
始
四
(
二
四
四
)
年
に
は
、
大
夫
の
伊
声
者
や
披
邪
狗
ら
に

(
一
七
八
四
)

塩

勝

屋

利

「
率
普
中
郎
将
」
銀
印
青
綬
が
授
け
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
在

の
と
こ
ろ
、
日
本
の
古
代
国
家
形
成
期
の
一
世
紀
後
半
i
三
世
紀
前
半
に
、
中

国
の
王
朝
か
ら
印
綬
を
賜
与
さ
れ
た
例
は
、
金
印
紫
綬
が
二
例
、
銀
印
青
綬
が

四
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
印
綬
賜
与
の
制
度
は
、
皇
帝
を
項
点
と
す
る
中
央
集
権

国
家
体
制
の
古
代
中
国
王
朝
が
、
そ
の
支
配
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な

手
段
で
あ
り
、
漢
代
に
整
備
さ
れ
三
国
l
南
北
朝
時
代
に
も
継
承
さ
れ
た
制
度

で
あ
る
。
皇
帝
の
即
住
に
際
し
て
は
玉
璽
を
拝
授
す
る
こ
と
が
重
要
な
住
置
を

占
め
、
諸
侯
王
の
冊
封
、
爵
位
の
授
与
、
各
級
官
吏
や
軍
人
の
任
官
は
、
位
階

に
応
じ
た
印
画
寸
法
・
材
質
・
鉦
形
・
印
文
を
も
っ
印
章
と
、
色
則
さ
れ
た
綬

の
賜
与
が
必
ず
伴
な
っ
た
。
そ
れ
は
王
朝
を
構
成
す
る
内
臣
の
ほ
か
、
外
蕃
の

周
辺
異
民
族
国
家
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
丸
山
'
、
「
漢
委
奴
国
王
」
金
印
は
そ

- 19一



の
一
例
で
あ
る
。

従
来
、
中
国
古
代
の
印
章
(
綬
)
制
度
の
研
究
は
、
中
国
史
書
に
よ
る
文
献

を
中
心
と
す
る
研
究
と
と
も
に
、
出
土
印
や
伝
世
印
の
印
文
・
鑑
形
・
規
格
な

ど
の
面
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
と
く
に
漢
貌
晋
代
の
流
金
金
銅
印
を
中

心
に
と
り
上
げ
、
官
印
の
材
質
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一一、
文
献
に
よ
る
官
印
の
材
質
規
定

後
漢
初
期
に
衛
宏
が
著
わ
し
た
『
官
旧
儀
』
や
、
『
漢
書
』
・
『
後
漢
書
』
な

ど
の
文
献
に
よ
る
諸
侯
王
以
下
の
内
臣
に
授
与
さ
れ
た
漢
代
の
官
印
の
規
定
は

衰
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
競
晋
代
に
も
ほ
ぽ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

金
印
漢
代
の
内
臣
に
対
す
る
金
印
と
綬
の
規
定
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
.
諸
侯
王
の
印
綬
は
材
質
が
「
黄
金
」
、
綬
の
色
は
前
漢
代
が
盤
A

萌

黄
色
)
、
後
漢
の
あ
る
時
期
が
繍
朱
(
黒
昧
が
か
っ
た
赤
色
)
、
そ
し
て
建
武
元

(
二
五
)
年
に
は
線
(
萌
黄
色
)
に
復
さ
れ
て
い
る
。
鉦
形
は
前
漢
で
は
棄
駐

(
酪
肱
)
鉦
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
漢
で
は
亀
鉦
で
あ
る
。
印
文
末
尾
の
文
字

は
、
漢
代
を
通
じ
て
「
璽
」
と
な
っ
て
い
る
。

第
二

O
級
の
爵
住
で
あ
る
列
侯
は
、
材
質
が
「
黄
金
」
、
綬
の
色
は
紫
、
印

文
末
尾
の
文
字
は
「
印
」
、
鉦
形
は
亀
鉦
で
あ
る
。
丞
相
と
大
将
軍
も
材
質
は

「
黄
金
」
、
綬
の
色
は
紫
、
印
文
末
尾
の
文
字
が
「
章
」
、
鉦
形
は
亀
鉦
で
あ
る
。

第
一
九
級
の
爵
位
で
あ
る
関
内
侯
は
亀
鉦
金
印
紫
綬
、
太
尉
・
太
博
・
太
師
・

太
保
な
ど
の
官
職
が
金
印
紫
綬
、
前
・
後
・
左
・
右
の
各
将
軍
が
金
印
紫
綾
、

公
卿
も
金
印
紫
綬
と
な
っ
て
い
る
。

表
1
・
文
献
に
み
る
漢
代
官
印
の
使
用
例

銅 銀 金 キ印オ

~Jl 章 章 ? ? ? 章 ~Jl ~Jl 璽 末文

鼻 亀 ? ? ? ? 亀 亀 亀 亀霊
鐙
形

以ー

夫御大史

1} 将B 太太 大丞 関 ~IJ 諸
官

上 百 千 ヰ守 内 侯

石 石 9印 軍 保尉 軍相 侯 侯 王
爵

印千比ー秩比 綬青凡
神大夫史

7品、a、' 軍則
章、 丞相大 相丞国

某列徹侯
侯公金 建武 繍鉦、 徐庚目 璽、 侯玉諸 侯諸王

一石、一百ム 東 擁E皆、 ヰ軍事

震高侯紅建草ー一一t:I /、

i ji i 
石百六百石以石以百 千秩比 金印 言己

以石上
石

言紫綬
百寓侯

上、上
子及諸璽之 置

、銅鉦鼻印 皆銅

銀綬青印

秦因左 仮金印 文
侯 案聡鉦

之金将軍

重書喜z 
日

事
綬紫

~Jl 

理 i古i文皆銀
紫綬印 右将 文護 謂

日 章日 印 日 f専 日

漠旧 漠書 漠旧 漠書 漢書
観東書
漠主註 漢書 漠旧 漠書 f書漢愛 漠旧 漠書 5Z Ei 文|EE 百 F百

晶E 表 E 晶表 百官語表 F 百官事表
{ 局 { 局

霊紀帝9表y品E、、P ' 7品}、 輿雲 卿表 献
9表即

下i主
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表
2
・
漢
恕
晋
代
金
印
・
奮
金
銅
印
一
覧
(
出
土
印
)

30292827 262524232221 20 19 18 17 16 15 14 13 12 1110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

後後 後 目q
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後 削
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武永威伏警安委左長軟 晋鳥丸晋晋晋晋侯関中関中関内関内偏平東漢虞陵漢委期寧侯富寿浪王諸国右夫人行文帝
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表

3
.
漢
貌
晋
代
金
印
・
霊
金
銅
印
一
覧
(
伝
世
印
)

21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l No. 

後漢 後漢
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時
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王 文
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形
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長
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文
献
V

①
周
世
索
・
寸
長
沙
出
土
西
漢
印
章
及
其
有
関
問
題
研
究
」
『
考
古
』
一
九
七
八

ー
四
北
京
。

②
広
州
象
閥
漢
墓
発
掘
隊
「
西
漢
南
越
王
墓
発
掘
初
歩
報
告
」
『
考
古
』
一
九

八
四
|
三
北
京
。

③
美
恵
居
「
山
東
即
墨
発
現
漢
代
金
印
一
方
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
三
l

五
西
安
。

④
雲
南
省
博
物
館
『
雲
南
普
寧
石
事
山
古
墓
群
発
掘
報
告
』
一
九
五
九
北
京
。

⑤
中
国
歴
史
博
物
館
『
中
国
歴
史
教
学
参
考
図
集
』
上
一
九
八
三
北
京
。

⑥
張
志
議
中
・
王
富
安
「
河
南
西
華
発
現
一
枚
漢
代
金
印
」
『
文
物
』
一
九
八
七

ー
四
北
京
。

⑦
鐙
侃
「
寧
夏
固
原
県
出
土
文
物
」
『
文
物
』
一
九
七
八
l
一
二
北
京
。

@
「
挟
西
陽
平
関
修
築
宝
成
鉄
路
中
発
現
的
朔
寧
王
太
后
金
印
」
『
文
物
参
考

資
料
』
一
九
五
五
|
三
北
京
。

⑨
岡
崎
敬
「
漢
委
奴
園
王
金
印
の
測
定
」
『
史
淵
』
一
O
O
一
九
六
六
福
岡
。

⑬
南
京
博
物
院
「
江
蘇
邦
江
甘
泉
二
号
漢
墓
」
『
文
物
』
一
九
八
一
ー
ー
一
一

北
京
。

⑪
岡
崎
敬
「
新
た
に
発
見
さ
れ
た
，
廃
陵
王
璽
‘
に
つ
い
て
」
『
稲
・
舟
・
祭

|
松
本
信
虞
先
生
追
悼
論
文
集
|
』
一
九
八
二
東
京
。

@
中
華
五
千
年
文
物
集
刊
編
委
員
会
『
中
華
五
千
年
文
物
集
刊
璽
印
篇
』

一
九
八
五
台
北
。

⑬
李
既
陶
「
山
東
曙
一
県
発
現
平
東
将
軍
金
印
」
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
九

l
三
北
京
。

⑬
胡
人
朝
「
重
慶
市
博
物
館
征
集
一
方
亀
鉦
金
印
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八

四
ー
一
西
安
。

⑮
寧
克
「
河
北
青
竜
県
発
現
古
代
官
印
」
『
考
古
』
一
九
八
八
l
九
北
京
。

⑬
勝
県
博
物
館
「
山
東
勝
県
出
土
両
批
銅
印
」
『
考
古
』
一
九
八
O
l
六
北
京
。

⑪
李
芳
芝
「
泌
陽
県
出
土
一
方
関
内
侯
金
印
」
『
河
南
文
博
通
訊
』
一
九
八
O

ー
四
鄭
州
。

⑬
甘
粛
省
博
物
館
「
酒
泉
、
嘉
略
関
晋
墓
的
発
掘
」
『
文
物
』
一
九
七
九
l
六

北
京
。

⑬
陳
上
幌
「
雲
夢
県
発
現
。
関
内
侯
。
金
印
」
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
九

l
五
北
京
。

@
事
中
一

7
開
中
侯
u

金
印
在
長
沙
発
現
」
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
八

ー
三
北
京
。

@
李
蔚
然
「
南
京
出
土
開
中
侯
印
考
略
」
『
東
南
文
化
』
一
一
九
八
五
南

吉
小
。

@
賀
官
保
・
陳
長
安
「
格
陽
博
物
館
館
蔵
官
印
考
」
『
文
物
』
一
九
八
O
|
一

二
北
京
。

@
辞
英
群
「
晋
帰
義
完
侯
印
与
晋
帰
義
足
王
印
」
『
文
物
』
一
九
六
四
l
六

北
京
。

@
李
逸
友
「
内
蒙
古
出
土
古
代
官
印
的
新
資
料
」
『
文
物
』
一
九
六
一
l
九

北
京
。

@
r
加
藤
慈
雨
楼
『
有
郷
館
蔵
璽
印
精
華
官
印
篇
』
一
九
七
五
京
都
。

@
美
東
方

7
新
旬
奴
帰
義
王
e

金
印
」
『
文
物
』
一
九
八
八
1

六
北
京
。

@
羅
福
碩
『
秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』
一
九
八
七
北
京
。

@
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
『
特
設
展
図
録
「
漢
委
奴
図
王
」
金
印
展
|
金
印
発

見
二
百
年
|
』
一
九
八
四
福
岡
。

@
大
谷
大
学
『
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
中
国
古
印
図
録
』
一
九
六
回
京
都
。

@
加
藤
慈
雨
楼
『
漢
貌
晋
蕃
夷
印
葉
例
』
一
九
八
六
京
都
。

@
宋
永
祥
「
安
徽
郎
渓
出
土
一
方
伊
都
亭
侯
印
。
『
考
古
』
一
九
八
九
|
七

北
京
。
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こ
の
よ
う
に
文
献
の
規
定
か
ら
み
る
と
、
漢
代
の
金
印
に
は
、
黄
金
の
「
璽
」
・

「
印
」
・
「
章
」
、
金
の
「
印
」
と
い
う
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
窮
え
る
。

銀
印
御
史
大
夫
お
よ
び
秩
比
二
千
石
以
上
の
官
職
が
銀
印
青
綬
で
あ
り
、
鉦
形
は

亀
鑑
、
印
文
末
尾
の
文
字
が
「
章
」
と
な
っ
て
い
る
。
文
献
で
は
こ
れ
以
上
の

細
か
い
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。

銅
印
秩
比
六
百
石
以
上
が
銅
印
墨
綬
、
二
百
石
以
上
が
銅
印
黄
綬
で
、
鉦
形
は
鼻

鑑
、
印
文
末
尾
の
文
字
は
「
印
」
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
漢
代
官
印
の
文
献
よ
り
み
た
規
定
で
あ
る
が
、
実
際
の
出
土
印
で
こ

の
規
定
に
合
わ
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
と
く
に
材
質
に
つ
い
て
は
同
一
の

印
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
材
質
を
異
に
す
る
印
章
も
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
次
に
流
金
金
銅
印
を
中
心
に
そ
の
実
例
を
み
て
み
よ
う
。

三
、
漢
貌
晋
代
の
婆
金
銅
印
出
土
例

こ
れ
ま
で
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
漢
貌
晋
代
の
金
印
お
よ
び
警
金
銅
印
は

表
2
の
と
お
り
で
、
金
印
が
二

O
例
、
流
金
金
銅
印
が
一

O
例
で
あ
る
。
ま
た
、

出
土
地
や
出
土
状
況
が
不
明
な
伝
世
所
蔵
印
は
、
管
見
で
は
表
3
の
と
お
り
で
、

金
印
が
六
例
、
械
金
金
銅
印
は
七
九
例
を
知
り
得
る
。
紙
数
の
制
限
上
、
出
土
例

を
中
心
に
審
金
銅
印
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

軟
侯
之
印
・
長
沙
丞
相
(
文
献
1
)

一
九
七
四
年
に
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆
二
号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
「
利
蒼
」
覆
斗
鉦
玉
印
一
点
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
墓
の
被
葬
者
が

『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
表
第
四
に
「
軟
侯
襲
朱
蒼
、
以
長
沙
相
侯
、
七
百

戸
、
二
年
四
月
庚
子
封
、
八
年
亮
」
と
み
え
る
軟
侯
利
蒼
で
あ
り
、
前
漢
恵
帝

(
前
一
九
一
二
)
年
に
軟
侯
に
封
じ
ら
れ
、
恵
帝
八
(
前
一
八
七
)
年
に
没
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
亀
鉦
の
械
金
金
銅
印
で
あ
り
、
前
者
の
印
画
一

辺
の
長
さ
二
・

o
m
、
後
者
が
二
・
二

m
と
報
告
さ
れ
て
い
る
以
外
に
具
体
的

な
デ
ー
タ
は
不
明
で
あ
る
。

長
沙
国
は
秦
代
に
は
郡
で
あ
っ
た
が
、
前
漢
高
帝
五

(
『
漢
書
』
地
理
志
第
八
下
)
。
こ
れ
ら
の
印
は
侯
王
国
の
丞

(前二
O
二
}
年
に
侯

王
国
と
な
っ
た

相
の
封
爵
印
と
官
職
印
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
出
土
し
て
い
る
流
金
金
銅
印
で
最
も

時
代
の
遡
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
侯
王
国
の
丞
相
印
の
出
土
例
は
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
郡
の
丞
相
印
と
し
て
は
「
南
陽
守
丞
」
鼻
紐
械
金
金
銅
印
・
亀

鉦
翠
蓋
銅
印
各
一
点
が
知
ら
れ
(
表
3
h
臼
i
h
M
)
、
い
ず
れ
も
後
漢
代
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
南
陽
守
丞
」
鼻
鉦
石
印
が
藤
井
有
鄭
館
に
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
前
漢
代
の
印
母
箔
と
考
え
ら
れ
る
(
文
献
お
)
。

文
献
に
よ
る
丞
相
印
の
材
質
は
「
黄
金
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
漢
室
の
内
朝
臣
と
し
て
の
丞
相
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
侯
王
国
の
丞
相
印

は
一
ラ
ン
ク
下
の
械
金
金
銅
印
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ra 
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左
夫
人
印
・
泰
夫
人
印
・
口
夫
人
印
(
文
献
2
)

一
九
八
三
年
六
月
に
、
広
東
省
広
州
市
象
闘
山
の
石
築
多
室
墓
か
ら
出
土
し

た
。
「
文
帝
行
璽
」
竜
鉦
金
印
て
「
帝
印
」
播
竜
鉦
玉
印
、
「
泰
子
」
覆
斗
紐

玉
印
、
「
趨
昧
」
覆
斗
鉦
玉
印
、
「
右
夫
人
璽
」
亀
鉦
金
印
、
「
景
港
令
印
」
魚

鉦
銅
印
な
ど
、
計
一
六
点
の
印
章
が
出
土
し
て
い
る
。
「
文
帝
行
璽
」
印
の
出

土
か
ら
、
こ
の
墓
は
『
漢
書
』
西
南
夷
両
胸
骨
朝
鮮
伝
第
六
十
五
に
「
至
武
帝
建



元
四
年
、
佑
孫
胡
為
南
卑
王
。
立
三
年
、
(
中
略
)
後
十
飴
歳
、
胡
賓
病
甚
、

太
子
嬰
斉
請
踊
。
胡
亮
、
誼
日
文
王
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
前
漢
武
帝
建
元
四

(
前
一
三
七
)
年
に
南
越
王
と
な
り
、
十
数
年
後
に
没
し
た
二
代
文
王
の
墓
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
印
章
の
中
で
、
「
文
帝
行
璽
」
竜
鉦
金

印
に
つ
い
て
は
、
梶
山
勝
氏
が
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
印
文
、
鉦

形
、
規
格
の
面
か
ら
考
え
て
、
漢
室
か
ら
賜
与
さ
れ
た
官
印
で
は
な
く
、
南
越

国
自
造
の
印
章
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
南
越
国
内
で
は
公
印
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
右
夫
人
璽
」
亀
鉦
金
印
は
、
鉦
形
が
亀
鉦
で
あ
る
こ
と
、
印
文
末
尾
に
「
璽
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
帝
に
最
も
近
い
格
式
の
夫
人
の
印
章
と
考
え
ら
れ
る
。

大
谷
光
男
氏
は
、
『
漢
書
』
西
域
伝
第
六
十
六
上
の
烏
孫
国
の
記
事
を
引
用
し

て
、
右
夫
人
を
第
一
夫
人
の
こ
と
と
さ
れ
、
漢
の
公
主
の
可
能
性
を
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
印
章
に
最
も
類
似
す
る
出
土
印
と
し
て
、
一
九
五
四
年
に
陳
西

省
陽
平
聞
か
ら
出
土
し
た
「
朔
寧
王
太
后
璽
」
亀
鉦
金
印
が
あ
る
(
文
献
8
)
。

印
文
中
の
「
朔
寧
王
」
は
、
『
後
漢
書
』
巻
十
三
醜
草
公
孫
述
列
伝
に
「
明
年

述
以
嵩
為
朔
寧
王
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
王
葬
の
時
代
に
濁
王
と
し
て
自
立
し

た
公
存
述
が
、
建
武
七
さ
二
)
年
に
随
意
に
与
え
た
封
号
で
あ
る
。
印
面
の

一
辺
が
三
・
三
叩
を
測
り
、
梶
山
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
況
に
、
漢
室
か
ら

賜
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
印
文
中
に
「
太
后
璽
」
と
刻
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
王
は
自
ら
の
印
章
に
「
帝
璽
」
と
刻
し
て
お
り
、

そ
の
后
の
公
印
も
そ
れ
に
対
応
す
る
印
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
寸
后
璽
」
と
刻
し
た
印
章
は
造
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
左
夫
人
印
」
、
「
泰
夫
人
印
」
、
「
口
夫
人
印
」
は
い
ず
れ
も
亀
鉦
の
流
金
金

銅
印
で
あ
る
。
文
帝
の
第
二
夫
人
以
下
の
夫
人
の
印
章
と
考
え
ら
れ
、
印
文
の

末
尾
が
「
印
」
で
あ
る
こ
と
、
材
質
が
流
金
金
銅
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
漢
制

に
倣
っ
た
こ
と
が
窮
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
流
金
金
銅
印
の
夫
人
の
印
章
は
出
土

し
て
い
な
い
。

都
亭
侯
印
(
文
献
出
)

一
九
八

O
年
春
、
安
徽
省
郎
渓
県
で
農
民
が
掘
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
印

の
内
部
は
鋳
化
し
て
い
る
が
、
外
面
は
金
色
に
輝
い
て
い
る
。
鉦
形
は
亀
鉦
で
、

印
面
の
一
辺
二
・
五
畑
、
総
高
二
・
五
畑
、
印
台
の
高
さ
一
個
を
測
る
。
亀
甲

の
文
様
は
羽
状
文
、
曲
折
文
、
圏
点
文
を
組
み
合
わ
せ
、
亀
首
は
真
正
面
を
向

い
て
い
る
。
印
面
に
は
都
亭
/
侯
印
と
二
行
四
文
字
を
陰
刻
し
て
い
る
。

印
文
中
の
「
亭
侯
」
は
、
『
通
典
』
職
官
十
三
に
寸
自
献
亭
建
安
初
、
封
曹

操
為
貴
亭
侯
、
亭
侯
之
制
、
自
此
如
也
」
と
あ
り
、
後
漢
末
に
始
ま
っ
た
封
号

と
考
え
ら
れ
、
『
三
国
士
山
』
呉
志
魯
粛
伝
に
「
粛
子
淑
、
至
永
安
中
為
昭
武
将

軍
都
亭
侯
」
と
み
え
る
よ
う
に
三
国
時
代
に
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』

百
官
志
五
に
「
列
侯
所
食
者
為
侯
国
(
中
略
)
、
以
賞
有
功
、
功
大
者
食
県
、

小
者
食
郷
、
亭
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
列
候
の
爵
号
で
あ
る
。

こ
の
印
は
亀
紐
の
形
制
や
印
文
の
字
体
な
ど
か
ら
、
後
漢
代
に
属
す
と
考
え

ら
れ
る
。
伝
世
印
と
し
て
は
、
同
じ
く
亀
鉦
流
金
金
銅
印
で
あ
る
「
都
亭
侯
印
」

が
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(
表
3

h

g
。
ま
た
、
一
九
七
三
年
四

月
1
五
月
に
、
江
蘇
省
江
寧
県
の
銅
井
公
社
か
ら
、
西
晋
代
の
青
磁
器
と
と
も

に
「
都
亭
侯
印
」
印
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
印
は
亀
鉦
銅
印
で
あ
り
、
印
面

の
一
辺
二
・
三
叫
印
台
の
高
さ
一
畑
、
亀
鉦
の
高
さ
二
・
三
畑
、
重
さ
六
六
・

六
g
を
測
る
。
印
面
に
都
亭
/
侯
印
の
二
行
四
文
字
を
陰
刻
し
て
い
る
。
こ
の
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印
が
銅
印
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
告
者
は
都
亭
侯
の
身
分
は
列
侯
の
中
で
も
比

較
的
軽
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
他
の
印
章
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

伏
波
将
軍
章
(
文
献
7
)

一
九
七
五
年
五
月
、
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
で
、
古
墓
の
傍
の
溝
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
亀
鉦
の
審
金
銅
印
で
、
印
面
の
一
辺
二
・
三
句
総
高
三

m
を
測

る
。
印
面
に
纂
書
体
で
司
伏
波
将
軍
章
」
と
陰
刻
し
て
い
る
。
詳
細
な
デ
l
タ

は
不
明
で
あ
る
が
、
報
告
者
は
こ
の
印
を
後
漢
初
期
の
も
の
と
し
て
い
る
。

印
文
の
「
伏
波
将
軍
」
は
、
『
漢
書
』
西
南
夷
両
卑
朝
鮮
伝
第
六
十
五
に
「
元

鼎
五
年
秋
、
衛
尉
路
博
徳
為
伏
波
将
軍
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
前
漢
代
か
ら
置

か
れ
た
有
事
の
際
の
将
軍
で
、
水
軍
の
将
で
あ
る
。
こ
の
路
博
徳
の
あ
と
、
伏

波
将
軍
と
な
っ
た
の
は
、
後
漢
で
は
馬
援
を
始
め
三
名
、
貌
で
は
満
寵
な
ど
四

名
、
晋
で
は
孫
秀
ら
三
名
が
知
ら
れ
る
。
近
年
の
「
伏
波
将
軍
章
」
流
金
金
銅
印

の
出
土
例
は
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
清
の
光
緒
年
間
(
一
八
七
五
1
一
九
O
八

年
)
に
陳
西
省
雲
陽
県
蛾
山
中
か
ら
子
供
が
拾
っ
た
も
の
が
あ
話
。
こ
の
印
は

聡
鉦
の
流
金
金
銅
印
で
、
印
文
は
「
伏
波
将
軍
章
」
で
あ
る
が
、
詳
細
な
デ
l
タ

は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
一
年
に
陳
西
省
威
陽
市
寄
庖
鎮
で
発
見
さ
れ

た
「
伏
波
将
軍
章
」
印
は
亀
鉦
銅
印
で
あ
る
。
印
面
の
一
辺
二
・
二
聞
、
総
高

三
個
を
測
り
、
印
面
に
伏
波
/
将
軍
/
章
の
三
行
五
文
字
を
陰
刻
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
「
伏
波
将
軍
」
の
印
章
は
、
流
金
金
銅

印
が
二
例
、
銅
印
が
一
例
で
あ
る
。
同
一
の
印
文
で
材
質
が
異
な
る
理
由
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
漢
貌
晋
代
の
将
軍
印
の
金
印
出
土
例

で
は

一
九
八
二
年
に
四
川
省
重
慶
市
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
偏
将
軍
印
章
」
亀

(
文
献
M
)
、
一
九
五
八
年
に
山
東
省
峰
県
か
ら
出
土
し
た
「
平
東
将

鉦
金
印

軍
章
」
亀
鉦
金
印

章
」
印
は
、

(
文
献
日
)

の
二
例
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
偏
将
軍
印

一
九
八
五
年
に
湖
北
省
宜
都
県
の
後
漢
代
の
碍
室
墓
か
ら
出
土
し

た
亀
鉦
銀
印
一
例
、
一
九
六
七
年
に
河
南
省
新
郷
市
か
ら
発
見
さ
れ
た
銅
印
一

例
が
あ
る
。
前
者
は
印
面
の
一
辺
二
・
四
四
、
総
高
一
・
七
叩
を
測
り
、
印
面

に
偏
将
/
軍
印
/
章
の
三
行
五
文
字
を
陰
刻
す
る
。
ほ
か
の
副
葬
品
と
考
え
合

わ
せ
、
後
漢
末
の
年
代
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
は
表
面
採
集
さ
れ
た
亀
鉦
銅
印

で
、
印
面
の
一
辺
二
・
三

m
を
測
り
、
印
面
に
偏
将
/
軍
印
/
章
の
三
行
五
文

字
を
陰
刻
し
、
後
漢
代
の
印
章
と
考
え
ら
れ
る
。

威
烈
将
軍
印
(
文
献
日
)

一
九
八
六
年
一
一
月
、
河
北
省
青
龍
県
で
農
民
が
掘
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

鉦
形
は
獣
鑑
と
さ
れ
て
お
り
、
印
面
の
一
辺
二
・
三
側
、
総
高
二
・
二
叩
を
測

り
、
印
面
に
威
烈
/
将
軍
印
の
二
行
五
文
字
を
陰
刻
す
る
。
こ
の
印
で
疑
問
が

あ
る
の
は
、
印
文
末
尾
の
文
字
を
「
印
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の

将
軍
印
の
末
尾
は
「
章
」
あ
る
い
は
「
印
章
」
と
な
っ
て
お
り
、
出
土
印
も
伝

世
印
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
印
文
の
威
烈
将
軍
の
出
土
印
や
伝
世
印
も

管
見
で
は
知
り
得
な
い
。
『
宋
書
』
志
第
二
十
九
百
官
上
に
は
、
「
大
将
軍
」
、
「
東

京
将
軍
」
、
「
曝
騎
将
軍
」
、
「
騎
将
軍
」
、
「
衛
将
軍
」
、
「
征
東
将
軍
」
、
「
征
南
将

軍
」
、
「
征
西
将
軍
」
、
「
征
北
将
軍
」
、
「
鎮
東
将
軍
」
、
「
鎮
南
将
軍
」
、
「
鎮
西
将

軍
」
、
「
鎮
北
将
軍
」
、
「
中
軍
将
軍
」
、
「
鎮
軍
将
軍
」
、
「
撫
軍
将
軍
」
、
「
安
東
将

軍
」
、
「
安
南
将
軍
」
、
「
安
西
将
軍
」
、
「
安
北
将
軍
」
、
「
平
東
将
軍
」
、
「
平
南
将

軍
」
、
「
平
西
将
軍
」
、
「
平
北
将
軍
」
、
「
左
将
軍
ヘ
「
右
将
軍
」
、
「
前
将
軍
」
、
「
後

将
軍
」
、
「
征
虜
将
軍
」
、
「
冠
軍
将
軍
」
、
「
龍
醸
将
軍
」
、
「
建
威
将
軍
」
、
「
振
威

将
軍
」
、
「
奮
威
将
軍
」
、
「
揚
威
将
軍
」
、
「
瞳
威
将
軍
」
、
「
建
武
将
軍
」
、
「
振
武
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将
軍
」
、
「
奮
武
将
軍
」
、
『
揚
武
将
軍
」
、
「
庚
武
将
軍
」
、
「
鷹
揚
将
軍
」
、
「
折
衝

将
軍
」
、
「
軽
車
将
軍
ヘ
「
揚
烈
将
軍
」
、
「
寧
遠
将
軍
」
、
「
材
官
将
軍
」
、
「
伏
波

将
軍
」
な
ど
漠
貌
晋
代
に
置
か
れ
た
将
軍
の
名
号
の
ほ
か
、
「
地
江
将
軍
、
貌
置
。

自
波
江
以
下
、
則
有
宣
威
、
明
威
、
騒
威
、
属
威
、
威
属
、
威
寵
、
威
虜
、
威

戎
、
威
武
、
武
烈
、
武
毅
、
武
奮
、
緩
遠
、
緩
港
、
緩
戎
、
討
冠
、
討
虜
、
討

難
、
討
夷
、
蕩
患
、
蕩
虜
、
蕩
難
、
蕩
逆
、
珍
冠
、
晶
子
虜
、
珍
-
難
、
掃
夷
、
掃

窓
、
掃
虜
、
掃
難
、
掃
逆
、
属
武
、
属
鋒
、
虎
威
、
虎
牙
、
庚
野
、
横
野
、
偏

将
軍
、
碑
将
軍
、
凡
四
十
競
」
の
将
軍
名
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
中
に
も
「
威
烈
将
寧
」
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
出
土
例
が
知

ら
れ
る
も
の
は
、
前
述
し
た
印
章
の
ほ
か
に
、
一
九
八
七
年
一
一
月
に
河
南
省

舞
陽
県
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
掃
寵
将
軍
章
」
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
亀
鉦
銀
印
で
、

印
面
の
一
辺
二
・
三
五
畑
、
重
さ
六
七

g
を
測
り
、
印
面
に
は
掃
冠
/
将
軍
/

章
の
三
行
五
文
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
貌
の
官
印
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

伝
世
の
将
軍
印
の
う
ち
亀
鉦
響
金
印
は
、
管
見
で
は
嚢
3
(恥
幻

i
h
g
の
と

お
り
で
あ
る
。

永
貴
亭
侯
(
文
献
四
)

一
九
七
九
年
春
、
山
東
省
膝
県
の
土
坑
竪
穴
墓
か
ら
出
土
し
た
。
亀
鉦
の
響

金
銅
印
で
、
印
面
の
一
辺
二
・
五
畑
、
総
高
三
佃
を
測
り
、
印
面
に
永
貴
/
亭

侯
と
二
行
四
文

{Z陰
刻
す
る
。
印
文
も
亭
侯
は
、
前
に
み
た
よ
う
に
後
漢
末

か
ら
認
め
ら
れ
る
列
侯
の
爵
号
で
あ
り
、
永
貴
は
地
名
も
し
く
は
虚
封
の
称
で

あ
ろ
う
。
他
の
副
葬
品
か
ら
考
え
て
、
こ
の
墓
の
年
代
は
後
漢
末
i
呉
と
さ
れ

る
が
、
同
時
に
出
土
し
た
印
章
に
「
奉
車
都
尉
」
亀
鉦
銅
印
が
あ
る
。
印
文
の

「
奉
車
都
尉
」
は
、
前
漢
武
帝
が
初
め
て
置
い
た
官
職
で
、
尉
馬
都
尉
、
騎
都

尉
と
と
も
に
秩
比
二
千
石
の
官
で
あ
り
、
本
来
は
銀
印
車
問
綬
が
賜
与
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
く
山
東
省
略
県
の
別
の
竪
穴
土
坑
墓
か
ら
は
、

「
関
内
侯
印
」
亀
鉦
銅
印
て
「
遂
昌
令
印
」
橋
鉦
銅
印
一
と
と
も
に
、
「
奉
車

都
尉
」
亀
鉦
銅
印
二
が
同
時
に
出
土
し
て
い
る
(
文
献
M
)
。
ま
た
、
「
都
尉
」

印
の
出
土
例
と
し
て
は
、
一
九
七
O
年
に
河
南
省
伊
川
県
か
ら
採
集
さ
れ
た
『
尉

馬
都
尉
」
亀
鉦
銀
印
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
都
尉
」
印
の
藩
金
銅
印
の

出
土
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

武
郷
亭
侯
(
文
献
四
)

一
九
七
七
年
五
月
i
六
月
、
甘
粛
省
嘉
略
関
市
で
三
基
の
晋
代
碑
室
墓
が
発

掘
調
査
さ
れ
、
観
M
9墓
と
命
名
さ
れ
た
墓
の
東
側
棺
内
か
ら
出
土
し
た
。
亀

鉦
の
械
金
金
銅
印
で
、
印
面
の
一
辺
二
・
四
畑
、
総
高
二
・
五
個
を
測
り
、
武
郷

/
亭
侯
と
二
行
四
文
字
を
陰
刻
し
て
い
る
。
印
文
の
郷
亭
侯
は
、
『
通
典
』
職

官
十
三
に
「
晋
亦
有
王
、
公
、
侯
、
伯
、
子
、
男
六
等
之
封
へ
そ
の
注
に
「
晋

令
日
、
有
開
国
郡
公
、
県
公
、
郡
侯
、
伯
、
子
、
男
、
及
郷
亭
、
関
内
、
関
外

等
侯
之
爵
」
、
『
通
典
』
職
官
十
九
に
「
晋
官
品
第
五
品
亭
侯
爵
」
と
み
え
る

晋
代
の
五
品
に
あ
た
る
爵
号
で
あ
る
。
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四
、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
漢
貌
晋
代
の
渡
益
銅
印
一

O
例
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
が
、
南
越
王
墓
出
土
の
夫
人
印
三
例
を
除
く
七
例
は
、
全
て
当

代
の
官
印
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
出
土
例
を
見
る
限
り
、
流
金
金
銅
印
は

侯
王
国
の
丞
相
、
将
軍
、
列
侯
の
各
爵
号
に
賜
与
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
同
一

の
印
文
を
有
す
る
官
印
に
あ
っ
て
も
、
銀
印
や
銅
印
も
存
在
す
る
こ
と
は
前
に



み
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
械
金
金
銅
印
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
最
近
、
叶
其
峰
氏
が
、
多
く
が

貌
晋
1
南
北
朝
の
時
代
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
中
の
少
数
は
金
印
の
代
用

品
で
あ
る
が
多
く
が
銅
印
で
あ
る
こ
と
、
金
印
と
流
金
金
銅
印
を
完
全
に
同
等
に

見
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
遺
存
す
る
審
金
銅
印
か
ら
当
時
の
金
印
の
制
度
を

推
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
初
め
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
表
示
し
た
伝
世
の
流
金
金
銅
印
も
、
貌
晋
代
が
圧
倒
的

に
多
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
『
後
漢
書
』
景
帝
紀
に
「
寅
関
内
侯
爵
、
偲

金
印
紫
綬
」
と
み
え
第
十
九
級
の
爵
号
で
あ
る
関
内
侯
印
に
し
て
も
、
河
南
省

泌
陽
県
出
土
印
(
文
献
げ
て
湖
北
省
雲
夢
県
出
土
例
(
文
献
四
)
が
金
印
で

あ
る
の
に
対
し
、
伝
世
印
で
は
八
例
が
建
釜
銅
印
と
な
っ
て
い
る
(
表
3
h
7

1
h
H
)
。
ま
た
、
『
三
国
志
』
貌
志
武
帝
紀
所
引
の
『
親
書
』
に
「
置
名
号

侯
爵
十
八
級
、
開
中
侯
爵
十
七
級
、
皆
金
印
紫
綬
」
と
み
え
る
関
中
侯
印
で
は
、

湖
南
省
長
沙
市
出
土
例
(
文
献
却
)
、
江
蘇
省
南
京
市
出
土
例
(
文
献
れ
)
は

金
印
で
あ
り
、
伝
世
印
の
う
ち
金
印
が
一
例
、
流
金
金
銅
印
が
二
例
と
な
っ
て
い

る
(
表
3
h
3
・h
日
1
h
M
)
。

次
に
周
辺
異
民
族
に
賜
与
さ
れ
た
蛮
夷
印
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
金
印
の

蛮
夷
印
出
土
例
は
、
「
漢
王
之
印
」
蛇
鉦
金
印
(
文
献
4
)
、
「
漢
委
奴
園
王
」

蛇
鉦
金
印
(
文
献
9
)
、
「
漢
帰
義
賓
邑
侯
」
羊
鉦
金
印
(
文
献
ロ
)
、
「
晋
帰
:

義
胡
王
」
肱
紐
金
印
(
文
献
担
)
、
「
晋
一
帰
?
義
民
王
」
羊
鉦
金
印
(
文
献
幻
)
、

「
晋
帰
義
克
侯
」
羊
鉦
金
印
(
文
献
お
)
、
「
晋
鮮
卑
帰
義
侯
」
駐
鉦
金
印
(
文

献
号
、
「
晋
烏
丸
帰
義
侯
」
肱
紐
金
印
(
文
献
M
)
が
あ
り
、
前
漢
代
一
例
、

後
漢
代
二
例
、
晋
代
五
例
と
な
っ
て
い
る
。
伝
世
印
と
し
て
は
、
「
晋
旬
奴
帰

(
文
献
部
)
、
「
晋
帰
義
丘
王
」
馳
鉦
金
印

晋
胡
王
」
肱
鉦
金
印
(
文
献
幻
)
の
四
例
を
知
り
得
る
。
警
金
銅
印
の
蛮
夷
印

の
出
土
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
伝
世
印
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
後
漢
代
の
「
漢
青
充
邑
長
」
駐
鉦
流
塞
且
銅
印
(
文
献
幻
)
の
ほ
か
は
、
全
て

晋
代
の
も
の
で
あ
り
、
「
親
晋
王
印
」
一
例
(
文
献
却
)
、
「
親
晋
胡
王
」
二
例

(
文
献
幻

-
g
、
「
晋
帰
義
胡
王
」
一
例
(
文
献
幻
)
、
「
晋
帰
義
胡
侯
」
一

例
(
文
献
幻
)
、
「
親
晋
丘
王
」
三
例
(
文
献
幻
)
、
「
晋
帰
義
丘
王
」
一
一
一
例
(
文

献
幻
・
却
)
、
「
親
晋
莞
王
」
一
例
(
文
献
幻
}
、
「
晋
帰
義
克
王
」
一
例
(
文

献
却
)
、
「
晋
帰
義
克
侯
」
一
例
(
文
献
幻
)
、
「
晋
帰
義
曳
王
」
一
例
(
文
献

却
)
、
「
晋
一
帰
義
曳
侯
」
二
例
(
文
献
お
・
却
)
、
「
晋
烏
丸
帰
義
侯
」
一
例
(
文

義
王
」
駐
鉦
金
印

(
文
献
幻
)
、
「
親

献
却
)
、
「
晋
烏
丸
率
善
伯
長
」

(
文
献
却
)
の
計
一
九
例
を
知
り
得
る
。

伊l
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こ
の
よ
う
に
、
蛮
夷
印
に
お
い
て
も
、
警
金
銅
印
は
出
土
印
・
伝
世
印
と
も

に
晋
代
に
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
漢
代
に
あ
っ
て
も
金
印
は
、

寸
王
」
・
「
国
王
」
・
「
邑
侯
」
な
ど
の
称
号
に
対
し
て
賜
与
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
晋
代
に
お
い
て
も
、
「
晋
帰
義
丘
王
」
印
や
「
親
晋
胡
王
」
印
の
よ
う
に
、

同
じ
王
印
で
あ
っ
て
も
金
印
と
建
釜
銅
印
の
二
種
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
「
晋
烏
丸
率
善
伯
長
」
羊
錘
恋
釜
銅
印
の
「
率
善
伯
長
」
印
の
例

で
は
、
一
九
七
三
年
に
陳
西
省
麟
瀞
県
雀
木
公
社
の
古
墓
か
ら
出
土
し
た
「
晋

率
善
胡
信
長
」
印
・
「
晋
屠
各
率
善
栢
長
」
印
、

一
九
六
六
年
に
韓
国
慶
尚
北

道
迎
日
郡
新
光
面
馬
助
里
の
古
墓
か
ら
出
土
し
た
「
晋
率
善
穂
伯
長
」
印
は
い

ず
れ
も
銅
印
で
あ
り
、
そ
の
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
ろ
う
。
蛮
夷
印
の
材
質
と

印
文
の
関
係
を
見
る
場
合
、
叶
其
峰
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
代
の

古
代
中
国
王
朝
と
周
辺
異
民
族
国
家
と
の
政
治
的
力
関
係
の
反
映
と
し
て
把
握



す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
具
体
的
な
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
漢
貌
晋
代
官
印
の
材
質
と
印
文
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
械
金
金
銅
印
を

中
心
に
と
り
あ
げ
た
が
、
例
え
ば
銀
印
と
さ
れ
て
い
る
印
章
に
し
て
も
、
多
く

が
肉
眼
観
察
に
よ
る
視
覚
的
表
現
で
あ
り
、
実
際
に
は
銅
に
銀
メ
ッ
キ
を
施
し

た
印
章
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
印
章
に
伴
な
う
綬
の
出
土
例
が
皆
無
に
近
い

考
古
学
的
現
状
か
ら
し
て
、
文
献
か
ら
知
り
得
な
い
中
国
古
代
の
印
章
制
度
や
、

周
辺
異
民
族
国
家
と
の
冊
封
関
係
の
具
体
的
な
解
明
に
当
つ
て
は
、
出
土
印
の

科
学
的
な
成
分
分
析
が
望
ま
れ
よ
う
。
本
研
究
報
告
に
は
、
「
漢
委
奴
園
王
」

蛇
鉦
金
印
の
非
破
壊
の
蛍
光

X
線
分
析
結
果
を
、
出
土
し
て
か
ら
二

O
六
年
を

迎
え
る
今
よ
う
や
く
掲
載
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
漢
貌
晋
代
官
印
の
科
学
的

な
材
質
分
析
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
小
文
を
草
す
る
に
当
つ
て
は
、
大
谷
光
男
、
後
藤
直
、
梶
山
勝
の
各
氏

か
ら
有
益
な
御
教
示
、
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
当
館
の
小
松
原
澄
江
、

中
村
浩
美
の
両
嬢
に
は
、
資
料
整
理
な
ど
多
大
の
御
苦
労
を
お
か
け
し
た
。
こ

れ
ら
の
方
々
に
対
し
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

(
一
九
九

O
年
立
春
稿
了
)

1 註

正
始
四
年
の
違
使
は
大
夫
伊
聾
者
、
披
邪
拘
等
八
人
で
あ
る
が
、
賜
与
さ

れ
た
の
が
寸
率
普
中
郎
将
」
印
綬
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
は
八
人
の
う
ち
二
人
だ
け
に
賜
与
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

栗
原
朋
信
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
る
秦
漢
璽
印
の
研
究
秦
漢
史
の
研
究

一
九
六

O

東
京
。

(
2
)
 

(
3
)
 

梶
山
勝
前
漢
南
越
王
墓
出
土
の
金
印
『
文
帝
行
璽
』
に
関
す
る
一
考
察

古
代
文
化
三
六
一
九
八
四
京
都
。

大
谷
光
男
古
代
中
国
か
ら
冊
封
さ
れ
た
官
印
に
つ
い
て
朝
鮮
学
報
一

一
九
・
一
二

O

一
九
八
六
天
理
。

呉
文
信
江
蘇
江
寧
出
土
一
批
西
晋
青
蚕
文
物
一
九
七
五
|
二
北
京
。

王
翰
章
戚
陽
出
土
伏
波
将
軍
章
考
古
与
文
物
一
九
八
九
|
二
西
安
。

宜
昌
地
区
博
物
館
・
宜
都
県
文
化
館
湖
北
宜
都
陸
城
発
現
一
座
東
漢
墓

考
古
一
九
八
八
!
一

O

北
京
。

介
紹
両
方
漢
印
考
古
一
九
八
三
|
六
北
京
。

楊
文
和
三
因
。
貌
掃
冠
将
軍
章
。
銀
印
文
物
一
九
八
九
|
五
北
京
。

賀
富
保
・
陳
長
安
洛
陽
博
物
館
館
蔵
官
印
考
文
物
一
九
八

O
l
二一

北
京
。

叶
其
峰
秦
漢
南
北
朝
官
印
鑑
別
方
法
初
論
故
宮
博
物
院
院
刊
一
九
八

九
|
三
台
北
。

漢
細
腕
晋
代
を
通
じ
て
、
周
辺
巽
民
族
の
「
王
」
に
対
し
て
賜
与
さ
れ
た
印

章
の
中
で
、
「
国
王
」
と
あ
る
の
は
「
漢
委
奴
園
王
」
金
印
の
み
で
あ
る
。

こ
の
外
は
民
族
名
の
下
に
「
王
」
字
を
刻
す
だ
け
で
あ
り
、
検
討
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

陳
西
省
文
管
会
・
博
物
館
・
陳
全
万
挟
西
出
土
的
一
批
古
代
印
章
資
料

介
紹
文
物
資
料
叢
刊
一
一
九
七
七
北
京
。

梅
原
末
治
普
率
善
稼
伯
長
銅
印
考
古
美
術
八
|
一
一
九
六
七
ソ
ウ

レ。京都
の
藤
井
有
瀞
館
、
台
湾
の
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
寸
尉
馬
都
尉
」
印
は
、

い
ず
れ
も
亀
銀
の
霊
銀
銅
印
で
あ
る
。
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(
4
)
 

(
5
)
 

(6) 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 
(m) 

(
日
)

(ロ)
13 14 (

日
)



26.都亭侯印 18.晋帰義克侯 9.漢帰義賓邑侯

27.伏波将軍章 19.晋鮮卑帰義僕 10.平東将軍章

~8. 威烈将軍 ~r. 20.晋烏丸帰義僕 12.関内侯印

29.永貴亭侯 21.軟侯之印 16.晋帰義胡王

30.武郷亭侯 22.長沙丞相 17.晋帰義足王

国 1.濃議晋代金印・婆金銅EP(出土印)印影(番号は表2のNo.と同じ)
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3.諸国侯印

園調
陸缶百
4.濃王之印

5.富寿侯印(拓本)

7 .漢委奴圏王

8.慶陵王璽



31.都亭侯印

80.晋帰義先侯 34.南陽守丞

76.晋帰義丘王 35.南郷太守章

70.晋帰義胡王 37.建威将軍章

85.晋烏丸率善信長 44.軽率将軍章

圏菌i
歯固
8.関内侯印

14.関内侯印

16.関中侯印

18.都郷侯印

図2.漢貌晋代金印・婆金銅印(伝世印)印影(番号は表3のNo.と同じ)
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1 .石洛侯印

盆笠置iili置軍司晶
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12 銅匙 13.銅匙

16 銅鈍

写真 2 測定資料
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1 . r漢委奴国王」金印

2.金製耳環

3.中間飾付耳環

4.耳環

5 五妹銭

6 大泉五十

7 大泉五十

8 貨泉

写真 1 測定資料
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9. j岡鍛

10 銅剣|

11 銅釘11



4. 1989年10月、福岡市大牟田古墳群出土の耳環に鉛製らしいものを見出した。東京芸術大学保存科学研究室

で非破援のX線回折の測定を行い炭酸鉛が同定された。同研究室稲葉政満助手に感謝致する。

5.宮内庁正倉院事務所成瀬正和氏の御教示による。

文献

入国整三 1933 国宝漢委奴国王金印の寸法と量目 考古学雑誌23ーし

梅原末治 1960 上古初期借製鏡、読史会創立五十年記念国史論集。

王 仲殊 1959 説浪王之印興漢委奴国王金印、考古 1959・10。

大谷光男 1974 研究史金印、吉川l弘文館。

岡崎敬 1968 r漢委奴国王」金印の測定、史淵100。

阿部長章 1964 奴国王金印問題詳論、鈴木俊教授還暦記念東洋史論議。

加古千恵子・平田博幸 1989 多利・前回遺跡発見の中世土嬢墓、考古学雑誌74ーし

九州歴史資料館 1982 問中幸夫寄贈品目録。

九州歴史資料館 1988 大宰府史跡昭和62年度発掘調査概報。

呉朴 1959 我対“浪王之印"的看法、文物 1959-7。

佐野有司・富永 健 1982 中国古銭中の元素の偏析に関する研究、古文化対の科学270

佐野有司・野津憲治・富永 健 1983 多変量解析法を用いる古銭の化学組成の研究、古文化財の科学28。

塩屋勝利 1987 漢代蛮夷印と出土例に関する覚書、福岡市立歴史資料館研究報告11。

塩屋勝手IJ 1989 中国出土王葬銭に関する覚書、福岡市立歴史資料館研究報告13。

成瀬正和 1989a わが国上代の工芸材料としての錫、正倉院年報11。

成瀬正和 1989b 正倉院の銅製品ー化学的調査から一、金属博物館紀要14。

平尾良光・泉谷明人・八木謙二・木村幹・馬淵久夫 1984 前漢銭および模鋳銭の化学組成、古文化財の科

学29。

福岡市教育委員会 1979 三宅廃寺、福岡市埋蔵文化財調査報告書第50集。

福岡市教育委員会 1980 徳永アラタ古墳群、福岡市埋蔵文化財調査報告書第56集。

福岡市教育委員会 1981 下月隈天神森遺跡、福岡市埋蔵文化財調査報告書第76集。

福岡市教育委員会 1989b 都市計画道路博多駅築港線関係埋蔵文化財調査報告書(III)博多、福岡市埋蔵文

化財調査報告書第204集。

福岡市教育委員会 1989a吉塚l、福岡市埋蔵文化財調査報告書第202集。

馬淵久夫・山口誠治・菅野 等・中井敏夫 1978 原子吸光法による東洋の古銭の化学分析、古文化財の科学

220 
馬淵久夫 1986 青銅器の材料、弥生文化の研究6。雄山閣

山崎一雄 1987 古文化財の科学、恩文閣出版。

横田義章 1989 鍋銃三例とその修復、九州歴史資料館研究論集14。

李利根・美大一 1989 新安沈没船引揚中国鍋銭判化学組成、保存科学研究10。

〔追記〕

東京国立文化財研究所の平尾良光氏の御教示によると、氏が分析した朝鮮半島産古代金

製品には銅がほとんど含まれなかったという。今回測定した金製品には銅が含まれていた。

金製品の銅含有の有無は金工史上重要な問題であり、金印の製作方法にも関わる。今後の

分析・検討を重ねたい。(本田)
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ための情報の一つである、鉛同位体比の測定か望まれる。

銅鉱・銅釧

銅銀、銅釧は3点とも見るからに残りが良い。銅鉱は金属質が完全に残っており、測定部分

もこれに近いと思われるので測定値はほぼ目安となるであろう。ただし、本実験の装置は、錫

が実際より少なくでる傾向があるので(註5)、錫に関してはもう少し高めの含有量となるで

あろう。弥生時代のこの時期の国産青銅器については銅鐸以外には分析例が少ない。小型訪製

鏡 1例が銅90.17、錫2.25、鉛5.32%と報告されている(梅原1960)。今回の結果はこれに近い

ものであり、おそらく一般的なものであろう。銅釧はその外観からは想像もできぬほど内部ま

で鋳化が進んでいると言えよう。銅釧の分析例は1例であり(山崎1987)、今後の問題である。

銅匙・銅箸・銅鏑

これらが、正倉院宝物と同様にいわゆる佐波理製であるかどうかを知るために測定した。佐

波理の化学組成は銅約80%、錫約20%(鑑光X線分析による半定量値)で、他に鉛、枇素、鉄、

ニッケル、銀、ビスマスなどが検出される(成瀬1989b)oNo.12-14銅匙3点は、鉛、枇素が

少ないこと、鋳化の影響を考慮しでも錫の濃度が高いことから、佐波理製と考えても良かろう。

No.15銅箸については今回の結果からだけではわからない。 No.16銅錦は錫が少なく鉛、枇素が

多いのでいわゆる佐波理製であるとは考えにくい。

あとカfき

北部九州地方は我が国最初に金属器がもたらされた所であり、出土金属器の量、種類ともに

非常に多い。今回のような試みがこの膨大な資料を有効に生かすための契機となれば幸いであ

る。

本稿は、セイコー電子工業側製SEA20 0 1卓上型蓋光X線分析装置のデモンストレーショ

ンの一部をまとめたものである。計画の立案、実施については、福岡市埋蔵文化財センター後

藤直氏、福岡市美術館尾崎直人氏、セイコー電子側長嶺浩樹氏にお世話になった。また、下記

の方々には資料の提供、実験の立会等御協力項いた。記して御礼申し上げる。九州歴史資料館

横田義章、石丸洋、赤司善彦。北九州市立考古博物館武末純一。太宰府市教育委員会中島恒次

郎。福岡市博物館米倉秀紀、渡辺雄二。福岡市立歴史資料館塩屋勝利。福岡市教育委員会埋蔵

文化財課折尾学、山崎純男、大庭康時、小畑弘己、田中克子、前田直子。同文化課二宮忠司。

福岡市埋蔵文化財センター力武卓治、田中寿男、杉山富雄、田崎博之。

註

1. 1983年調査。福岡市教育委員会力武卓治氏の御教示による。

2.従来鉄製耳環と考えられていたものが実は鉄地錫巻、錫製であることが、国立歴史民俗博物館長嶋正春氏

により明らかにされている(栃木県教委1986、その他)。筆者は、宮内庁正倉院事務所目立瀬正和氏よりこ

の事実の御教示を受け、耳環の材質について注意していた。

3. 1989年調査。福岡市教育委員会小畑弘己氏の御教示による。
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示した(沢田1980)。また鏡面の鋳を研磨した部分の測定を行い含有量既知試料の検量線より

定量値を求めた例もある(加古1989)。今回は、金印は半定量値、それ以外は目安として考え

ていく。

金印

「漢委奴国王」金印について金:銀:銅95.1: 4.5 : 0.5:t: 0.5%という半定量値を得た。金

製の印は数多くあるが、その元素組成がわかっているものはない。印に限らず、金製品の分析

はほとんど行われていない。楚の貨幣である邸称金について大谷光男氏が日本銀行郡司勇夫氏

に依頼して日本鉱業株式会社が化学分析をした 1例がある。金93.81%、銀4.88%その他1.31

%(銅・珪素)、砂金を溶融整形したもの(大谷1974)、との結果を得ている。「棋王之印」に

関しては、金95%、その他(銅・銀) 5 %といわれている。これは、純金では刻字が無理なの

で5%の銅と銀を加えて合金にした、という呉朴氏の鑑定によるものであり、混国で作ったと

している(呉1959)。これに対して、王仲殊氏は金95%、その他5%という数値は自然金であ

ることを示すものであり、損国で合金を作ったのではないとする(王1959)。何れにしても現

時点では金印の材質を論ずることはできない。鋳にほとんど影響されない表面状態の良い金(合

金)製遺物については非破壊的方法でもある程度有効な数値を求め得るので、分析例を増やす

事が考古学的情報を豊かなものにするものである。近い将来の分析に期待する。

耳環

肉眼観察から材質の異なるもの3点を測定した。結果はその判断にほぽ見合うものであった。

No. 2は金、銀、銅を主成分とする金合金の耳環である。 No.3は銅、金、水銀が検出されている

ことから、銅芯に銀鍍金さらに金鍍金されたものであろう。 No.4は主成分として錫、鉄が他に

銅、鉛が検出されている。錫製耳環あるいは鉄芯錫巻耳環である。

古墳時代の耳環は、金、銀、金鍍金、銀鍍金、鉄、錫その他に鉛製(成瀬1989a、註4)も

ある。 6c.後半から 7c.にかけて、これらの金属がどの様な状況で確保、加工、波及していた

のか。これもまた、分相列を増やす事が考古学的情報を豊かにするであろう。

銅銭

三種4枚の銭であるが、いずれも鋼、錫、鉛を主成分とする青銅貨である。ただしNo.6の鴻

腫館出土大泉五十は他と比べて鉄の含有量が多い。鉄が主成分的に混じっていると思われる。

又、鉛も幾分かは多いかもしれない。私鋳銭である可能性は高いと言えよう。他の3点は特に

主成分以外に目立つた元素は認められない。銅銭の化学組成に関しては、良い分析例がある(馬

淵他1978、佐野他1982・1983、李他1989)。大泉五十の分析例はないのでわからないが、それ

以外の2点は考古学的知見とも併せて、既知の分析値の範囲におさまるものであろう。何れに

しても前漢、王葬銭については、その「鋳造」の時期が前漢、王葬代であるか否かを推定する
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ぴCuの各ピークが、横軸の異なった位置に現れているのが明らかである。この横軸の住置で

定性分析を、ピーク面積から定量分析を、それぞれ行う。

各試料の分析結果を表2に示す。

銅合金試料のばあい、腐食を受けて試料表面のCuが流れ、 Sn、Sb等腐食を受けにくい金属

の表面濃度が高くなっている場合がある。 X線分析は表面数十~数百μmの分析であるため、

こうした深さ方向に濃度が偏っている恐れのある試料の分析は、注意が必要である。

No.1 - 3 は使用した標準がAu-Ag-Cuの18Kであるため、 Fe、 Sbおよひ~Hgについてはノ

ンスタンダード分析となる。 No.4 -16はすべての元素についてノンスタンダード分析である。

No. 試料 Au Ag Cu Sn Pb As Fe Mn Zn Sb Hg 

1 金印 95.1 4.5 0.5 ... ... ... ... ... ... ... ... 

2 耳環 76.9 21.5 1.6 ... ... ... ... ... ... ... ... 
3 耳環 41.4 3.8 43.5 ... ... ... 0.9 ... ... 0.5 9.9 
4 耳環 ... ... 1.0 90.2 0.3 ... 8.4 ... ... ... ... 
5 五鎌銭 ... 0.05 76.1 6.3 15.3 ... 1.8 ... ... 0.5 ... 
6 大泉五十 ... 0.9 37.5 24.0 23.8 ... 12.2 ... ... 1.7 ... 
7 大泉五十 ... 0.07 86.4 4.8 6.6 ... 1.8 ... ... 0.3 ... 
8 貨泉 ... 0.2 73.4 11.3 10.6 2.2 1.3 ... ... 1.1 ... 
9 銅銭 ... 0.2 94.3 3.1 1.1 0.6 0.3 ... ... 0.4 ... 

10 銅釧(イ) ... 0.2 5.2 49.1 37.3 2.7 5.4 0.05 ... 0.4 ... 

11 銅釧(ロ) ... 0.2 25.4 32.4 34.5 2.3 5.0 0.08 ... 0.2 ... 
12 銅匙 ... 0.3 56.6 41.4 1.1 0.3 0.4 ... ... ... ... 

13 銅匙 ... 0.07 55.7 36.5 0.2 0.09 7.4 ... ... ... ... 
14 銅匙 ... 0.4 62.2 31.5 0.05 0.2 5.5 0.1 ... ... ... 
15 銅箸 ... 0.4 89.2 9.3 0.6 0.2 0.3 ... ... ... ... 

16 銅銃 ... 1.5 48.3 8.6 22.5 14.1 4.5 0.08 ... 0.4 ... 

表2 分析結果 (単位:%) 

5.考察

金製品2点と錫製品 1点の他は青銅製品であった。青銅は、銅と他の金属との合金を指すが、

多くの場合は銅、錫、鉛が主成分であり、枇素、アンチモン、亜鉛、鉄等が微量成分として含

まれる。銅合金はその鋳化の特徴として銅が流れて少なくなり、その分錫の濃度が高くなる。

また、鉛の偏析、錫の逆偏析も考慮せねばならない。鋳化した出土青銅製品の鋳造時の元素組

成を知る事は難しく、遺物の内部に残る金属質部分を分析しなければならない。金属質部分の

分析結果については山崎一雄氏(1987)、馬淵久夫氏(1986)に詳しい。分析機器の進歩によ

り試料の量は数mgで、よいのだが、それが果して遺物の全体の組成を代表しているかという問

題(山崎1987) も当然生ずる。これに対して、試料採取が不可能な場合は青銅鏡で鋳のまま非

破壊の鐙光X線分析を行い、鉛に対する錫の含有量の比から舶載鏡と妨製競を区別し得る事を
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触、非破壊分析が可能な点である。特にエネルギ一分散型とよばれる装置は、照射する一次X

線のパワーが極めて低い(数百mW-数W)ため、照射X線による試料損傷の心配もなく、出

土品等文化財の分析には最適といえる。

今回の分析にはセイコー電子工業側製SEA2 0 0 1卓上型畿光X線分析計を用いた。試料は

そのまま、あるいは小さい物についてはサポート用のマイラー (X線分析用の極薄ポ リマーフ

ィルム)を張ったカップに入れ、分析した。その他の分

析条件は表 lに示す通りである。

照射径 3 mm 

管電圧 50KV  

管電流 7 -18μA 

ターゲッ ト Rh 

雰囲気 大気・真空

マイラー あり(一部な し)

測定時間 100-300秒、

有効時間 80-240干少

定量には、ファンダメンタル・パラメータ法(理論演

算法)を用いた。分析元素のl吸収係数や共存元素の影響

を、物理定数から理論的に補正する方法であり、検量線

法のように数多くの標準試料を必要としないという利点

がある。分析誤差は、ノンスタンダード法で:t2-3%

程度、標準を一個使用した lスタンダー ド法であれば±

0.5%未満である。今回は、金合金関係は18K(Au : A 
表 1 分析条件

g: Cu=75 : 12.5: 12.5) を標準とした 1スタンダードで、その他の試料はノンスタンダード

で、それぞれ定量した。

4.結果

X線スペク トラムの例を図 lに示す。図 1は金印試料のスペク トラムであるが、 Au、Ag及
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5-8は背面の比較的平らな部分を測定した。 5、6、8は鋳取り、超音波洗浄。

9.銅銭

福岡市比恵遺跡第26次調査、水溜状遺構最下層より弥生時代中期から後期前半の遺物と共に

出土(註3)。有茎柳葉形銅鉱。長42.3mm、身幅l1mm。表面の貰茶褐色の薄い鋳層の内部には金

属質が完全に残っている。鋳層の傷ついた部分(赤銅色の金属光沢が見える)を測定した。

10. 11.銅釧

福岡市吉武高木遺跡Kll0(金海式饗棺墓)出土。円環形銅釧。断面は蒲鉾形。外径は平均

して7.4cm、身の幅は、平均して左右函4.5mm、上下面7.8mm。表面は黄色がかった緑黒色で一部

漆黒色の轍密な鋳で覆われている。鈍い金属光沢をもっ。残存状態から見れば、いわゆる良質

の製品である。

12.銅匙

九州歴史資料館、田中幸夫コレクション。同寄贈品目録No230・2。長27.3cm。朝鮮半島で

の採集品の一つ。高麗時代(九州歴史資料館1982)。表面は黄色がかった緑黒色で、鈍い金属

光沢を持つ。柄の平らな面で光沢のある部分の測定を行った。

13.銅匙

太宰府市大宰府史跡金光寺町、出土。表面は黄色がかった緑黒色で、鈍い金属光沢を持つ。柄

の先端と匙面は欠失している。佐波理製ではないかと報告されている(九州歴史資料館1988)。

柄の平らな面で光沢のある部分の測定を行った。

14. 15.銅匙・箸

福岡市三宅廃寺、第10号溝底面出土。匙の柄は曲線を描き、柄に面取りが施されている。全

長25cm。表面は黄色がかった縁黒色で、鈍い金属光沢を持つ。柄の平らな面で光沢のある部

分の測定を行った。箸は曲がりを直すと長さ22cm、断面は丸で0.4cm。匙に比べると黒っぽ

く、光沢もない。正倉院の佐波理製匙セットとは同一、あるいは極めて類似しており、肉眼観

察から両者共に黄銅製であると、報告されているものである(福岡市教委1979)。

16.銅銃

太宰府市大宰府史跡政庁前面地区出土。時代・性格を特定できるような遺構からの出土では

ないが、奈良から平安時代であろう。径13.9cm、高さ5.4cm、厚さはほぽ均一で約1mmである。

今回の測定は、この銅鈍そのものではなく、接合関係不明の小破片である。チョーキングがひ

どく、全体に淡白緑色粉状の鋳と化している(横田1989)。

3 .実験法

後光X線分析は試料に一次X線を照射し、発生する後光X線の波長(エネルギー)により定

性分析を、強度によって定量分析を行う。最大の特徴は試料に全く損傷を与えずに完全な非接
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台高平均O.887cm、質量108.729g、体積6.062cm'、比重17.94(岡崎1967)。今回は印台側面を

試料台に置き、 2側面を測定した。

2.金製耳環

福岡市桑原古墳出土。埋葬部は既に破壊。鉄万、須恵器が出土(註1)0 6 c.後半から 7c.。

肉眼観察から、金鍍金ではなく金合金であると判断した。直径約2mm、長さ約12cmの金線を曲

げて環状にする。長径36mm、短径34mm。断面円形の線なので、測定面は平らではない。

3.中間飾付耳環

福岡市下月隈天神森1号墳出土。 5c.後半。垂飾付耳飾りの垂飾部が欠失したもの。耳環は

銅銭と化し所々に金が残る。中間飾は全長1cmで、経約O.4cmの小円環が鳥龍形に付けられている。

肉眼観察から、表面には金の層、金の剥げた所には黒い層が見える。銀芯に金箔を置いたもの

であろう、と報告されている(福岡市教委1981)。平滑な測定面は望めない。

4.耳環

福岡市徳永古墳群H群出土。 6c.後半から 7c.初頭の7基の古墳から 8個の耳環が出土してい

る。何れも肉眼観察から銅芯に金張りである、と報告されている(福岡市教委1980)。保存処理

作業中にそのうちの 3点が錫製ではないかとの疑問を持った(註 2)。表面は白っぽい茶褐色で、

菓子の「おこし」のようであった。少しでも平らな測定面が得られるものを試料として 1点選

んだ。長径27mm、短径25皿、断面直径約6mm。

5.五妹銭

福岡市博多駅築港線第3次調査W面下C-01区出土。 14c.代と考えられる。外径25.7mm、重量

2.3g。岡内分類のllIa式に該当する、と報告されている(福岡市教委1989b)。灰黒色の轍密な鋳

で覆われている。

6.大泉五十

福岡市鴻腫館跡の10c.後半からllc.の廃棄物処理遺構出土。外径27.6mm、重量3.9g。鋳上り

が悪〈周郭や銭文もシャープさに欠け、玉葬代の官鋳品とするには疑問が大きいものであった

(塩屋1989)。淡緑灰色のポーラスな鋳で覆われているが、欠損部を見ると芯には灰黒色の轍密

な部分が少し残っているのがわかる。

7.大泉五十

福岡市立歴史資料館寄贈資料No.140外径27.1mm、重量4.3g(塩屋1989)。灰緑色の轍密な鋳で

覆われている。

8.貨泉

福岡市吉塚遺跡、包含層出土。外径22mm。一部を欠失。灰緑色の轍密な錆で覆われている(福

岡市教委1989a)。
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福岡市立歴史資料館研究報告 第14集 1990年 3月

金印その他の畿光X線分析

本田光子・井上 充・坂田 浩

1 .はじめに

1989年9月18日福岡市美術館の御厚意により同館に胎て、「漢委奴国王」金印の鑑光X線分

析を行った。当初は、アジア太平洋博覧会のテーマ館に中華人民共和国より出展中の同国南京

博物院蔵「庚陵王璽」金印も同時に測定を行うことを計画した。二つの金印は鉦の彫刻、印面

の刻法、字形等の比較検討から、後漢初めに同一工房で作られたものではないかと推定されて

おり、その成分(元素組成)にも当然のことながら強い興味が持たれているからである。しか

し、今回は残念ながら実現し得なかった。

「漢委奴国王」金印の寸法、質量、体積、比重については正確な計測がなされている(入国

1933、阿部1964、岡崎1967)。測定値から合金の割合を、金と銀ならば22.06K、金と銀と銅な

らば22.4K、金と銅ならば22.5K(阿部1964)、金と銅であるならば金5.265側、銅O.797cm'(岡

崎1967) と算定している。

金印は、肉眼的外観や物理的計測値から「金」であることは疑うべくもない。これに対して、

肉眼観察からだけではその材質を決めかねる遺物も少なくない。また、その成分の相違を知る

必要がある場合もある。今回、このような金属製遺物についても分析を行った。

金印は平滑な面の測定が可能であり、鋳や汚れもないので、今回のような非破壊の畳光X線

分析で比較的信頼性の高い半定量値が得られるものと判断した。しかし、その他の遺物につい

てはその表面状態から考えて、あくまでも主成分の定性分析を目的とした。得られた数値は個

々の測定点については有効で、あるが、遺物の材質を代表するものではなく、目安に過ぎないこ

とをお断りしたい。

蓋光X線分析の測定は井上が行い、 3、4を坂田が、それ以外を本田が執筆した。

2.資料

1. r漢委奴国王」金印

1784年福岡市志賀島で発見された。『後漢書』倭伝の「建武中元二年倭奴国奉貢朝賀(中略)

光武賜以印綬」に該当する。鋳造。蛇鉦。総高2.236cm、鉦高1.312cm、辺長平均2.347cm、
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1. 三角縁キ111獣鏡

2. 同箔鏡 (奈良県光伝寺後方古墳出二|二、名古屋市博物館蔵)
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1.墳丘全景 (前方部正面、南東から)

2.墳丘全景 (西から)
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1.伐採後の墳丘状況(南東から)

2.伐採後の墳丘状況(東から)

3.伐採後の墳丘鞍部の状況 (北東から)
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PL.2 

1. 名島古墳遠景 (松Ih*f浄水場、東から)

2.現地踏査 (1986年 2月)11寺の状況(西から)
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名島古墳全景(前方部上空からアドバjレーン撮影)
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た。上述したような那珂川流域首長墓系譜の優住性からみると、この前後にほぽ福岡平野内の

諸勢力が再編され、那珂川流域首長層の支配権確立がもたらした結果と考えられる。

本書に報告した名島古墳は、このような前期社会において、対外交渉に関与した小勢力の首

長が、ヤマト政権から三角縁神獣鏡と櫨向型前方後円墳の配布をうけ造営されたと想定される。

もちろん墳丘規模などの決定は、福岡平野内部の政治的序列を反映したと思われる。(柳沢)
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墳長60-80mクラスの前方後円墳の首長墓系譜が認められる。中期以降弘前方後円墳消滅段

階まで一貫した首長墓系譜が継続する。

つぎに多々良川水系の粕屋平野。まず I期に本報告の名島古墳が造営されたが、継続する様

相がよく分からない。名島古墳東方に近接する名島2号墳や、支流宇美川流域の箱形石棺を埋

葬施設とした光正寺古墳 (56m)がIIないしIII期に継続するかもしれない。このほか、三角縁

神獣鏡を出土した香住ケ丘古墳(円か・約30m)や天神森古墳(円・ 20-28m、盤竜鏡共伴:

下f~1977) は、 I-III期までの幅に位置づけられよう。また、小型前方後方墳の部木1号墳(1

8m)は、低墳丘古墳群の盟主的位置にあり I期に遡る可能性がある。しかしこの地域では、

前期を通した首長墓系譜は認められず、短期間かつ小範囲の小首長墓系譜が散在するにすぎな

し、。

早良平野では、 1-凹期の前方後円墳は認められない。その問、小型前方後方墳の京ノ隈古

墳(16m+α、粘土榔:山崎1976)が造営されているが時期を限定できない。前方後円墳が登

場するのはIV期末葉もしくはその直後の灰塚(約75m)である。小型古墳では、博多湾沿岸に

沿う砂丘上に、 I期に三角縁神獣鏡を副葬する低墳丘方墳が出現した。藤崎遺跡、第6号墳(14

m、箱形木棺:福岡市教育委員会1982)のほか、三角縁龍虎鏡を出土した箱形石棺墓も方墳で

あった可能性がたかい。また、斜縁二神二獣鏡・定角式銅鉱を副葬した五島山古墳(円か、箱

形石棺:亀井1970) もI期に遡る可能性がある。このように、この地域は前期段階において継

続的な首長墓形成がなく、また中期以降においても同様である。旧伊都・奴の二国に挟まれて、

平野なり水系を単位とした広域な政治勢力の形成を達成できなかったようだ。

以上を要約しよう o

I期には、那珂川流域および博多湾沿岸に、前方後円墳や前方後方墳、円・方墳が出現した。

そして時期的に幅があるものの、前方後円墳のみならず小規模墳にも三角縁神獣鏡の副葬が認

められる。妨製1面、鏡片 1面を加えると、現在11基から13面が出土している。量を問わなけ

れば、出土古墳の数は圧倒的に多いといえるだろう。このことは、古墳時代開始期において、

玄界灘に面した福岡平野一帯の諸勢力が、ヤマト政権の構成に重要な位置をしめたことを推測

させる。おそらくこの地域勢力が、以前にまして対外交渉において重要な役割を要請されたこ

とによるのであろう。

なかでも古相の那珂八幡古墳は、墳丘長75mと同期の纏向型前方後円墳と比較すると隔絶し

た住置にあり、突出した権威をしめす。その後、那珂川流域のみ墳長60-80m程度の首長墓が

継続し、この勢力が平野内での優位性を保持し続けたことが分かる。

II期以降になると、もともと大型墓のなかった粕屋平野では前方後円墳が、早良平野では有

力な小型墳が衰退した。まれに前方後円墳が造営されることがあっても、継続することはなかっ
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全体の構成や配置状況は不明である。三角縁神獣鏡は紐座に鋸歯文圏座を的ぐらし、神像区を

三像形で表現した三神三獣鏡、小林行雄氏の内区文様にもとずく鏡式分類ではLl型式(小林1

976)、1979年段階の同箔鏡番号で58と同箔である(小林1979)。ちなみに、同箔鏡を分有し副

葬品の判明している愛媛県今治市国分古墳(全長44mの前方後円墳)は、竪穴式石室を埋葬施

設とする。同箔の三角縁神獣鏡のほか獣文鏡、銅蟻36・鉄剣・万などの武器、万子・斧・方形

鋤鍬先などの農工具、勾玉・管玉・小玉などの装身具があり、出土した二重口縁査は桜井茶臼

山古墳出土品に類似するという(八木1978、愛媛県1982)。

以上から、名島古墳は古墳時代前期のなかでも、その開始段階にちかい位置にあることは明

かであろう。

さて博多湾沿岸域の広義の福岡平野部(北から粕屋・福岡・早良の三平野)には、現在32基

の前方後円・方墳が確認されている(第2図)。分布の中心は平野部中心の西縁を北流する那

珂川流域一帯の19基(うち前方後方墳l基)、名島古墳の位置する粕屋平野には 8基(前方後

方墳1基)、西端の早良平野は5基(前方後方墳1基)が散漫に分布する。このうち、副葬品

や供献土器、墳形などから前期古墳と想定されるのは、 11基である。ここでは地域全体の前方

後円墳形成推移を検討する余裕はないので、前期段階の様相について述べることにしたい。

前期古墳の段階設定については、都出比呂志氏のIV期区分(都tl:'.1979)に準拠する。都出区

分と北部九~""の土師器編年(柳沢ほか1989) との関係は、土師器編年の 1 ・ 2 期が段階設定の

I期に、 3期が11期、 4期が凹期に、 5期がIV期におおねむ対応すると考えている。

まず那珂川流域では、中流域の東西岸(春日市・那珂川町・福岡市南区)とその北5-7km

の下流域東岸 2ケ所(福岡市博多区)に分布域が分かれる。 I期には、那珂八幡古墳 (75m、

堰向型前方後円墳、三角縁神獣鏡:福岡市教育委員会1986)が下流域に出現し、やや遅れて中

流域に妙法寺 2号墳(18m、前方後方墳、三角縁神獣鏡:那珂川町教育委員会1982)が造営さ

れた。同じ中流域の須玖御陵古墳 (30m)は樋向型前方後円墳の可能性があり妙法寺 2号墳に

先行するかもしれない。その後、下流域では中期まで前方後円墳の造営が断絶する。中流域で、

は11期の前方後円墳が不明確だが、 III期に査型埴輪を出土した安徳大塚古墳 (64m:那珂川町

教育委員会1983)、IV期末葉に不定型な初期横穴式石室を取り入れた老司古墳(約80m:福岡

市教育委員会1989)が継続する。

造営時期が明確で、ない例では、三角縁神獣鏡を出土した平野東縁の御陵古墳(墳形・規模不

明:大野城市教育委員会1984)が近接する低墳丘古墳群中の盟主的古墳とすると Iないし11期

に、中流域の卯内尺古墳(円か・約30m、妨製三角縁神獣鏡・柳葉形銅鉱)などは11ないしIII

期と想定される。

このように平野中央部では、那珂川下流域→中流域へと墓域を遅しながらも、前期を通して
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としてある程度旧地形をとどめていたと思われる。

2次調査で検出された前方部は側面・前端面の地山を削り出して成形したのみで、人為的な

盛土を認めていない。前方部墳丘上面の範囲も小さく、もともと盛土がなかったか、あったと

してもわずかであったと想定される。

このような形状の古墳について、かつて筆者は、福岡県内の前方後円墳のなかで最古と考え

られる一群を抽出し、発達した前方部を接続し段築・葺石などの外部施設を備えたA型と、後

円部の規模にたいして前方部が小さく擦形に聞き、葺石・段築などの外部施設を備えることが

稀なB型の 2つの類型があることを述べた。そして墳形が不定型なB型前方後円墳は、出土し

た供献土器が布留O式併行期に遡る例(小郡市津古生掛・津古2号・福岡市那珂八幡古墳)が

あり、布留 1式併行期(0式に遡る余地を残すが、限られた資料からは判別できない)の供献

土器を出土したA型の苅田町石塚山・前原町御道具山古墳に先行する可能性がたかいこと、特

異な墳形の祖形は、墳丘プランの構成比(全長:後円部径:前方部長の比がほぽ3: 2 : 1) 

を共通する「橿向型前方後円墳」にあるのではないかと想定した(柳沢1988)。

前稿では、整理作業の不十分なまま本古墳をB型の例として取りあげた。今回、担当者によ

る詳細な検討によっても墳丘復元形態に大差なく、前稿の想定を修正する必要はないと思う。

その際使用したB型前方後円墳という呼び方は資料操作レベルの仮称であり、以下、用語とし

て定着しつつある櫨向型前方後円墳の名称(寺沢1988)を用いる。

3. まとめ

2次調査の所見、ならびに採集遺物の検討結果を要約すればつぎのとおりである。

①名島古墳は博多湾を一望する、標高37mの丘陵上につくられた纏向型前方後円墳である。

墳丘全長約29.5m、正円でなく不整プランの後円部に、長さ9.5mの小型で撰形に聞く前方部を

接続する。周溝・葺石などの外部施設をともなわない。墳丘裾は地山整形で整えられ、後円部

にのみ盛土された可能性がたかい。

②古墳の造営年代は、墳丘裾部から出土した二重口縁壷が当初の埋葬儀礼に供献された土器

とすれば、布留O式ないし 1式に併行する段階に遡る。

③埋葬施設は墳丘削平時に破壊され、住置・規模・内容は分からない。ただ、石材がまった

くないことからすると、石室・石棺ではなかったようだ。また出土鏡に粘土が付着し、 2次調

査時に粘土塊が確認されているので、量の多寡は別として棺の埋置にあたって粘土を用いたこ

とが分かる。しかし、粘土床を備え棺を厚く粘土で被覆した本格的な粘土榔か否かまでは明か

でない。棺の形状・頭住も不明である。

④副葬品には採集された三角縁神獣鏡1面と剣(もしくはヤリ)身2-3ロの破片のみで、
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まづ1次口縁が水平に聞き、鋭い段をなして 2次口縁が大きく外方に伸びる形態と、全体に

5-6mmと薄手でシャープなっくりは、大型・中型品では庄内式に遡らずまた布留2式併行

期に下らない特徴である。 2次口縁端部は丸くおさめるようにみえるが、よく分からない。こ

の口縁部形態にもっとも類似するのは、奈良県箸墓・桜井茶臼山古墳出土土器である。

つぎに体部調整は、外面がハケメとナデ調整、内面はヘラケズリがなくハケメを残す部分と

ナデ調整がみられる。内面へラケズリ調整は布留l式併行期に出現し、 2式併行期には一般化

している。外面のへラミガキ調整は個体聞の差異が大きく普遍化できないが、大型土器のばあ

い庄内3式段階で、中型土器では布留O式段階で衰退の方向にむかう。このような調整手法の

推移からすれば、口縁部形態からの推測と同様に、おおむね布留0-1式併行期のなかにおさ

まるとみてよいであろう。

2.墳丘の復元

2次調査の結果、墳正プランは、一般に見慣れた鍵穴形の前方後円墳とは異なった形状が推

定された。なお本墳には周溝・葺石などの外部施設は認められない。

まづ後円部は、東半部と北・西部の3カ所のトレンチで地山整形した墳丘裾が確認されてお

り間違いないであろう。プランは正円を示さず、墳丘長軸に直交する方向に長い楕円形である。

前方部側面は、墳丘東側でくぴれ部から 3mほどの聞で裾を確認し、援形に聞くプランと推

定された。しかしそのさきは、しだいに地山整形が不鮮明となるため斜面傾斜と区別できず、

隅角は確認できなかった。また前方部前面は、前端部斜面と考えられる地山整形が認められ、

やや正確さに欠けるがほぼ裾と考えてよいと思われる。以上のことから、前方部の長さは約10

m前後と復元される。

このように第4図の復元案は、墳丘の東半が確認されたうえでの想定であり、前方部隅角な

どの細部において多少の差異があるかもしれないが、大きな修正の余地はないと思われる。墳

丘平面各部の復元計測値は、次表のとおりである。

後円部径 クピレ部幅

E-w 23.7m、N-S19.5m 9.5m 17.5m 8.5m 

つぎに墳丘の高さについては、削平が墳丘盛土はおろか地山の一部に及んでいたため、何の

情報もないのが実状である。しかし削平の残土や、後円部トレンチの各所で盛土の 2次堆積が

確認されており、後円部にはかなりの盛土があったことがわかる。

問題は前方部である。墳丘削平ののち鏡片採集に現地に赴いた方々によれば、前方部を後円

部北側に想定していたため南側についてはさほど注意しなかったが、南側尾根付近は削平を受

けていなかったという。また2次調査の所見でも近年の削平はなく、古い段階の地形変更は別
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出器;シンチレーションカウンター、印加電庄一電流;27.5KV -10A、発散スリット;0.34¥ 

受光スリット;0.34¥走査速度;2向。/分、時定数 2秒である。

赤色の由来となる主成分鉱物としては、 No.2からはHgS、No.4からは FezOJが同定さ

れた。

表1 試料一覧と分析結果および赤色顔料の種類

試料の採取位置
分析結果 赤色顔料の種類

No. 
光学顕微鏡 査を光X線 X線回折

1 1978年発見 鏡 ベンガラ・朱 ベンガラ・朱

2 1978年発見赤色顔料 朱・ベンガラ Hg ・Fe HgS ベンガラ

3 1986年出土 鏡 ベンガラ ベンガラ・朱

4 1986年出土粘土塊 ベンガラ・朱 Fe. Hg |Fez03 ベンガラ・朱

まとめ

以上の結果から、名島古墳の主体部では赤色顔料として朱とベンガラの両者が使われていた

ことが明らかになった。主体部の粘土全体に混じり込んで、いた赤色顔料は、基本的にベンガラ

である。粘土床上面あるいは木棺床面か遺骸全体のどこかで塗布・散布されたと思われる。ま

た、その一部に認められた朱は、棺内の特定位置おそらく頭胸部周辺にまとまって用いられて

いたと考えられる。(本田光子・成瀬正和)

4 総括

1.出土土器の編年的住置

後円部裾から出土した土師器は、口径が約30.2cmの二重口縁壷である。口縁部はほぽ水平

に聞く l次口縁と、その上に付加され外方に大きく伸びる 2次口縁からなり、在来土器の系譜

から導かれず、畿内系の系譜下にあることは明かである。

北部九州から出土した畿内系二重口縁壷の編年については、庄内3式~布留2式併行期を対

象とした蒲原宏行氏の詳細な研究がある(蒲原1989)。氏は、まづ壷形土器を大・中・小型の

3種に大別し、中型においては体部と底部に変化が特徴的に現われるとした。すなわち体部の

形態は下膨れ→肩の張った球形→長胴化、底部は小さな突出した平底から丸底へと変化すると

いう。本墳の出土土器は、口径からみると、大型か中型の大きめの範囲に含まれるが、残念な

がら体部形態が不明であり、特徴的な口縁部と体部破片から観察される調整手法によって、大

まかな編年位置を推測するほかない。
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考えられ粘土塊である。光学顕微鏡による観察及び鑑光X線分析とX線回析により、赤色顔料

は朱とベンガラの両者が使われていたことがわかった。

試料

表.1に試料の採取位置と分析結果及ぴそれにより推定できる赤色顔料の種類を示す。

1978年に発見された三角縁神獣鏡の鏡背には点々と赤色顔料が付着していた。針先に着く程

度の量を数カ所からサンプリングし、プレパラートを作成した (No.l)。

1986年出土の鏡片についても同様の作業を行った (No.3 )。鏡の遺存状態は極めて悪く、

また赤色顔料の量も少なかったので、サンプリングはこれらの検鏡試料用のみにとどめた。

1978年出土した赤色顔料の混じった土砂・粘土は約150gほどあり、その中に赤色の特に濃

い部分が約30gあった。ほとんどが肉眼で見た限りベンガラと思われたが、中に径 1-2mm前後

の朱と思われる小塊が見いだされたので、これを分離して試料とした (No.2 )。

1986年出土の、主体部の一部と考えられる粘土塊は約5kgあった。赤色顔料は粘土に混じり

込んでいたが、所々に顔料のみの小塊も含まれていた。これを約500昭採り、爽雑物を除き、検

鏡とX線分析の試料を調整した (No.4)。

光学顕微鏡による観察

墳墓出土の赤色顔料としてはベンガラ (Fe203)、朱 (HgS)が考えられる。これらは、特

に微粒のものが混在しない限り、検鏡による識別が容易で、ある。

No.1、4について、透過光・反射光40-400倍で検鏡した。 No.1、2、4ではベンガラと

朱の両粒子が認められた。 No.1、4では、ベンガラに対して朱は極めて徴量であるが、 No.

2では逆にほとんどが朱でありベンガラは微量であった。ベンガラ粒子には種々の形状が知ら

れている。その中で、産地あるいは製造方法の違いを示すかも知れないと考えられているもの

がある。これはパイプ状粒子といわれているが、今回の試料には含まれていなかった。

盛光X線分析

No.2、4をメノウの乳鉢で研和し、鑑光X線分析を行った。測定条件は、装置;理学電機

工業KK製佳光X線装置、 X線管球;クロム対陰極、分光結晶;フッ化リチウム、検出器;シ

ンチレーションカウンタ一、印加電圧一印加電流;40KV-20mA、走査速度 ;2040/ 分、

時定数;0.5秒である。赤色顔料の主成分元素としては、 HgとFeの両者が検出されたが、その

含有量は、 No.2と4でまったく逆であった。 No.2ではHgが多く Feが少なく、 No.4では逆

にFeが多くHgが少なかった。

X線回祈

査を光X線分析と同一試料についてX線回折の測定を行った。測定条件は、装置;理学電機工

業KK製文化財測定用X線回折装置、 X線管球;クロム対陰極、フィルター;パナジウム、検
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「吾作明寛甚大好長保二親宜子孫浮由天下敷四海君宜高官」

で、本鏡では「吾」・「明」・「甚」・「大」・「好」・「二」・「官」の7文字部分が失わ

れ、「保」・「敷」・「四」の3文字は一部が欠けている。

内区の文様は、「寛J_r好」字の所の神像は大部分残るが、左端の神像の左半分とこの神

像にのみ付く脇侍の右半分を欠き、その左の獣像は頭と身の左側を欠く。そのつぎの神像と獣

像はほぽ完全に残る。さらにその左側の神像は右下半分のみ残り、最後の獣像は身中央を欠く。

この鏡の同箔鏡これまでに次の2面が知られている。

奈良県山辺郡都郡村白石光伝寺後方古墳出土(径21.8cm)[名古屋市博物館所蔵]

(山川1923) (第11図)

愛媛県今治市桜井国分古墳出土(八木1978、愛媛県史編さん委員会19d.:.i

三鏡の細部の差異や鋳造順序などの検討は今後の課題である。

3 鉄剣 (PL.8 -2、第12図)

鉄剣の破片が6片出ている。いずれも中央に

鋪があり、断面扇菱形の剣身部分の破片である。

5片は鏡発見直後の1978年11月26日に鏡破片と

共に採集され、 1片は第2次調査時に墳丘平坦

部で出土した。

採集破片の最も大きなものは長さ7.8cm、幅

2.8-2.9cm、厚さO.6cmである (PL.8-2-4、

第12図1)。ほかは長さ 3cm前後の小破片で、

そのうち 3片は最も大きな破片と同一個体だが

(PL. 8-2-2・3・5)、 1片は推定復元幅3.3c

2 

第12国鉄器実測図

(後藤)

。

5佃

m前後で、別個体のようである(同図版1)。また小破片の3片には布が鋳着している(同図

版 1-3)。

第2次調査時の出土破片は長さ5.3cm、幅2.6cm、厚さO.4cmである (PL.8-2-6、第12図2)。

厚さがことなり、採集品とは別個体らしい。(後藤)

4 赤色顔料

名島古墳出土の赤色顔料について、調査した資料は4点である。 1978年に発見された三角縁

神獣鏡及ぴ赤色顔料の混じった土砂、 1986年の調査で出土した同鏡の破片及ぴ主体部の一部と
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第10図 三角縁神獣鏡断面図(2分の1)

『

~一一.一一

第11図 同宿鏡拓本・断面図(奈良県光伝寺後方古噴出土、名古屋市博物館所蔵)(2分の1)

はいり、布が全面に鋳着し、また朱が付着している。

鏡径・反りは正確に計測できないが、断面実測図(第10図)は名古屋市博物館所蔵同箔鏡(第

11図)の反り 6mmに合わせた。

鉦は直径3.3cm、高さ1.5cmで、鉦座は直径5cmの鋸歯文座である。内区は六個の乳で六分

割し、それぞれに三体一組の神像三個と獣像三個を交互に配する。ついで鋸歯文帯、銘帯、櫛

歯文帯、鋸歯文帯、複線波文帯、鋸歯文帯、三角縁と続〈。

銘文の文字はだいたい読み取れ、「…作…覚……長……親宜子孫浮由天下……海君宜高…」

の15字が見える。同箔鏡によると、銘文は時計四りに
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第 g図出土土器実iRlj図

体部については、それと確認できる破片が数点しかなく、全体の形状を知ることができない。

第9図3は体部下半部と推定される破片で、外面を縦ハケ、内面を斜めノ、ヶ調整したもの(破

片の傾きは任意)。外商には赤色顔料を塗っている。このほか図化に耐えない小破片で、外面

を縦ノ、ケ、内面をナデで調整したものが 2点、外・内面ともナデ調整のものが1点ある。この

ことは体部内外面の調整がハケとナテーであったことを示している。 (柳沢)

2 三角縁神獣鏡 (PL.7 -1、第10図)

鏡は宅地造成工事で重機に踏みつけられ、完全に破砕されていた。破片は 5x 3cmほどの

ものが最も大きく、小さいものは 1mm角以下であった。採集した破片は第2次調査時採集の数

片を含め 2-3 mm角以上のものが90余片になる。このうちたがいに接合でき本来の位置を確定

できるのは50数片、おおよその位置を推定できるのは10数片で、のこりは元の位置を判別でき

ない。破片は鏡全体の70%ほどに相当するが、残りは採集できなかった。

破片の折損商はおおむね新しいが、なかには風化・鋳化が甚だしく折損後相当の年月を経て

いるとみられる部分もあり、宅地造成当時にはすでに数片に割れていたことは間違いない。

鏡の現状はきわめて劣悪で、裏面の一部には残りが良く灰色の部分もあるが、大部分はなん

らかの程度に銃びていて、中心から縁へと鋳がひどくなる傾向にある。とくに鏡縁は鋳化が内

面にまで及び、 三角縁の鋭い稜を残す所はほとんどない。釘tは幸いに全部残っているが紐孔は

片側は銃で塞がれもう片側は鋳の聞から一部が見えるだけである。鏡面は全面に細かい亀裂が
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原麦尾遺跡など周辺の中世遺跡の墓の形態と類似しており、この墓も中世に属するものであろ

う か。(池崎)

3 出土遺物

主体部跡で採集された鏡・鉄剣のほかに、後円部東側墳丘裾の基底面に堆積した黒褐色土か

ら細片になった土師器が出土し、表土や撹乱層から土師器・銭(寛永通宝2枚、 PL. 8 -3) 

が発見された。

1 土器 (PL.8 -1、第9図)

すべて一辺数cmの小破片であり、そのうちの数点を接合しえたにすぎない。ナンバーをつ

けて取り上げた42点のほか、撹乱土・上層除去の際、出土した破片が約30点ほどある。ただし、

土器の保存状態がきわめて劣悪であったため、取り上げにさいしてパインダーで強化したこと

により、器表が樹脂の膜で覆われ調整手法の観察が十分にできない部分がある。このうち 2点

は中世~近世の瓦質土器(摺鉢)と土師質土器(器形不明)のため、ここでは扱わない。

本墳にともなうとみられる70片余りの土師器は、胎土や焼成の違いから 2-3個体の土器の

破片と思われる。

ひとつは、砂粒をほとんど含まない精選された胎土からなり、遺存状態が比較的よいもので、

図化した二重口縁の査形土器である。色調は口縁部が赤褐色系、体部に黒班がある。 1個体な

いし2個体分の破片であろう (PL.8ーし第9図 1，2)。

いまひとつは、胎土にわずかな砂粒を含むもので焼成がよくない。この一群は灰褐色系の色

調をしており、また大半が器表を剥落した脆弱なもので前者とは明確に分離できるが、口縁部

などの特徴的な部住の破片がなく、器形を特定できない。器表を残す破片では、内外面ともナ

デ調整と思われ、比較的精選された胎土からみると査の可能性がつよい。

二重口縁査は、同一個体と想定されるが破片部位の関係から実測した2ケ所(第9図1，2) 

と、それを合成した復元図(同図4)を図示した。

復元口径約30.2cm、二次口縁は屈曲部から斜め上方に大きく延び、端部ちかくで外反させ

ている。端部はわずかに遺存しているのみで、図のように丸くおさまるようにみえるが、先端

がわずかに剥落しているかもしれない。いずれにせよ、ほぽ端部にちかいことは確かである。

一次口縁はほぼ水平に聞き、二次口縁との境は稜のついた段をなす。一・二次口縁部ともナデ

もしくはヨコナデ調整であろう。

頭部から一次口i縁接続部付近の破片は認めらないが、水平に延びる一次口縁との関連からす

ると、復元図のような直立する筒状の頭部形態が想定される。
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きた裾部のレベルはほぼ38.00m-37.90mの間にあり、北側裾部と一致する。後円部の基底面

は東側の急斜面を除いて、ほぽ水平に地山整形が行なわれていたことが確認できる。

壌丘の形状(PL. 1、PL.5、第3図)

これらの調査結果から、本古墳の墳丘長軸は南から約29度東に振れ、後円部は主軸に直交す

るところで最大径を持ち約23.7m、長軸方向で径約19.5mを計り、平面形はややいびつな楕円

形を呈する。後円項部が削平を受けてかなり低い印象であるが、それに比較しでも前方部はき

わめて低く、かつ平面形が明瞭でないことが指摘できる。しかしながら先に述べたとおり、周

辺の状況から前方部はパチ形に聞き、長さ約9.5m、また前方部幅は17.5m前後と推定される。

古墳の主体部

本古墳の主体部は既に削平されてしまっているが、造成当時石材が全く見られなかったこと

や鏡片の採集されたとき粘土中に多量の木炭が見られたこと、また調査のとき副葬品である鏡

片が赤色顔料混じりの粘土フーロック中から検出されることなどから、木棺直葬だったと思われ

る。現在のところ、副葬品には三角縁神獣鏡1面、鉄剣2-3本が確認されている。

遺物出土状態 (PL.6 -1 -3、第7図)

銅鏡片については、後阿部中央部のわずかに残った粘土中と、 1トレンチの埋め土のなかか

ら検出された。いずれも1978年に採集された三角縁神獣鏡と同一個体の破片であり、副葬され

た鏡は一面だけだったと思われる。 1トレンチの埋め土については、ふるいを用いて精査じた

が、鏡片以外には鉄剣破片 1点が検出されただけであった。この鉄剣破片は1978年採集のもの

と同一個体とおもわれるが、確認できない。

後阿部北側の基底面では、 42点の土器片がまとまって検出できた。墳丘裾部平坦面に散在し、

いずれも小破片のうえ遺存状態が非常に悪〈、パインダー処理して辛うじて取り上げることが

できた。出土層位は2トレンチの項で述べたように古墳築造直後の堆積土と考えてよく、供献

土器であろう。確認できるものは古式土師

器の二重口縁をもっ査形土器のみであるが、

本古墳が最古式の古墳の一つであることを

示すきわめて重要な資料である。

その他の遺構 (PL.6 -4、第8図)

本古墳と直接関係はないが、前方部端部

で地山を掘り込んで作られた木棺墓がl基

検出された。1.53x O.6mの長方形を呈す。

床面には木棺据え付け用の喋が置かれてい

る。副葬品は全く見られないが、粕屋町戸
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第B図 土層図(2 )①盛土(整地層) ②やや暗い紫昧をおぴた茶褐色土
③旧表土(黒褐色有機質土) ④墳丘盛土(二次雄積) ※矢印は墳丘裾

円部北側の墳丘裾は明確で、あるが、北東側の急斜面では地形的制約から明瞭で、はなく、また、

レベルの差が大きいため段違いになる。そのため北側墳丘裾の基底面はテラス状に見える。

西側隣接地の調査(第4図、第6図)

これらの墳丘の調査によって、調査対象区の西に隣接する宅地の調査も必要と思われた。後

円部の半分がさらに 1mも低く削られているところであるが、墳丘裾の遺存する可能性があっ

たからである。当面建築工事等の予定はなかったが、土地所有者の好意により、 トレンチ調査

を許可していただいた。

後円部中心から方射状に9本のトレンチを設定し、それぞれ3-11トレンチと呼んだ。これ

らのトレンチの中で3・6・7・9の各トレンチで辛うじて墳丘裾を確認することができた。

いずれも北側裾部ほど明確で、はないが、地山の斜面から基底面への変換点が見られ、そのうえ

に墳丘盛り土の二次堆積と思われる層がかぶっているものである。これらのトレンチで確認で
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mもあり、墳項部を除いてほぽ手付かずの状態であることがわかった。墳丘現状の写真撮影お

よび測量の後、試掘調査のトレンチを再度精査し土層図の作成を行なった。

土層堆積状況 (PL.4、第4図、第5図)

墳丘南側を 1トレンチ、北側を 2トレンチと呼ぷ。 1トレンチでは、最上部に50cm前後の

厚さで造成時の盛土があり、赤色顔料を含んだ粘土フ.ロックの中には、銅鏡の破片が含まれて

いた。古墳主体部の粘土であることから、中心部はほぼ壊滅状態であることがうかがえた。そ

の下に黒色腐食土の旧表土があり、寛永通宝、ガラス片、近代陶磁器片が含まれていた。基盤

は紫色または乳白色を呈する未結のシルト岩あるいは頁岩の互層である。基盤と旧表土との聞

に、墳丘盛り土と思われる黄土色の軟らかい粘質土がみられるが、プライマリーな状態ではな

く二次的な流れ込みによるものであろう。

2トレンチでは池山整形による墳丘裾と基底部平坦面が観察できた。造成時の盛り土は厚い

が、赤色顔料を含む粘土プロックは少なく、遺物も見られないことから、主体部を削平した土

はほとんどが西側斜面に廃棄されたと思われる。墳丘裾は明確な段をもっ。基底部平坦面の直

上には、少量の木炭を最下面に含む黒褐色強粘質の土層が堆積していたが、この層から供献土

器かと思われる土器片が出土したという試掘調査の所見から、この層は古墳築造直後に堆積し

たものであることは明らかである。この層の上面に緩やかな傾斜で、墳丘盛り土かと思われる

黄土色の軟らかい粘質土がみられるが、 1トレンチ同様新しい時期の二次堆積によるものであ

る。また、この墳丘盛り土二次堆積と旧表土との聞に、地山のブロックを含む黒褐色土が挟ま

れており、 1978年の宅地造成以前にも墳丘の削平整地があったことが知られる。

墳丘地山整形面の調査

この二つのトレンチの状況から、北側墳丘裾の平坦面を除いて、墳丘盛り土は旧状を留めて

いないと判断し、地山整形面の検出に主眼を置くことにした。

伐採時の段階で、これまでの古墳主軸の推定とは異なり、南東に前方部が伸びる可能性が考

えられたため、対象地南半の調査を先行し、後に北半を拡張して調査を行なった。

一部近代ゴミ穴によってわずかな撹乱を受けていたものの、表土の下に盛り土はほとんど認

められず、直接地山整形面を検出できた。葺石、埴輪は認められない。その結果、地山を削り

出したクビレ部が確認され、これまでの主軸推定方向とは異なり、前方部は南東を向くことが

明らかとなった。調査区東境には、かつて丘陵尾根を横断する小径がはしり、切り通しの廃土

が前方部に盛られていた。このため前方部の整形面は調査前の見かけよりもかなり低い。さら

に後円部からクピレ部にかけては墳丘基底面が巡っているが、前方部には及んでいない。この

ため前方部幅および長さを明確にはしがたいが、端部にわずかながら地山整形の段があり、こ

の付近が前方部端部に当たるものと思われる。パチ形に聞き、全長10m前後と推定される。後
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なった。墳丘の遺存状況と基底面の構造を確認するため、推定前方部主軸線上にAトレンチ、

推定〈ぴれ部北側にBトレンチ、同南側にCトレンチの3本のトレンチを設定した。この結果、

前方部墳丘は全く検出されず、完全に造成工事によって削平されてしまったものと考えられた。

また、その基底面およぴ地山整形面は調査区域外まで広がるものと予想された。

3 第2次調査の概要

1)調査に至る経緯(PL.2 -2、第3図)

1986年2月3目、福岡市教育委員会に福岡市東区名島4丁目40番地(地番970-1)内にお

ける埋蔵文化財事前調査願いが、土地所有者である平野邦長氏より提出された。個人住宅建設

にともなうものである。当地は名島古墳の後円部にあたることから、福岡市教育委員会では現

地の踏査を行なった。墳項部は削平を受け平坦面となっているが、斜面部分では墳正の旧状が

一部遺存していることを確認し、同3月13日に同地の試掘調査を行なった。試掘トレンチは、

墳丘旧状を留めていると思われる南北の斜面に、推定古墳主軸に直交する形で設けた。その結

果、地山上に一部墳丘盛土が確認され、特に北側では墳丘裾と地山整形の基底面が確認された。

このことから、名島古墳の墳丘を多少なりとも残すのは本地点のみであり、 1986年度の国庫補

助により緊急調査を行なうこととした。また対象地に南接する名島4丁目969-1他4筆でも

共同住宅の建設計画があり、既に大規模な造成工事によって地形の改変が行なわれてはいるも

のの、あわせて地形測量を行なうこととした。二次調査に係るデータは以下のとおりである。

調査組織調査主体福岡市教育委員会文化部埋蔵文化財課

調査総指埋蔵文化財課長柳田純孝、第二係長飛高憲雄(現第一係長}

庶務担当 第一係長折尾学(現鴻腿館担当副主幹)、松延好文

調査担当 試掘調査杉山富雄(現埋蔵文化財センター)

二次調査 池崎譲二(現博物館学芸課主査)

調査協力 小林行雄渡辺正気福岡県文化課九州歴史資料館

2 )発掘調査の概要

墳丘の現状 (PL.3) 

九州大学考古学研究室

調査対象区域は南側部分と北側市道部分を除いてコンクリート擁壁が築かれ、北側では道路

による切通しのままであった。 1978年の古墳確認以来、新たな造成工事は行なわれておらず、

一面雑木と細かい篠竹が覆っていた。調査はこの伐採作業から開始し、あわせて周辺の地形測

量を行なった。伐採作業が進むにつれ、この墳丘東南部にわずかな尾根状の高まりが観察され、

従来想定されていた古墳の主軸とは異なる可能性が出てきた。また、対象地内では比高差が3
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2 発掘調査の記録

1 遺跡、の立地と歴史的環境 (PL.2-1、第 1図・第2図)

名島古墳は、福岡市東区名島4丁目に所在する。旧粕屋郡に属す。犬嶋山、鉾立山、三郡山

などに源を発する久原川、篠栗川、須恵川、宇美JIIは、中流域に粕屋平野(表粕屋)を形成し、

多々良川として河口付近で合流する。この多々良川合流地点右岸の標高39mの丘陵最高位に古

墳は佐置する。この丘陵は、玄界灘に面した平野域(裏粕屋)と粕屋平野とを区画する城ノ越

山、立花山、遠見山などの小山から派生する丘陵の西南端部に位置し、侵食が激しく八つ手状

の痩せ尾根が四方にひろがっている。基盤は古第三紀層からなり、地表面にはやや粘土化した

未結の風化シルト岩、頁岩が露出している。

この粕屋平野一帯は、福岡平野にとっても重要な位置にある。『貌志倭人伝』にいう「奴国」、

『日本書紀』の「憐県」は那珂川流域に開けた福岡平野に当てられるが、この地方は古代北部

九州の、政治、文化、生産の重要なセンターの一つであった。福岡平野の大陸、半島への指向

性はしばしば強調されてきたが、一方、東方の畿内・瀬戸内や周防灘沿岸との交流もきわめて

大きな意味をもっ。粕屋平野はその重要な経路地であり、常に福岡平野の門戸的な性格を持つ

ていたといえる。

2 第1次調査の概要

調査組織調査主体福岡市教育委員会文化部文化課

庶務担当 埋蔵文化財係長 三宅安吉(現少年科学文化会館館長)

古藤国生 (現民生局福祉部保護課)

調査担当 塩屋勝利(現歴史資料館文化財主事)

1978年の古墳発見当時、墳丘の削平は進んでおり、前方部と推定された部分はほぽ同一レベ

ルに整地されていた。この推定前方部で住宅建設計画があったので、 1979年度の国庫補助事業

として緊急発掘調査を行なった。調査の目的は推定前方部の遺存状況の確認と地形測量である。

周辺の雑草伐採作業から開始し、地形測量を並行して行なった。確認調査はトレンチ掘りで行

第2図 粕屋・福岡・早良平野の古墳

1 名島古墳 2 名島 2号墳

6 戸1京大塚古墳 7 熊野神社古噴

11 資禁 2号噴 12 炭焼 3号墳

16 原口古墳 17 t専多 1号墳

21 須玖御陵古噴 22 赤井手古境

26 ヲミキ申UJ世主帯主 27 貝徳寺古墳

31 老司古頃 32 蔚回 4号墳

36 妙法寺 1号勾霊 37 大万寺古墳

41 藤崎6号方形周溝墓42 有国 1号境

46 宮の前噴丘議 47 樋渡古墳

3 香住ケ丘古墳 4 天神森古土質 5 部木 1号墳

8 七夕池古墳 9 光正寺古噴 10 甫尻 3号墳

13 御陵古墳 14 笹原古墳 15 局U歪珂予言王母語

18 如l培畏;tt言Z勾電 19 東光寺剣塚古噴 20 那珂八幡古墳

23 1すヶヰ又五ζ壊ま世主持君 24 Iマ臼*メ主題証言T堵t 25 日苦手塩証言T勾竜
28 中原 1- 1号墳 29 安徳大塚古噴

33 'J、メL1宅手持者 34 'J、芦L2宅子持軍
38 柏原A-1号墳 39 京ノ限古墳

43 梅林古墳
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44 伊E語証言T堵聖

30 卯内尺古墳

35 妙法寺 2号墳

40 神松寺御陵古境

45 五島山古墳



まえがき

福岡市東区名島四丁目にある名島古墳は、 1971年に福岡市教育委員会が発行した『福岡市埋

蔵文化財遺跡地名表(総集編>.nには記載されていない。宅地造成による古墳壊滅のあと、1978

年に三角縁神獣鏡破片が採集されてはじめて知られたのである。

この発見によって福岡市教育委員会は「名島古墳(略号NZK)Jの名称、を与えた。墳丘の全

容はわからなくなっていたが、古い地形図等を参考に、北西一南東方向主軸の全長約70mの前

方後円墳で、後円部の一部だ‘けが残っていると推定した(これは第 2次調査の結果誤りであっ

た)。その後、 1979年(第1次調査)と1986年(第2次調査)に発掘調査を実施した。

このたび最初に採集された鏡破片が発見者から福岡市立歴史資料館に寄贈されることになっ

た。この機会に本古墳の発掘調査と出土遺物について報告する。(池崎・後藤)

1 発見の経緯

1978年10月12日、吉岡章氏(電気工事会社社員)は名島小学校付近の作業現場で仕事のおり、

畳休みに近くの丘陵に上った。ここはすでに宅地に造成されていた。吉岡氏は土留めのブロッ

クで画された最も高いところの土が赤くなっているのに気付き、そこに青銅器の破片を認め、

子で掘ったところ鏡の破片がみつかった。

吉岡氏は同好の高橋慎治氏に連絡し、採集した鏡破片を両氏が参加していた「健津歴史研究

会J (考古学の研究会)のリーダー曽根田の自宅に持参した。曽根田はこれが福岡市東区天神

森古墳出土の三角縁神獣鏡(福岡市立歴史資料館所蔵)と同じ種類の鏡であることを見てとり、

福岡市立歴史資料館に連絡した。

さらに曽根田と吉岡氏、高橋氏および研究会の中原強一氏らは10月15日以降12月までの日曜

日ごとに現地で鏡破片の採集にあたった。とくに11月19日には鉦の破片を発見し、 11月26日に

は鉄剣とみられる破片を発見した。さらに12月には木炭が朱を含む土とともに見つかった。こ

れらの採集資料はすべて福岡市立歴史資料館に寄託された。

いっぽう福岡市立歴史資料館文化財主事の後藤は文化課埋蔵文化財係長の柳田純孝に連絡し、

共に現地を訪れ鏡片と朱まじりの土・粘土若干を採集するとともに、土地所有者を調べるなど、

住宅建設前の調査にそなえた。また12月には東京国立博物館の西田守男氏のもとに鏡を持参し

同箔鏡等についてご教示いただき、名古屋市博物館では所蔵の同箔鏡と比較調査をした。

考古学に関心の深い吉岡氏がここに足を運ばなければ、鏡そして古墳の発見もなかったであ

ろう。学術上重要な発見の端緒を作った吉岡氏に深く感謝する次第である。(曽根田・後藤)
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P L. 3 伐採後の墳丘状況 P L. 7 三角縁神獣鏡と同箔鏡

P L. 4 各トレンチの土層堆積状況等 P L. 8 土器、鉄器、寛永通宝

例 宣E言=E， 
*これは名島古墳の2次にわたる発掘調査と出土遺物にかんする報告である。

*報告は埋蔵文化財課刊行報告書シリーズの一冊とすべきだが、古墳発見の端緒となり、福岡

市立歴史資料館に寄託されていた三角縁神獣鏡が1989年末に発見者から同館に寄贈されたの

で、これを顕彰するために『福岡市立歴史資料館研究報告』に掲載することとした。

*本報告は池崎譲二(第2次調査担当、現在福岡市博物館学芸課)を中心に、柳沢一男{福岡

市教育委員会埋蔵文化財課)、後藤直(福岡市埋蔵文化財センター)、本田光子(同前)、成

額正和(宮内庁正倉院事務所)、曽根回諭(角丸産業株式会社)が加わって作成した。分担

は、発掘調査の記録が池崎、土器と総括が柳沢、発見の経緯が曽根回・後藤、鏡と鉄器が後

藤、赤色顔料が本田・成瀬である。図・写真は各担当者が作成・撮影した。同鑑鏡の拓本・

実測図・写真は名古屋市博物館から提供を受け、同館学芸員梶山勝氏をわずらわせた。

*本報告の編集は池崎謙二が担当した。

遺跡地 j名島古境|遺跡略号 NZKI調査番号 7954
調査地!福岡市東区名島四丁目971-1番地

調査期間 1986年3月11日ー3月31日

遺跡地!名島古墳|遺跡略号 NZKI調査番号 8647
調査地!福岡市東区名島四丁目40番地(970-1)

調査期間 1986年11月7日ー12月16日
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